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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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口絵・本文イラスト／ゆーげん







序章







　異世界──という言葉から人は何を想像するだろうか。

　空に浮かぶ岩山か。七色に変わる空か。あるいはそこに浮かぶ三つの月か。

　我々とは違う世界。それはつまり『異なる』ことの記号がどこかにあるはずなのだ。そうでなければ『ここは自分が生まれ育った場所とはまったく異なる世界なのだ』と認識することができない。我々は創作物で、たいがいそうしたものを見慣れている。明らかに見慣れぬ異様な景色……それはつまり早々に『そこは異世界なのだ』と受け手に分からせるための演出だ。

　しかし──

「──ようこそ異世界へ」

　昇降機エレベーターから降りてきた我が合衆国兵士諸君に向けて、我々は笑顔でそう告げた。

「第三海兵遠征軍第三海兵師団第四海兵連隊所属──緊急特務編制部隊〈バロウズ〉百七名、ただいま到着いたしました」

　そう言って指揮官が敬礼してくる。

　一瞬遅れて後ろに居並ぶ百余名の隊員達も一斉にこちらに向けて敬礼してきた。

　彼らはいずれも無表情だが──作戦中は私語を慎み、可能な限り個人的感情を表に出さない、それが優秀な兵士の基本である──私には彼らの多くが感じている違和感が手に取るように分かった。

　私達も当初は同じ気持ちだったからだ。

　すでに時刻は夜で……超空間通路の出口である丘の上にも、夜の帳とばりが降りている。かがり火は焚たかれているが、闇のすべてを追い払うにはあまりにも乏しく、今夜は曇り空とあって、月明かりも星明かりもほとんど届かない。

　遠くに山の稜りよう線せんは黒い影として見えているが、周囲の風景として特筆すべきはその程度だろう。丘の上ということもあって、近くには目を引くものは何もない。足元に生えている雑草も、特異な色や形状をしているわけではない。

　だから兵士達は初めて見る異世界について、こう思うはずだ。

『こんなものなのか？』──と。

　それこそ我々アメリカ人の感覚からすれば、気候も文化習俗も異なる中東やアフリカの方が、よほどに異世界っぽく思える。

　だが……

「まずはこれを全員にはめさせろ。どの指でもいい。話はそれからだ」

　私は部下に目配せして持参したケースを開かせる。

　そこには人数分の指輪が納められていた。金属製で表面に複雑な印章が彫り込まれているが、特に可動部分もなく、見た限りはただの塊だ。魔章指輪というらしい。

　得体の知れない装身具を着けろと言われ、一瞬、兵士達の間に躊ちゆう躇ちよするような空気が流れたが……さすがは勇猛果敢で知られた海兵隊である。彼らは黙々と魔章指輪を自分の指にはめ始めた。

　そして──

「おい。早く離れろ。蓋をする」

　昇降機エレベーターを吊つり下さげている櫓やぐら──驚いたことにこちらでは木製だ──の陰から現れた男達がそう言ってくる。いずれも軽装ながら鎧よろいを着けていて、腰には剣を佩はき、槍やりを手にしている。見るからに中世風の兵士、といった雰囲気である──が。

「…………！」

　海兵隊の兵士達が、揃そろって一瞬、驚いたように顔を見合わせたのは、別にこの兵士達の格好に驚いたからではない。この神しん聖せいエルダント帝国の兵士達が、我々には耳慣れない言語で喋しやべりかけてきているのが耳で確かに聞き取れるのに、同時に、脳裏に彼らの言葉が英語に翻訳されて響いたからだ。

「これは──」

「魔法……だそうだ。翻訳機の類たぐいだな」

　と私は指揮官に告げる。

「魔法──」

　さすがに指揮官は眉をひそめてそう呟つぶやいた。

「では彼らは魔法使いなので？」

「いや。この指輪が魔法の道具だということらしい」

　私は近づいてくるエルダントの兵士達を見てそう言った。

　彼らは警備兵だ。この異世界と我々の世界を繫つなぐ超空間通路と、そこに造られた昇降機エレベーターの管理者である。いわば国境警備隊であり、入国管理局としての役目を果たしている。

　あるいは魔法が使える者もいるのかもしれないが、見た目は普通の兵士に見えた。

「なるほど、異世界ですか」

　と指揮官が兵士達を代表するかのようにそう呟いた。

　魔法。そう──魔法だ。

　我々の世界には存在しない技術体系。

　それこそ指の先程度の大きさで、相手の言語を問わず、全自動で翻訳してしまう『魔法の品』の威力──地味だが非常に理解しやすい。いったいどういう仕組みなのか想像もつかないが……だからこその魔法なのだろう。

「早く離れろ。蓋をする」

　エルダント兵は威圧的な口調でそう繰り返してきた。

　彼らの背後には、昇降機のものとは別の、櫓やぐらによって吊つり下さげられている巨大な『蓋』が見えた。半透明で丸い一枚板である。どうやって造ったのかはしらないが、こんなものを造り出す技術がこちらにはあるのだ。あるいはそれも魔法なのかもしれないが。

「……急げ。彼らのご機嫌を損ねるのは得策ではない」

　私は海兵隊にそう命じる。

　エルダント帝国側は、海兵隊員達を──というより先に特使の護衛役として異世界入りしていた私達を含め、アメリカ軍全体をあまり良くは思っていないようだ。まあ平和維持軍として派兵された先々でお馴な染じみの反応なので、これは驚くに値しない。

　指揮官は頷うなずくと、兵士達を促して超空間通路から──地面に穿うがたれた穴から離れた。

　待ちかねていたように、即座にエルダント兵数名が超空間通路の側そばの櫓──というよりクレーンを操作。ぎしぎしと耳障りなきしみの音を立てながら、鎖に繫がれた『蓋』がゆっくりと倒れ込んでいく。

「…………」

　それを見ながら私は指揮官に小さく頷いて見せた。

　指揮官もこちらに頷うなずき返すと──脇にいた海兵隊員の一人の肩を叩たたく。

　大柄なその兵士は太ももに取り付けていたレッグ・ホルスターからＭ９Ａ１拳銃を引き抜くと、流れるような動作で安全装置を解除。そのまま再びホルスターに戻しながら──引き金を引いた。

　銃声、そしてくぐもった悲鳴が夜の丘に響いた。

「な、なんだ!?」

　エルダントの兵士達が驚いてこちらを振り返る。

　数名が駆け寄ってくるのも見えた。彼らに向けて私は──

「銃が暴発した！　手当てを！　今私達は医療器具の持ち合わせがない！」

　足を押さえて蹲うずくまる海兵隊員を指差しながら、そう訴える。

　一瞬、エルダントの兵士達が困惑の表情で顔を見合わせたのは、『銃の暴発』という言葉がよく分からなかったからだろう。魔章指輪は非常に優れた翻訳機だが、相手側に対応する言葉がない場合は、上手く通じないことがあるらしい。

　ともあれ──さすがに分かりやすく、右足の甲から血を流して呻うめく兵士を見て、無視はできなかったのだろう。エルダントの兵士達は蓋を閉める作業をいったん中断し、数名がこちらに向かってくる。残りは詰め所へと向かった。おそらく手当てのための道具でも取りに行ったのだろう。

「助かる！」

　私は笑顔でそう告げた。

　本当に助かる。彼らがお人ひと好よしで。

　エルダントの兵士達が負傷した海兵隊員を囲み、さらに他の海兵隊員達がそれを外から囲む。それは人間が織りなす壁だ。海兵隊員達は大柄な者が多いので、当然、『壁』の向こう側は見えなくなる。

「…………」

　海兵隊員達の作った人の『壁』──その外側にそっと出ながら私は超空間通路の方を確認する。閉じかけたまま停止した蓋。地面との間にはまだ、一メートルばかりの隙間が開いたままだ。

　そこから──まるである種のトカゲの如ごとく、静かに這はい出だしてくる幾つかの人影があった。

　闇に紛れるために暗色系の迷彩に身を包んだ彼らは、実は昇降機エレベーターで移動してきた海兵隊とは別に、ラペリング──すなわち二つの世界に垂らした縄を伝って、ここまで来たＣＩＡの職員達である。彼らは私があらかじめ用意し、転がしておいた布袋──中には非正規に手に入れた魔章指輪と、こちら側の一般的な衣装が入っている──を拾い上げると、無言で、音もなくこの場を離れていった。

　問題ない。エルダント側は彼らに気付いていない。

　やがて──

「思ったよりも傷が深い」

　私のところにやってきたエルダントの兵士がそう告げてきた。

「ここでは簡単な手当てしかできない。街の医者に見せた方がいい」

「ああ。そうだな。そうするよ、ありがとう」

　私は頷うなずいて笑顔で応える。

　海兵隊員達は、怪け我がをした同僚に肩を貸し、移動を開始。

　少し離れた場所に、やはりエルダント側が手配した馬車──いやこちらの世界では大型の鳥に牽ひかせているので、羽車と呼ぶべきか──が待っている。これに海兵隊員達を載せて、臨時駐屯地へと移動すれば、今夜の作戦は終了だ。

「…………」

　私は指揮官と頷き合う。

　問題なく作戦は終了した。

　改めて超空間通路に蓋をする作業を再開したエルダント兵を振り返り──私は思わずこぼれそうになる笑みを意識して押しとどめた。





第一章　招かれざる客達







　柔らかな陽ひ射ざしに照らされる街路をゆるゆると風が吹き抜けてゆく。

　暑すぎもせず寒すぎもせず……散歩に良し、買い物に良し、小旅行にも良しと、本日は絶好の外出日和だった。そのせいか、神しん聖せいエルダント帝国の首都マリノス──その中央部、神聖エルダント城の城下町は、大層な賑にぎわいを見せていた。

　道行く人達は、いずれも活気に満ちている。

　少し前には地震であちこちの建物や家具その他もろもろが壊れたらしいけど、だからこそ修繕や建て直しのためにドワーフの職人達が働いている姿をよく見るし、壊れたものの買い直しで需要が発生したのか、家具や食器を扱う商人達も今が売り時とばかりに、常にもまして高く声を張り上げて、商売に励んでいる。

　景気の良さは他にも伝わって、特定の職種に限らず、帝都はどこもかしこも大忙しだ。

　経済については僕は門外漢だけど、いわゆるこれが、特需ってやつだろうか。何にしてもマリノスの人達は皆、実にたくましい。

「はー……」

　僕はただただ感嘆の声を漏らしながら通りを歩いていた。

　僕がこの異世界に来てずいぶんになる。

　当初はこの、中世ヨーロッパ風の街並みを、元自宅警備員の自分が歩くのに何だか違和感を感じたりもしていたけれど……今ではすっかり馴な染じんでしまった。時折、日本の街並みを思い出して懐かしく思うこともあるけれど、このマリノスの中にいながら自分が異邦人であると意識しなくなって、久しい。

「シンイチ様、次はあっちです」

「あ。はいはい」

　人通りも多く雑然とした通りで──しかし僕は呼ばれてすぐに反応した。

　聞き慣れた、でも決して飽きることのない声。まるで小鳥のさえずりのような、愛らしくて、涼しげで、そして癒やされるその声は──たとえどれだけ周囲が賑にぎやかだろうと、雑音ノイズに満ちていようと、僕の耳に届くのだ。少なくとも僕は彼女に呼ばれたならば、どんな騒音に満ちた場所であろうとその声を聞き取れる自信があった。

　ミュセル・フォアラン。

　僕が最初に出会った異世界人にして──僕達の屋敷のメイドさん。

　もちろん、彼女がメイド服を着ているのは屋敷の中だけで、今はワンピースの外出着姿なのだが、落ち着いた雰囲気のその衣装がまた、彼女にはよく似合っていた。

　別段、派手な色でもないし装飾も最小限って感じだけれど、だからこそ彼女の容姿がとても引き立つ。亜麻色の細くしなやかな髪も、紫の宝石のような円つぶらな瞳も、陶磁器のようになめらかな白い肌も……着ている本人がとにかく美しいので、衣装くらいは地味にしておいた方が落差が出て良いくらいなのだ。

　まあ、綺き麗れいな子は何を着ても似合うってだけの話かもしれないけどね。

「…………」

　ふと……振り返ったミュセルと、彼女の後を追って歩く僕の目が合った。

　彼女は嬉うれしそうに──そりゃもう本当に嬉しそうに、双そう眸ぼうを細めて微ほほ笑えんでくれる。

　はうっ……!?　何その精神攻撃!?

　僕の心臓は必要もないのにドキドキして破裂寸前です。

　これで『楽しいですね、シンイチ様』なんて言われたら彼女いない歴そのまま年齢の僕なんて、その場でイってしまいそうである。

「え、えっと、あと何買うんだっけ？」

　僕は慌てて心臓を宥なだめながらとりあえずそう問うてみた。

「あとはお野菜を幾つかと……あっ、調味料も」

　頭の中で買う品の一覧リストを思い浮かべているのか──ミュセルはまるで小鳥のようにわずかに首を傾かしげながらそう答えた。さらりと揺れる亜麻色のツインテール。その間からちらりと見えるエルフ耳。あざとい！　なんてあざとい！　本人に自覚がないのがなおさらに強烈な破壊力となって僕の心臓に突き刺さる。そりゃもうずきゅーんって感じに。

　慎しん一いち、イきまーす！　どこにかは知らないけど。

（……そういえば）

　バクバクいう心臓を意識しつつ、ふと僕は思った。

（こんなふうにミュセルと二人で買い物って、あまりなかったかもしれないなあ）

　普段、僕は学校があったし、買い物はメイドであるミュセルの仕事だった。もし手が足りなければリザードマンの庭師・ブルークや、その奥さんでやっぱりメイドの、シェリスが手伝う形になっていて──そもそも僕が買い物に同行する機会がなかったのだ。

　だから今日のこの買い物はとても新鮮だった。

　いや。待てよ。

　これは……

　…………

「そろそろお昼御飯にしない？」

「どこかで店に入って食べようか、フォセは何が良い？」

「ルーくんの好きなものでいいよ」

「俺のいちばん好きなものっていえば、フォセの手料理なんだよなあ」

「やだもう、ルーくんたら！」

　…………

　なんというか……こう……まるで、あれだ、あれ！

　そう、あの、伝説の、風の噂うわさに聞く、リア充の特権、『デェト』というやつみたいではないか！　そう、デェト！　ラノベの題名についていたりすると中国語版が刊行できなくなったりすることもあるという噂の（親父談）、あの、デェトだ！

　すると僕は、加か納のう慎一は、今まさに大人の階段を上っているのか！　僕はまだシンデレラか！　幸せは誰かが──これ以上書くと某団体がうるさいからとりあえず以下略で！（錯乱中）

　…………うん。とりあえず落ち着こう僕。

　僕らのすぐ横を、仲なか睦むつまじく手を繫つないだ、見るからにカップルって感じの男女二人組がだだ甘な会話をしつつ通り過ぎていったので、ついつい僕の思考もそれに引っ張られる形で暴走したけれど。これはあくまで買い物するメイドさんとその手伝いをしている男手というだけであって。

　別にデェトとかそういうのではないのだ。ないはずなのだ。だから無闇矢や鱈たらと興奮する必要はないのだ。ないんだよ僕。いいね？　落ち着くんだ、ＯＫ？

　と──自分に言い聞かせてみたものの。

　…………

「あなた。次はあっちの店よ」

「分かった分かった。待ってくれよ」

「あなたが私の買い物につきあってくれるなんて、珍しいんだもの」

「そうか？」

「だから一杯、お店を回りたいの。ね？　お願い」

「分かったよ。お手柔らかにな」

「うふふ……」

　…………

　というかむしろこれってデートっていうより、新婚夫婦のお出かけなんじゃね？

　ひょっとして僕とミュセルって、端はたから見ると夫婦に見えたりすんの？　ちょうど、今──僕のすぐ横を通り過ぎていった、見るからに『新婚です、熱々です、人目も憚はばからずいちゃいちゃします』的な男女二人みたいに!?

「あの……シンイチ様？　どうなされました？」

「分かったよ。お手柔らかにな」

「……はい？」





[image: ]





　僕の様子が気になったのか──立ち止まってもう一度振り返ってきたミュセルは、不思議そうに目を瞬しばたたかせている。

「いや、何でもないです。ごめん」

　はしゃぎすぎだ、僕。

　僕は深呼吸して、ミュセルの隣に並んだ。

（まあ、でも、ミュセルは──）

　こんな僕のことを、恋愛的な意味で、好いてくれているらしい。

　そして僕も彼女のことは嫌いじゃない。むしろ──

（……なら、いつかはやっぱり、本当にデートとかしたりするんだろうか？）

　実のところ、今日のこれは……本当にそういうつもりではなかったのだ。

　普段、僕が教きよう鞭べんを執っている学校は閉鎖中、文化親善大使としての──総合エンタメ商社〈アミュテック〉支配人としての仕事も凍結中、ただ屋敷にいただけでは気が滅入るので、気分転換にミュセルの買い物についてきただけだ。

　しかし僕とミュセルがこの後ももし一緒に日々を過ごしていけば……本当に恋人同士とかになってデートしたり、その後は……まあ、その、結婚したりして、新婚夫婦の会話を交わしたりもするのかもしれない。

　そう。もしこれからも一緒に日々を過ごすことができれば。

「……っていうかミュセル」

　僕は改めてミュセルが両手で抱えている袋を見て言った。

「荷物、重くない？　やっぱり僕が持とうか？」

「いえ！　これは私の仕事なので」

　とミュセルは僕の申し出に首を横に振った。

　ちなみに彼女が抱えているのは今日の夕食の食材である。うちはなんだかんだで人数が多い──もともと七人だったのに加えて、最近はブルークとシェリスのお子さん達が増えて一気に倍近くなった──ので、食材だけでもけっこうな量になる。

　見るからにミュセル一人が運ぶには難儀そうだったので、僕が荷物を持とうとさきほども申し出たのだけれど──そのときもこうやって彼女に断られてしまった。

　まあ、やっぱり、この買い物はミュセルにとって毎日繰り返している仕事なわけで、それをデートだなんだと勝手に思い込んで盛り上がっていた自分が恥ずかしい。

　ただ──

「～～～♪」

　あれ。珍しい。

　隣を歩くミュセルが──鼻歌を口ずさんでいる。

　本当に小さな音量なので、横に並ぶまで気付かなかったけど。何だかすごく嬉うれしそうというか、楽しそうというか、そんな感じに見えた。

「ミュセル、何かいいことでもあった？」

「え？」

　僕がそう尋ねると、ミュセルはきょとんとした様子でその目を瞬しばたたかせる。

　それからようやく──自分が鼻歌を歌っていたことに気付いたらしい。

「あっ……これは、その……」

　目を伏せて、頰ほおと耳を真っ赤に染めるミュセル。

　いや別に鼻歌そのものは、恥ずかしがるようなことじゃないけど──……

「その……シンイチ様とこうやっていられるのが……嬉しくて……」

「…………」

　あ。はい。恥ずかしいですね。

　俯うつむき加減で、か細い声で、でも嬉しそうにそんなこと言われたら、そりゃもう恥ずかしいのなんの。心臓が先にもましてバクバクいってるのが分かる。いても立ってもいられないというか、無意味にその場で走り回りたくなる感じだった。

「ミュ……ミュセル……」

　もうなんか──僕の胸は、この場で人目なんか気にせず抱きしめたくなるような、そんな気持ちで一杯だ。一杯すぎて溢あふれる直前だった。

　しかし──

「……それに……シンイチ様との思い出が……増えるって思うと……」

　ミュセルのそんな言葉に、僕は鈍器か何かで後頭部を殴られたかのような衝撃を覚えた。心臓は急激にその過剰な活動を自粛し──すっと身体が冷えていくかのような、うすら寒い感覚が僕を襲う。

　そうだ。忘れていた。

　いや違う。忘れていたのではない。忘れていられるものなら忘れていたかったけれど、そもそもそれができないからこそ、僕は気分転換をしたくて、ミュセルの買い物につきあったのである。

　言葉が出てこない。何を言えば良いのか分からない。

　現実は無情で──僕は無力だ。

「あっ……」

　僕が黙り込んでしまったことで、ミュセルは自分が失言したのだと思ったらしい。表情を強こわばらせて彼女は束つかの間ま、困ったように視線を右往左往させていたが──

「シ、シンイチ様、そうだ、思い出しました、あっちのお店も──……きゃっ!?」

　慌てた様子で、それまで向かっていた店と別の方向へと行こうとするミュセル。おそらくは僕らの間に立ちこめる重苦しい空気を、なんとかして払拭したかったのだろう。

　だがその拍子に──急に方向転換をして歩き出した直後、ちょうど、向かいから歩いてきた誰かにぶつかってしまった。

　ミュセルの手から袋が落ちる。

　一杯一杯に、袋が張り詰めるくらいに詰め込まれていたので、中身が全部ぶちまけられるようなことはなかったが……果物の幾つかが転がり出てしまった。

「す、すみません！」

　咄とつ嗟さに謝りながらミュセルは──果物を拾うべく屈かがみ込こむ。

　そして……

「──！」

　僕とミュセルの視線の先で、地面に転がった果物を拾う、ごつい手。

　指先から遡るようにして、手の主の方へと視線を向けた僕らは──そこに、見るからに屈強そうな男性を一人見ることになった。

　服を着ていても筋肉隆々だと分かる大柄な体。短く刈られた金髪と、武骨な顔つき。何より最新のＯＣＰ迷彩パターンを採用した戦Ａ闘Ｃ服Ｕ──僕にとってはアニメや映画で見慣れたものでも、ミュセル達にとってはまったく見慣れないであろう奇怪な衣装や、胸元に提さげているＭ４短縮型突撃銃カービンが、男の雰囲気を異様なものにしていた。

　まあ、何というか……衣装のことがなくても、映画に出てくれば、『最後に殺すと言ったな。あれは噓うそだ』とか何とか言いながら人を突き落としそうなムキムキのマッチョマンなわけで。黙ってそこに突っ立っているだけでも威圧感満点である。

　琥こ珀はく色いろの瞳が鋭い視線をミュセルに向けている。

「ご──ごめんなさい！」

　僕は思わず、二人の間に割り込むようにして駆け寄ると、そう言って詫わびた。

　何となくだけど、男はそのままミュセルの頭を摑つかんで、きゅっ……っとやっちゃいそうな印象があったからだ。別に銃や刃物なんて使わなくても素手で人間の一人や二人殺やっちゃえそうな感じだった。そしてそれはたぶん──実際に可能だろう。

　けれど……

「いや。こっちも悪かった」

　男は不意に──苦笑のような表情を作ってそう言ってきた。『来いよベネット、武器なんて棄すてて掛かってこい』とか言われることもなく。わりと友好的な雰囲気で。

　彼が口にしたのは──英語だった。

　当然と言えば当然……男はつい先日、このマリノスにやってきた、アメリカ合衆国海兵隊の隊員なのだ。もちろん、僕は英語がぺらぺらだから彼の言葉が分かったわけではなくて、彼も僕も、魔章指輪をしているから、意思疎通ができただけのことだ。

　ただ──エルダントの街並みの中で、英語を聞くのは、何というか不思議な気分だった。ある意味で、日本語なんかより、よほど、この西洋ファンタジー的風景に似合ってはいる言葉なのだけれども。

「街の風景が物珍しくてね。ついついよそ見をして歩いてしまう」

　とその海兵隊員は言い──それから右手を僕らの方に差し出してくる。彼が拾ってくれた果物だった。

「あ……ありがとう……ございます……」

　ミュセルは若干、怯おびえつつもそう言って果物を受け取る。

　そこに──

「ハリスン、何してる!?」

　ミュセルとぶつかった海兵隊員の仲間だろう、少し離れた場所にいる、同じような格好の男達から声が掛かった。

「すみません、軍曹──現地住民と親交を深めておりました！」

「そいつは結構だが、今は任務中だ！　隊列を乱すな！」

「は、申し訳ありません！」

　叫ぶように言ってから、ハリスンと呼ばれた海兵隊員は、『じゃあな』と挨拶する代わりか、僕達に片目を瞑つぶって見せると──そのまま小走りに仲間のところに戻っていった。

「…………」

　とりあえず乱暴な人でなくて助かった。

　助かった──けれども。

「……アメリカ合衆国……海兵隊……」

　僕は改めて、周囲の城下町の景色を見回した。

　レンガ調の家や店が立ち並び、自動車の代わりに羽車が行き交う通り。中世西欧風の建物と服装の人々。エルフや半獣人ライカンスロープといったファンタジックな人達が当然のように歩いている。映画やアニメなんかではお馴な染じみの、分かりやすく典型的なファンタジー世界。

　……だからこそ彼らは、ひどく目立つ。

　何食わぬ顔をして街を練り歩く、現代戦装備の男達は。

　いや。気にしているのは僕だけかもしれない。

　彼らは表面上は穏やかに、街の人達と接している。街の人達も──おそらくは自衛隊と接してきた前例があるからだろう──特に彼らを警戒するでもなく、素直に受け入れている。

　でも……

（そういえばＭ16Ａ４じゃなくなったんだっけ？　制式小銃を更新するとか何とか、何かの記事で読んだ覚えが──）

　僕の脳裏にさきほどの海兵隊員が提さげていたＭ４短縮型突撃銃カービンが浮かぶ。

　彼らは武装してやってきた。いや。自衛隊員も武装を持ち込んでいたのは間違いないのだけれど、こちら側の住民を刺激するのを避けるため、ことさらにフル装備で歩き回ったりはしなかった。

　そうだ。彼らは何げなく街中を歩いているが、その気になれば今この瞬間にも、殺さつ戮りくを開始することができる。銃を知らない街の住人達は、ろくに抵抗することもできないだろう。為なす術すべもなく血の海に沈む人々を想像して僕は背筋が寒くなった。

　ファンタジー世界に対して異物なのではない。

　戦闘装備を身につけた兵士達は……この日常風景の中において、間違いなく異質な存在なのだ。いかに彼らが、今は穏やかで紳士的な態度をとっているとしても、彼らは本質的に脅威そのものである。

「シンイチ様？」

　ふと僕は、ミュセルに声を掛けられて彼女を振り返る。

　彼女は──不思議そうに僕を見つめていた。僕が何を考えて顔をしかめているのかが分からないのだろう。彼女は先の海兵隊員が、見た目に反して親切だったことに、安あん堵どしているようだった。少なくとも彼らの姿に脅威を感じている様子はない。

　それがむしろ──僕には怖かった。

　ある日、豹ひよう変へんした彼らによってミュセルが、為す術もなく撃たれる場面が脳裏に浮かぶ。何が起こったかすら分からないまま、きょとんとした表情で、しかし致命的な量の血を胸や腹から流しながら。あり得ないと一笑に付すには、それは、やたらに現実味に溢れたリアルな妄想だった。

「どうかされましたか？」

「……ううん、なんでもない」

　いろいろ思うことはあるけれど、ひとまずそれに蓋をして──僕は首を横に振って見せた。
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　この世界に原子力空母〈ニミッツ〉が転移してきたあの騒動から、早──十日。

　僕らを取り巻く状況は混迷を増していた。

　そもそもバハイラムと〈ニミッツ〉の正面衝突を防ぐために、僕らはバハイラムまで出張ったわけだけれども……何とか僕は空母の乗員達を説得することに成功した。この世界から『帰る』手段があるのだということ、そしてこの世界は僕らの元いた世界の遥はるかな未来であることなどを彼らに告げ、空母〈ニミッツ〉を手放してエルダントまで来てもらうように言ったのである。

　もちろん……〈ニミッツ〉の乗員達は当初、〈ニミッツ〉を放棄することに拒否感を示した。異世界に突如として放り出された彼らにとって〈ニミッツ〉は最後の砦とりでだ。安全に元の世界に戻れるという保証がなければ、とてもではないが原子力空母の、原子炉を含むすべての機能の停止と放棄には同意しなかっただろう。

　しかし……

　運良く──と言って良いのかどうなのか、疑問が残るけれど──そのとき、エルダント方面に偵察に出ていた艦載機〈スーパーホーネット〉から、僕の話を裏付ける連絡が入った。

　エルダントにアメリカの派遣した特使とその護衛の海兵隊員達が、やってきたのだとか。

　彼らは日本政府から〈ニミッツ〉のことを聞いていたようで、高出力の通信機を持ち込んで通信可能範囲に入ってきた〈スーパーホーネット〉の操縦士と連絡をとり、状況の説明と、〈ニミッツ〉の放棄、エルダントへの移動といった軍司令部からの命令を伝えてきたらしい。

　こうして〈ニミッツ〉の乗員達は、わりとあっさりとこちらのお願いを聞いてくれた。

　僕らは五千人近い乗組員達を、〈ニミッツ〉にもともと搭載されていたヘリコプターや、テレジアが呼んでくれたドラゴン達を用いて、エルダントへと連れていくことに成功したのだ。

　ちなみに……

　この移動作業の最中に、バハイラム王国軍がまた攻撃してきたらどうしようかと不安に思ったのだけれども──驚いたことに、バハイラム軍は僕が〈ニミッツ〉の乗組員達を説得している間に引き上げてしまった。

　ひょっとしてバハイラム軍にいる知り合い──エルビアの姉アマテナが何か口添えでもしてくれたのだろうかと思ったのだけど、これは間違いだったようだ。エルビアを通じてアマテナと連絡をとった結果……バハイラム軍が引き上げたのは、単に『それどころじゃない』事態が発生したから、らしい。

　何でもバハイラムの第二王都で突如として『大洪水』が発生したのだという。

　本来、洪水の類たぐいとはまるで無縁の高山地帯にある第二王都のど真ん中で、いきなり猛烈な勢いで雨が降り始めたらしい。いや。それは雨と呼ぶのも躊躇ためらわれるような水の量で、バケツで水をぶちまけるかのような勢いだったのだとか。

　しかもその水は塩辛く、大量の魚までその中には混じっていたのだとか。

　これで僕は気付いた。

　超空間通路の接続事故だ。

〈ニミッツ〉の転移と同様の、超空間通路の一時的な発生である。どこぞの海に繫つながったそれは、バハイラムの第二王都に大量の海水を流し込む結果になったのである。

　もともと乾燥地帯の多いバハイラムの都市は、当然、こんな大規模水害を想定して作られてはいない。いきなり街の真ん中に津波が発生したようなものだ。結果として幾つもの建物が壊れ、人も物も流され、『よけいなもの』に関わっている余裕がなくなった。

　大水害への対応として、第二王都へ急きゆう遽きよ、向かうようにとの指令が下り、〈ニミッツ〉と戦っていたバハイラム軍は、〈ニミッツ〉側が大人しくなったのをこれ幸いと、大急ぎで引き上げていったらしい。

　バハイラムに発生した超空間通路はごく一時的なものだったようで、延々と海水が流れ込んできて、都市が丸ごと水没するような事態は避けられたらしい。

　しかし……

　これがもし一時的なものでなかったとしたら。僕らが使っているエルダントの超空間通路のように『常に開きっぱなし』の代しろ物ものだったら、どうなっていたことか。

　延々と──際限なく海水が流れ込み続け、おそらくバハイラムはもちろん、エルダントや周辺諸国が、いや、この世界全体が水没しかねない。同時に向こう側では海水が大量に失われたことで、おそらく自然環境に無視できない変動が生じることになるだろう。あちこち干上がる程度ならまだしも、地球全体の平均気温やら湿度やらにも影響が出るのは間違いない。平均気温が十度下がれば氷河期が来るとも言うし……

　やはりこのままではまずいのだ。

　海はもちろんだけど、原子炉の中だの火山の中だの、あるいは宇宙空間にでも繫つながったら、それこそ、こちらの世界が滅亡しかねない。

　やはりこちらの世界と僕らの世界、その不安定な繫がりは一度絶たねばならないのだ。

　だが……
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　一通りの買い物を終えて──僕達は屋敷に帰るべく歩いていた。

　僕らの屋敷はマリノスの郊外に位置しているので、普通に歩いて帰ると半時間以上かかる。でもいつもミュセルはこの距離を歩いているのだし、彼女と二人っきりの時間を大事にしたかったので、僕は徒歩を選んだのだ。

　ちなみに荷物は僕が多少強引に申し出て二人で分けて持つことになった。まったく何もしないのではそもそも何のためについてきたのか分からないし、荷物が軽くなった方がミュセルとしても道中、話に──他た愛あいないおしゃべりに興じる余裕が増えるだろう。

　しかし……

「──やあ」

　市場の大通りから離れて少し歩いた辺りで……僕らは思いがけない人物と顔を合わせることになった。

「的まと場ばさん？」

　曲がり角のところに立っていたのは、的場甚じん三ざぶ郎ろうさんだった。

　日本政府のお役人であり──この異世界においては、僕が所属する、半官半民の総合エンタメ商社〈アミュテック〉での上司にあたる。

　第一印象は、無害そうというか、覇気に欠けるというか、まあぼんやりした雰囲気の人物だ。会社員ならば、窓際で社史でも延々と編へん纂さんしてそうな感じの。

　いつも微笑を浮かべているが──だからこそ、何を考えているのか表情や口調から読み取るのが不可能に近い。彼の表情はほとんど仮面だ。

　しかも背広姿で、白髪交じりの髪をいかにも勤め人的な七三分けにしている彼の姿は、海兵隊員同様に、中世西欧風ファンタジー世界において、やはり異質だ。ただそこに佇たたずんでいるだけで周囲の風景に馴な染じまず浮いていて、とにかく、目立つ。

「珍しいですね、こんなところで。しかも一人ですか？」

　的場さんが城下町にいるのは珍しい。

　というより、こんなふうに街を出歩いているところを見るのは初めてかもしれない。しかも護衛の人も連れずに。なんだかんだ言ってこの人はエルダントにとっても日本政府にとっても重要人物のはずなのだ。

「そこの先に羽車を停めてある」

　肩を竦すくめて的場さんはそう言った。

「君達の姿を見かけたから、声を掛けようと思って降りてきただけだよ」

「はぁ……」

　それはそれで珍しい。

　良くも悪くも合理的な人なので、『街で見かけた知り合い』に声を掛ける程度でわざわざ羽車から降りてくるような真似はしないと思っていたけれど。何か心境の変化でもあったのだろうか。それとも──

「……デートかい？」

　いきなりそんなことを的場さんは問うてきた。

「で……でへっ!?」

　的場さんらしくもない内容の、的場さんらしくもないタイミングでの問いに、まるで内心を見透かされたかのような気持ちになって、声が裏返ってしまった。恥ずかしい。非常に恥ずかしい。ミュセルの前だからなおさらである。

「ち、ちちち、違……！　ミュセルの買い物にたまたま付き合っただけで……！」

　まあ確かに少しはデートっぽいかもと浮かれもしたけれど。

　ミュセルも何だかデートっぽい楽しみ方をしてたみたいだけど。

　ああ、でもまずいのか？　これってまずいのか？

『デートなんかじゃないです！』と強く主張すると、それはそれでミュセルを傷つけちゃったりしないか？

　ああ、違う、違うんだミュセル！　別に君のことが嫌いだってわけじゃないんだからね！　ってツンデレ!?　いや、違うのかこれ!?　萌もえるのは簡単だけど、いざやる側に回ると大変だな、ツンデレ！　いやそうじゃなくて、ええと、ええと（混乱中）。

「──冗談だよ」

　僕が一人いろいろと考えて焦っていると──的場さんは細い目をさらに細めて苦笑しながら、そんなことを、さらっと言ってきた。

「……的まと場ばさんでも冗談とか言うんですね」

　ちょっと驚きだ。

「ん？　意外かい？」

「まあ少し」

　と正直に答えてから──僕は小さく溜ため息いきをついた。

「……でも本当に、的場さん、どうしてこんなところに？」

　実のところ、的場さんと会うのはエルダント城か、さもなくば僕らの屋敷で、がほとんどである。僕の上司にあたるとは言っても、彼はこちら側の世界に常駐しているわけではなく、むしろ頻繁に日本とこちらを行き来している。そのことを考えれば、ばったり偶然、道端で出会う確率はそう高くない。

　そして的場さんと会う場合には、的場さんの側から何か僕らに用事がある場合がほとんどだ。だから何か僕に急ぎの用があって、待ち構えていたのか──とも思ったのだけれど。

「屋敷へ行くついでに、街の様子も見ておこうと思ってね」

　と的場さんは答えた。

「街の様子、ですか？」

「この前まで地震で大変なことになったと思ったら、あっという間に元通りだ。もちろん一部はまだのところもあるみたいだけど、それでもずいぶんと早い。いやはや、魔法というものは便利なものだね」

「はあ……」

　何が言いたいんだ、この人。

　確かに、バハイラムにある〈竜の巣〉の反応炉の暴走のせいで、エルダントではめったに起きない──それこそ百年に一度あるかないかだそうだ──地震が起きて、多くの人々がその被害に遭った。

　しかし……破壊なくして進歩なしとも言うけれど、むしろエルダントでは前述の通りこれも新陳代謝とばかりに、あちこちで復興作業が進められ、市場は賑にぎわいを見せている。魔法という技術のおかげもあるのだろうけれど、本当にこっちの世界の人達はたくましい。

　的まと場ばさん……本当にただ街を見物していただけなのか？

　と僕が思ったそのとき。

「私には一応、上へいろいろと報告する義務があるからね」

　的場さんが周囲に視線を走らせながら魔章指輪を外すのを見て──僕はそれに倣った。

　彼がこれを外すときは、日本人同士で話をしたいとき、だ。つまり、仲間内以外に話を聞かれたくないときだ。もちろん、僕の隣にいるミュセルはかなり日本語の聞き取りができてしまうので、彼女に対しては意味がないのだけれど──まあその辺は的場さんも分かったうえで諦めているのだろう。

「日に日にアメリカ兵の数が増えていることに、君は気付いているかい？」

　日本語で──そう的場さんは話し出した。

「え？　増えてるって……」

　僕が知っているのは、〈ニミッツ〉に乗っていたアメリカ海軍兵士、五千人、それに日本から送り込まれた海兵隊数十人だけだ。それだけでもけっこうな数だと思うけど……さらに増えてるって……？

　……というか。

　ひょっとして的まと場ばさんが指輪を外したのは、エルダントの人間に僕らの会話を聞かれたくないからじゃなくて…………

「私達日本政府は、この世界から撤退することを決めた。君がそれに納得しているかはこの際、置いておいて」

「…………」

　僕が優柔不断なことは、今までの付き合いで的場さんも知っている。

　そしてそのくせ──一度決めたらけっこうな無茶でもやらかしちゃうことも。だから的場さんは僕に対して自衛隊と同じくさっさと撤収しろとは強制してこない。できない。できれば日本政府の方針に従ってほしいとは思っているみたいだけど。

　とにかく彼の口調は僕を責めるためのものではない。

　むしろ──

「その理由はすべて話したし、そのうえでアメリカ側に資料も提供した。空母が転移してくるくらいの騒ぎだ。向こうもそれで納得すると思っていたんだけれど……ね」

　珍しく、的場さんが辟へき易えきした様子で溜ため息いきをついた。

「彼らは、自分達の目で見て、調べて、納得しない限り、この世界から撤退する気はないらしい。我々がこの世界のことを隠していたのが、裏目に働いているというか、こちらの説明を今ひとつ信用してくれないんだよ」

「それは……」

　まあ分からないでもない。

　しかし──

「で、何かと名目をつけては追加の人員を送り込み続けているってわけさ」

　自衛隊と入れ替わるようにして、日に日にアメリカ兵の数は増えているという。

「自衛隊の撤退した駐屯地に、今は彼らが駐屯しているよ」

「それは……でも」

「彼らにはＭＩＡ数名を捜索するという大義名分があるしね」

　ＭＩＡとは、Missing In Actionの略で、戦闘中行方不明者という意味の軍事用語だ。

　話によると──先日の〈ニミッツ〉からのピストン輸送の際、兵士が数名行方不明状態なのだという。そのためアメリカ側は、彼らを探すという名目で、次々とアメリカ兵をこっちに送り込んでいるらしい。

　けれど……それは本当に大義名分だ。

　アメリカはバハイラムとの戦闘があったことを根拠として、今後もその捜索活動において戦闘が生じる可能性がある──と主張。『自衛のため』と称して大量の武器弾薬も持ち込んできている。現状ではまだ歩兵が携帯できる兵器に限定されているようだけど、〈ニミッツ〉のヘリなんかと組み合わせれば、相当な戦力になるだろう。

　自衛どころか……それこそエルダント城を急襲して占領しちゃえるほどの。

「じゃあ、彼らの目的は……」

　大義名分を掲げて、人を、そして武器をこちらへ持ち込み──エルダントを、ひいてはこの世界を、侵略するつもりなんじゃないだろうか。

　かつて日本政府も同じことを考えた。

　しかし当時の日本政府は弱腰だったことに加え、限られた人員と資材しか持ち込めない超空間通路を使って、武力侵略をするのはあまりに危険性が高いということで、あえて文化侵略という手法を選んだ。

　しかしすでに〈ニミッツ〉という巨大な武器弾薬庫がこちら側に持ち込まれているアメリカ軍にとって、そんな回りくどい方法を採る理由は──ない。

「…………」

　的まと場ばさんは曖昧に笑ったまま答えない。

　けれど否定もしてこない。それはつまり肯定したも同然だ。

「我々は、アメリカ政府に干渉できる立場ではない。ただ予定通り、この世界から撤退していくだけだ」

「そんな……！」

「君も気を付けなさい」

　文句を言おうとした僕を遮るように的場さんは言うと、魔章指輪をはめ直した。

　これ以上ここでこの話をする気はない──という意思表示だろう。

「このまま私は屋敷へ行くけれど、よければ乗っていくかい？」

　そう言って的場さんは背後を振り返る。

　彼が視線を向けた先には、羽車が一台、停車していた。彼が乗ってきたものだろう。

　そういえばいつもは自衛隊のＬＡＶで移動していたのに、今日に限って羽車なのも、自衛隊が続々と人員と機材を引き上げているからか。

　僕の護衛役である美み埜の里りさんはまだこちらに留とどまってくれているけれど……彼女も自衛官という立場からして、上からの命令には従わざるを得ない。いつまでこっちにいてくれるのかは分からなかった。

「……いえ。せっかくなのでミュセルと一緒に歩いて帰ります」

　何となくだけど的場さんと一緒に屋敷に帰るのは躊躇ためらわれた。

「そうかい。それじゃあ」

　断った僕に嫌な顔一つせず、また、それ以上は無理に誘うこともなく……的まと場ばさんは軽く会釈してから羽車に向かって歩いていく。

　その後ろ姿を見送りながら──僕は今度こそ長々と溜ため息いきをついた。

「気を付けろって言われても、どうすればいいんだろうね……」

　魔章指輪をはめた僕は、そう言ってミュセルに苦笑する。

　先にも言った通り、日本語の読み書きができるミュセルは、僕と的場さんの話をおおむね理解できていたはずだ。でも政治的な話はあまり分からないらしく──彼女は困ったような顔をするだけで、何も言ってこない。

「…………」

　アメリカ合衆国。

　僕らの世界において事実上、世界最強の軍事力を誇る国家。

　日本政府ですら彼らを押しとどめることができないのに、僕個人に、動き出した連中をどうこうできるはずもない。

「帰ろうか……」

　笑顔を作ってミュセルにそう言うけれど、上手くいっていたかどうか、自信はない。

　これからどうなってしまうのか。この世界は。僕らの未来は。

　不安要素は山積みで、けれど、僕にはただ成り行きを見守る以外には何もできない。

　そう思っていた──このときは、まだ。
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　僕らが屋敷に帰り着いたとき──もう羽車はなかった。

　どうやら的まと場ばさんとは入れ替わりになったらしい。

「では私は御飯の準備に……」

　と改めて荷物を抱えて厨ちゆう房ぼうの方に行くミュセルを見送り──一人、屋敷の玄関広間に残された僕は、溜め息をついた。

「さて……どうしようか」

　僕も自室へ戻っても良いのだけれど……

「なんだか……ね」

　誰に言い訳するでもなくそう呟つぶやく。

　一人でいることは別に苦じゃない方だ。もともと引きこもりだったし、一人でアニメを見たり、漫画を読んだり、楽しむ方法はいくらでもある。むしろ一人でゆっくりする時間は、僕にとっては必須のものだ。普段の僕ならば、だから、迷わず自室で時間潰しをしていたことだろう。もともと積みゲーだの積ん読本だのが溜まっているので、それを消化しているだけでもけっこうな時間を費やすことになるだろう。

　でも……

「…………」

　僕はとりあえず居間の方に向かった。

　今は何となく一人でいたくなかったのだ。誰かといれば気が紛れる。一人で──独りで部屋にいると、どうしてもいろいろと考えてしまう。考えなくても良いようなこと、考えてもどうにもならないこと、そんなもろもろが、頭の中をぐるぐると回ってしまうのだ。

　居間に行けば誰かいるだろう。

　そう思って廊下を歩いていると──案の定、居間の方から誰かが喋しやべっている声が聞こえてきた。明るく楽しそうな声。これはたぶん、エルビアだな。

　やがて──

「あのときのヒカル様、格好よかったっす！」

　興奮気味でそう言う声が聞こえてきた。

　やはりエルビアだ。

　獣耳と獣尾を備えた人狼の種族──ウェアウルフの女の子。いつも元気潑はつ剌らつで、とにかく活動的な少女なのだけど、絵の技能も持ち合わせていて、我が〈アミュテック〉社の専属絵師でもある……いや、あった、というべきか。

　もう〈アミュテック〉は……事実上、機能していない。

　ともあれ──

「そ、そんなことないですよ」

　エルビアの声に続いて聞こえてきたのは、少しハスキーな感じの声だった。

　これは光流ヒカルさんか。珍しく焦ったような声だけど。

　綾あや崎さき光流。僕の『後釜』として──というより僕を除のけて〈アミュテック〉の支配人になるべく日本から送られてきた人だけど、まあ、いろいろあって今は僕の仲間である。右腕といってもいい感じだ。どっちが上とか下とかあんまり感じないけれど。

　ちなみに、いつもゴスロリを着ている美人さんだが、中身は男である。

　で──

「確かに。あんときは普段の印象とずいぶん違ってたな」

　と──さらに三人目の声も聞こえてくる。

　こちらははっきりと女性のものと分かる声なのだけど、口調はかなり男っぽいというか、ちょっと乱暴な感じである。光流さんが男なのに女性っぽいしゃべり方をしているのとは対照的だ。

　僕が居間に足を踏み入れると、真っ先にその声の主が僕に気付いた。

「おう、おかえり」

　居間のソファに腰掛け、僕を見て片手を上げるのは──亜麻色の髪をツインテールにしている少女だった。髪型だけ書くと何やらミュセルと似たような感じだけど、受ける印象は全然違う、というかむしろ真逆だ。

　彼女──容姿自体はとても可愛かわいらしいのだけれど、ソファにどっかと両足を開いて座り込み、両腕を開いて背もたれに掛けている。傲ごう岸がん不ふ遜そんを絵に描いたような……まるでどこかのヤクザとかそっち系の人のような座り方である。ただでさえレオタードみたいな、身体の線が浮き出るかの如ごとき衣装なので、正直、見ている方が恥ずかしいくらいだ。

　彼女の名はテレジア・ビグロウ。

　実は人間ではない。今はもう──というべきかもしれないが。もともとは生きた人間、それも女性軍人だったらしいが、今は人格をデータ化し、人形の身体に移された存在。いわばサイボーグとアンドロイドの中間みたいな人なのだった。

　でもって──

「おかえりなさいっす」

「おかえりなさい」

　テレジアに続いて、テーブルを挟んで彼女の向かいのソファに腰を下ろしていたエルビアと光流ヒカルさんが振り返り、僕を見て挨拶してくる。

「ただいま」

　三人へそう返した僕は、テーブルの上に並ぶ食べかけのお菓子や、お茶の入ったティーカップを見て、苦笑した。ちなみにお菓子は日本製のスナック菓子である。ミュセルが出かけていたので、急きゆう遽きよ、光流さんが自分の手持ちから引っ張り出してきたのだろう。

「テレジア、いつの間にかすっかり馴な染じんでるね」

　三人の姿は、仲良くガールズトークを繰り広げる友達のようだった。

　いやまあ、一人、ガールじゃない人が混ざってるけど……そのくせしてゴスロリ衣装を着ている光流さんは、どこからどう見ても女の子にしか見えない。一応……女の子そのものの造りをした義体アバターも彼は持っていて、最近はこれを使うことも多いので、今は女の子の身体なのかもしれないのだけれど。

　ともあれ──

「けどいつまでもここにいていいの？」

「なんだ？　俺がここにいちゃダメなのか？」

　テレジアはそう言うと、背もたれへ広げていた片腕を曲げ、そこに頰ほお杖づえをつくような形で僕を睨にらんでくる。

「一緒に、あんなに熱い夜を過ごした相手を、すげなく追い出そうってか？」

「まあ実際燃えてたけどね……そうじゃなくて」

　僕は苦笑して首を横に振った。

　別にテレジアに帰ってほしいわけじゃない。正直、元軍人という経歴もあるし、いろいろと頼りになる人なので、いてくれるのはありがたいのだけど。

　ただ……テレジアは、バハイラムにある〈竜の巣〉の──超技術ハイパーテクノロジーが山盛りになった遺跡の守り人だ。いわば本拠を留守にしてこんなところに入り浸っていて、問題はないのかと思ったのだけれど──

「言っただろ。施設の維持と防衛はＢＯＵどもに任せてるって」

　僕の考えを見透かしたか、テレジアは歯をむいて笑いながら言ってきた。

「それに離れてても、そいつらや施設と俺は繫つながってるしな。特に問題はねえよ」

　そう言って肩を竦すくめるテレジア。

「だったらいいんだけど……」

「つーか、それならお前はどうなんだよ」

「え？」

「向こうに……」

　言ってテレジアは目を細める。

「過去に帰んのかそうじゃねえのか。そろそろ決めなきゃまずいんじゃねえの？」

　テレジアにそんな言葉を突きつけられて、僕は黙り込んだ。

　分かってる。分かってるから──少しでもその事実から目を逸そらしたくて自分の部屋に戻らず居間に来たというのに、ここで改めて指摘されてしまうとは。

「ああ、まあ、うん」

　僕は答えをはぐらかしてテレジアから目を逸らす。

　すると──それはそれで光流ヒカルさんと目が合うことになった。

　そういえば……光流さんは、その辺りどうする気なんだろう？

　光流さんがこっちに来たのは僕よりずいぶんと後だ。でも彼も彼なりにこっちでの生活を楽しんでたように思う。特にエルビアと仲が良さそうだし。こっちに残るのだろうか。それとも日本に帰るのだろうか。彼は何を考えどんな決断を下すのだろうか。

「…………」

　あるいは僕は──物問いたげな目をしていたのかもしれない。

　光流さんは僕からすっと視線を逸らし、お茶の入ったカップに手を伸ばす。その姿はいつも通りの冷静沈着な光流さんそのものだけど……でもその横顔が、どことなく困っているように、暗いように見えるのは、僕の気のせいだろうか。

　……やっぱり光流さんも、僕と同じで悩んでいるのかもしれない。

「…………」

　さっきまでの明るい雰囲気が一転して、居間には沈黙が落ちた。

　僕と光流さんは半分俯うつむき、テレジアは肩を竦めるだけ。

「あ……あの、ヒカルさま……？　シンイチ様……？」

　エルビアだけがおろおろと、助けを求めるかのように僕と光流さんを交互に見る。その動作で、枯れ葉色の髪と垂れた獣耳、ついでにけしからんほど大きなおっぱいが、チューブトップ越しに揺れて実に──いや今、真剣な場面だから。萌もえ萌もえハアハアしている場合じゃないから。下ネタ禁止。

　などと僕が自分の中の誰かに命じていると……

「あ、あの、シンイチ様」

　不意に、背後から、声を掛けられる。

　振り返ると──厨ちゆう房ぼうの方に行ったはずのミュセルがいた。

「ミュセル、どうしたの？」

「あの……お客様が」

　躊躇ためらうような、困惑するような表情でミュセルはそう言った。

「客？」

　僕は目を瞬しばたたかせて問うていた。

　この屋敷を訪れる人は限られている。そしてたいていの客は、ミュセルも顔と名前を知っている。その場合は誰々が来たと普通に告げてくるだろう。

　となると──

「お邪魔するよ」

　客って誰？　──そう僕が尋ねるより先に、ミュセルの背後から問題の客というのが姿を現した。

「え……？」

　その男は、短い金髪を刈り込んだ、碧あおい目の白人だった。

　真ん中で二つに割れた四角い顎や、服の上からでも分かる立派な体格は、城下町を歩いていたアメリカ兵にも近いが──別人だ。何よりこの男が着ているのは濃紺のスーツでネクタイも締めている。ただし同じスーツ姿が定番の的まと場ばさんとは受ける印象が正反対──やたらに精気溢あふれる感じがしていたが。

　でもって、さらにその背後にも何人か、体格の立派な男達が四人ばかり。

　二人が見るからに白人といった容姿で、残る二人は、黒人と──おそらくはアジア系らしいのが一人ずつ。

　身に帯びている戦Ａ闘Ｃ服Ｕや肩から提さげている銃を確認するまでもない。

　アメリカ兵だ。それもおそらくは海兵隊──

「君がカノウ・シンイチか」

　先頭のスーツ姿の男がそう問うてくる。

　喋しやべる言語は英語だ。

　相手も魔章指輪を着けているおかげで、その言葉は翻訳されて僕の耳に届く。

「そうです……けど」

「……ふむ」

　男は碧あおい目を細めて──まるで値踏みするかのように僕を見下ろした。

　思わず身構える僕。

　じろじろと遠慮のない視線に晒さらされるのは、決して気分の良いことではない。自衛隊の人達には感じなかった威圧感が、このアメリカ人達からは猛烈な勢いで吹き付けてきた。

「で、そちらが──」

　先頭の男は続いて、居間のソファに座っているテレジアとエルビア、光流ヒカルさんを見る。

　エルビアを見た際、男の目が一瞬、物珍しいものを見るかのように細められたが、それは文字通りに一瞬のことだった。

「アヤサキ・ヒカル、そしてテレジア・ビグロウだな。なるほど、資料通りだ」

　資料？　何の話だ？

　僕と同様に身構える一同をそれぞれ見回した男は、にぃ、と口角を吊つり上あげた。

　背筋に冷たいものが走るのを僕は感じる。男の示したそれは、笑顔というより、肉食獣が獲物を前にしたときの舌した舐なめずりに近い印象だった。

　そして──

「君達に協力してほしいことがある」

　言葉面はさておきその口調は──依頼でも要請でもなかった。

　ほとんどそれは命令である。他人との会話はあらかじめ上下関係が決まっていて、それに従い、実行されるものなのだろう、この男にとっては。僕らを下に見ているからこそ、男の口調は命令のそれになるのだ。

「…………」

　僕がこの数日感じていた不安。

　それは、今や……この上なく具体的な姿をとって、僕の前に現れたようだった。
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　スーツ姿の男は自身をジョージ・グレシャムと名乗った。

　アメリカ合衆国の特務外交官としてこの異世界に──神しん聖せいエルダント帝国に来ているのだそうだ。

　現在の合衆国政府が成立してから、このような形で外国と接触を持った事例がなかったため、そして〈ニミッツ〉の一件がいろいろと急を要するということもあり、合衆国政府から特別に任じられた『異世界担当外交官』なのだとか。

　身分証やら何やらを見せられたけど、正直、僕はそれが本物かどうかを確認できるだけの知識がない。まあその辺は的まと場ばさん達が──日本政府が事前にしているだろうけれど。

　で──

「人払いを願おう」

　グレシャムは、一方的にそう言って、ミュセルとエルビアを居間の外へと追いやってしまった。彼が言うには少し込み入った話をするので、使用人の類たぐいは席を外してほしいらしいが……僕にはただ、エルダントの人間を追い出したようにしか見えなかった。

　対して僕は──ミュセルに美み埜の里りさんを呼んでくるように頼み、グレシャムらにも彼女の同席を認めるように頼んだ。

　美埜里さん──古こ賀が沼ぬま美埜里さんは、僕と光流ヒカルさんの護衛役である女性自衛官ＷＡＣだ。いや。護衛役だった、と言うべきかもしれないが。すでに日本政府と異世界との交流は中止が決定され、自衛隊も撤収作業を進める中、彼女が僕らを護る理由はないからだ。

　美埜里さんはすぐに来てくれた。

　気を遣ってくれたのか──ミュセルは光流さん達がお菓子やら何やらを広げていたテーブルを手早く片付けて一度居間から立ち去ると、ほどなくして美埜里さんとともに戻ってきた。人数分のお茶を給仕してから、彼女はグレシャムの要請通りに居間を離れ……僕らは改めてアメリカの特務外交官と、その護衛達に対たい峙じした。

　そして……

「例の超空間通路は、我々アメリカが管理する」

　グレシャムはいきなりそう切り出してきた。

　彼はそれまで、テレジア達が座っていたソファに今は一人でどっかりと腰を下ろしている。兵士達はその後ろに並んで僕らを威圧していた。座り方はそう変わらないのに、テレジアよりもよほど尊大に見えてしまうのは、やはりグレシャムの口調や表情ゆえだろう。

「…………」

　僕と光流ヒカルさんは思わず顔を見合わせる。

　グレシャムが何を思ってこんな話を始めたのかは知らないが、迂う闊かつな受け答えをすれば洒しや落れにならない事態が発生するだろうことは、僕には分かったし、おそらく光流さんにも分かっているだろう。

　思わず黙り込む僕らの代わりに──

「……どういう意味です？」

　そうグレシャムへ聞き返してくれたのは、僕らの後ろに、テレジアと並んで立っている美み埜の里りさんだった。

　美埜里さんは格闘技能にも射撃技能にも優れた自衛官だけれど、一見するととてもそうは見えないおっとりのんびりした雰囲気の女性である。

　眼鏡を掛けていることといい、明るく軽めの口調といい、制服の上からでもはっきりと分かる巨乳といい、見た目にきつい印象はなく、実に癒やし系な感じの女性なのだが……今の彼女は、普段の朗らかな表情ではなく、緊張を露あらわにした厳しい顔を見せていた。

「そのままの意味だが？」

　肩を竦すくめ両手をろくろを回すような形に掲げて見せながら──ああ、実にアメリカ人ぽい身ジ振エりス手チ振ヤりーだ──グレシャムは言った。

「例の、超空間通路とやらを作り出す施設は、以前──なんと言ったかな。バハ……そう、バハイラク、だ、バハイラクの軍に好き勝手に弄いじられたせいで、おかしなことになったと聞いている」

「バハイラム、です」

　と美埜里さんが訂正する。

「バハイラム、なるほど？　まあ名前など今は重要ではない。重要なのは超空間通路を作り出す施設が、使い方を誤れば、世界の破滅に繫つながりかねない、危険な代しろ物ものだということだよ。分かっていると思うが」

「……………」

　それは確かにその通りだ。

　バハイラムの第二王都での『水害』を見るまでもなく、超空間通路は、どこにどう繫がるか分からない以上、次の『開通』で世界を水没させたり、あるいは、大量の放射性物質をまき散らしたり、といった可能性も否定できない。

　でも──

「危険な代物、莫ばく大だいな威力は、理性と正義を兼ね備えた者によって管理されねばならない。核兵器と同じだよ。そしてそれには我がアメリカ合衆国がふさわしい。超空間通路は我々にこそ管理されるべきなのだ。それが正義であり最も近い平和への道だ」

　さも当然、といった態度でふんぞり返ったグレシャムは続ける。

　うわぁ……ゲロ吐きそうなくらいに胡う散さん臭くさい。

　ある意味、こんなに分かりやすい物言いをする人間が実際にいることは──でもってそれが一国の外交官なんぞをしていることは、驚きだった。

　無礼とか迂う闊かつとかそういう次元の問題じゃない。良くも悪くもこのグレシャムという人物は愛国者なのだろう。愛するアメリカのためならば適当な理屈を幾らでもこねくり回して、自分達の無茶を正当化してしまえるのだ。

「ミスター・マトバとミス・コガヌマの報告書を読む限り、君達だけがその例の施設を見ているらしいな。そしてカノウ・シンイチ──君と、そこのミス・ビグロウが、その施設の管理権限も持っていると」

　そういえば的まと場ばさんが、アメリカ側に資料を提供したとか言ってたっけ。

　資料越しとは言え、彼らは〈竜の巣〉で起きた出来事も、その顚てん末まつも知ち悉しつしているのだ。

　そしてだからこそ彼らはここに来た。

　僕とテレジアのいるこの屋敷に。

　つまり──

「我々に協力してくれるな、カノウ・シンイチ？　そしてテレジア・ビグロウ？」

　これも言葉面こそ要請だが、グレシャムの口調は完全に命令のそれだ。

　彼らは、僕らがアメリカに協力することを当然だと思っているのだ。自分達に僕やテレジアが従うと頭から信じ切っている。わざわざここに来たのも協力を取り付けるための交渉ではなくて──ただの確認だろう。

　あまりにも一方的すぎて、僕は自分の眉が歪ゆがむのを感じる。

　そしてそれは、光流ヒカルさんや美み埜の里りさん、テレジアも同じらしい。僕は皆の表情を確認してからグレシャムの方に視線を戻した。

「……わざわざ屋敷まで訪ねてきていただいて申し訳ないですけど」

　口調に気をつけながら、慎重に言葉を選んで僕は言った。

　魔章指輪で言葉は翻訳されているとはいえ、こうして相対して喋しやべっていると、相手の表情や声こわ音ね、仕草、といったものが別の意味を与えてしまうことがある。それこそ要請の形を借りた恐喝、恫どう喝かつのように。

「僕らだけの判断では決められませんので。いったんお引き取りください」

　僕は内心、びくびくしながらもそう言った。

　上手く言えたかどうかは正直、自信がない。

「…………」

　グレシャムは、眉をひそめた。僕が反抗したことに苛いら立だったらしい。

　いきなり怒鳴られたりしたらどうしよう──と思わず身構えた僕だけれど、グレシャムもさすがにここでいきなり激げき昂こうするほどに、短絡的な人間ではなかったようだ。小馬鹿にするかのように鼻を鳴らしてから、彼は『理解できない、馬鹿なのかこいつらは？』と言わんばかりに首を横に振った。

「そうか。だがもう一度考慮するように」

　代わりにそう言ってソファから立ち上がる。

　ミュセルが出してくれたお茶は……手付かずだった。

「今日はいったん帰ろう」

　グレシャムはそう言いながら居間から出ていこうとして──そこでふと何か思い出したかのように立ち止まり、僕らの方を振り返ってきた。

「最近は何かと物騒だ。護衛が一人なのも心もとないだろうしな。我が国の兵士を何人か、屋敷の近くに待機させておこう。何かあれば遠慮なく頼るといい」

　そう言って彼はようやく僕らの前から立ち去ってくれた。

　護衛の兵士達も無言でその後に続く。

　彼らの足音が完全に聞こえなくなって──そこで僕はようやく溜ため息いきをつき、全身に生じていた強こわばりを解ほぐすべく、身体の力を抜いた。

「こ……怖かった……」

　情けない話だがこれが噓うそ偽いつわりない本音だった。

　グレシャムのような人間はもちろんだが、そのような人が武装したムキムキマッチョマン達を背後に従えているとその威圧感は何倍にも跳ね上がる。何をしたわけでも言ったわけでもなくとも、彼らの存在自体が威嚇そのものである。

「何が正義と平和ですか。どう見ても正反対でしょうに」

　ソファでぐったりとする僕の横では、光流ヒカルさんが不服そうな顔でそう呟つぶやいている。

「誓っても良いですけど、あの男、人種差別主義者ですよ。私達が日本人だからってなめてかかってます」

　まあそれはどうだか知らないけれど。

「……美み埜の里りさん」

　僕は女性自衛官ＷＡＣの方を振り返って言った。

「護衛を数人置いていくって言ってましたけど、あれって……」

「どう考えても監視よね」

　美み埜の里りさんはそう言って肩を竦すくめた。

　その隣で──

「あー…………」

　テレジアが何やら苛いら立だたしげに自分の髪を搔かきむしっている。

　彼女がずっと黙っているのがある意味、不気味だったんだけど……やっぱり単に空気を読んで大人しくしていただけで、グレシャムの物言いが不愉快だったのは僕らと同じであったらしい。

　何にせよ──

「面倒なことになりましたね」

　光流ヒカルさんが忌いま々いましげな口調で、僕ら全員の内心を代弁してくれた。
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　我が神しん聖せいエルダント帝国の政治的中枢──神聖エルダント帝城。

　その謁見の間に今、妾わらわの……すなわちペトラルカ・アン・エルダント三世の命により帝国の重臣達が集められていた。緊急召集であったために間に合わなかった者も何名かいるが彼らも帝都に駐在する名みよう代だいを送ってきているため、会議を開くのに問題はない。

　ただ……

「なるほど……のう」

　臣下達からの報告を受けて妾は顔をしかめた。

　今回の会議の議題は、最近になって我が帝国に入り込んできた異世界の兵士達──アメリカ兵達についてある。我らにとって異世界とは基本的にニッポンを意味していたが、我らが世界にも我が神しん聖せいエルダント帝国以外にツェルベリクだの、バハイラムだのがあるのと同様に、異世界にもニッポン以外の国が存在する。

　アメリカ・ガッシュウ国とやらはその中でも最大の軍事力を持つ国であるらしい。

　そんな国の兵士達が先日より我が国の、それも帝都に多数、滞在している。

　彼らは基本的に大人しくしてはいるが、その存在自体がすでに我々にとっては脅威になりつつあった。

「〈ニミッツ〉とやらの船員達まではまだ納得もいったのですが……」

　もともとはこの世界に──それもバハイラム領に、異世界の巨大な戦いくさ船ぶね〈ニミッツ〉が突然、飛ばされてきたことに端を発する騒動である。

　話によれば、一隻で国一つ、どころか世界の半分以上を焼き払える力を持った戦船なのだという。中に乗っていた船員達も五千人と大層な数だった。彼らが、あわやバハイラムの軍勢と全面衝突──というところで、シンイチ達が間に割って入り、船員達に戦船を放棄するように説得することで、事なきを得た。

　その後、彼らは超空間通路を通ってやってきたアメリカ国の特使の口添えもあって、船を棄すて、この神聖エルダント帝国の首都マリノスへと移動してきた。

　ここまではいい。ここまでは。

　問題はこの後だった。

　アメリカの特使と特使の護衛についてきた兵士達は、『船員の数が足りない』と主張してきた。バハイラムとの小競り合いの際なのか、それとも移動の際になのか、とにかく数名の船員が行方不明になっているというのだ。

　そしてその数名の船員を探し出すため、アメリカ国は大量の兵士をこの神聖エルダント帝国に──それも首都マリノスに送り込んできた。

　だが実のところ『行方不明の兵士の捜索』が建て前なのは誰の目にも明らかだった。

　たった数名の行方不明の船員を探すというためだけに、千人を超える重武装の兵士を送り込んでくる必要はあるまい。我が方で──神聖エルダント帝国の軍を使って行方不明者を探すと提案したがこれは拒否された。

　こうして続々とアメリカ国は兵士と武器を超空間通路を使って、このマリノスに送り込み続けている。ニッポン政府にアメリカ国を止めるようにと要請したものの、もともと我が国から撤退することを決めていたニッポン政府の反応は鈍く、まったく役に立たない。

　アメリカ国の目もく論ろ見みは権謀術数に疎い妾わらわでも想像がつく。

　こうやって『人命救助』の名目で武器と兵を増やし続け、事実上の占領状態を作り上げることが目的だろう。彼らは『へりこぷた』と呼ばれる空飛ぶ鉄の箱の餌──『ネンリョウ』も持ち込んできており、しばしば、放棄したはずの〈ニミッツ〉との間を行き来もしているようだった。おそらくその気になれば彼らは〈ニミッツ〉の兵器を使って我が国やバハイラムを軍事的に侵略することも可能だ。今はそのための下準備と言ったところだろう。

　いずれにせよ……

「アメリカ国の目的は何なのでしょう？」

　と重臣達が眉をひそめる。

「以前──シンイチ達から聞いた限りでは」

　と口を開くのは我が脇に侍はべっていたガリウス・エン・コルドバルだった。

　妾の従い兄と弟こであると同時に、帝位継承権第一位であり、我が軍の総司令官でもある。優男なので初めて顔を合わせた相手には侮られる傾向が強いようだが、これでなかなか、切れ者であり、しかも武闘派である。

「こちらの世界に存在する各種資源、だそうだ。鉱物資源、生物資源、その他もろもろ。我々にとってはただの石ころでも向こう側の世界では金にも優まさる値がつくものがあるという。またビセイブツ……目には見えないような小さな生き物も、上手く扱えれば、巨万の富を生むのだという話だが」

「想像がつきませんな……」

「いや、精霊のようなものなのでは？」

「なるほど、しかし向こう側にはそもそも魔法がないのではなかったか？」

　……等々。

　重臣達もそもそも、『異世界』の知識には偏りがあるうえに、詳しい者、詳しくない者の差があって、会議そのものがなかなか円滑に進まない。

　厄介な状態だ。

　それに──

「ニッポン国も同じものを狙っていたはずで──」

「軍が来たという意味ではジエータイも同じなのでは？」

「彼らは精々百人かそこらであったわけで──」

「武器も普段は持ち歩かなんだしのう」

　…………

「──こうしてみると」

　ガリウスと反対側の脇に侍じしていた白はく髯ぜんの老人が溜ため息いきをついた。

　我が国の宰相であり妾わらわの教育係も兼ねておった人物、ザハール・ロウ・ハルディン。ガリウスとはいろいろな意味で対照的な、温和を絵に描いたような老人だが、今の彼は顔をしかめ、唇を皮肉げに歪ゆがませていた。

　珍しいことである。

「ニッポン側がいかに穏便だったかが、よく分かりますな」

「少なくとも、このように分かりやすくはなかったのう」

　アメリカ国の強引きわまりないやり方を目の当たりにした今では、かつてのニッポン政府とのいざこざがひどく可愛かわいく思えてくる。

「しかし連中が我が国を占領するつもりだとして、実際の行動に出るのはいつ頃でありましょうな？」

「ふぅむ。連中の戦術、戦法が分からぬので、なんとも言えんが……」

　とガリウスが唸うなる。

　アメリカ国の兵士達は今のところ、我が国の城下町に──主に郊外に天蓋テントやら何やらを張って滞在しているだけで、目立ったいざこざは生じていない。

　だが……

「一度、シンイチ達の意見も聞いておきたいところじゃが」

「まったくです」

　妾わらわの意見にガリウスも同意してくる。

　少なくともシンイチは、同じ世界の者として、我らよりもアメリカ国のやり方や考え方に詳しかろうし、今までの経験上、あの男なら我らの思いも寄らぬ妙案をひねり出してくることも期待できる。

　しかし──

「シンイチ達へ妾らが相談することは、アメリカ側も予想しているじゃろうしな」

　シンイチ達の屋敷──〈アミュテック〉本社には、すでにアメリカ兵が配置されていると報告されている。おそらくは監視役だろう。我らとシンイチ達が結託して、自分達に不利な行動をせぬようにとの見張りだ。

　場合によっては彼らを人質にとられる可能性もある。

　もちろん、ジエータイのほとんどはニッポンに帰ってしまったが、まだミノリはシンイチやヒカルの護衛として屋敷にいるようだし、万が一に備え、『禁忌の鎧よろい』も屋敷に置いたままになっている。いかにアメリカ兵が精強で、その武器が強力であろうとも、あの『禁忌の鎧』があればたいていの危機は切り抜けることができよう。

　とはいえ……それはもう本当に最後の手段だ。

「どうしたものか……」

　妾は溜ため息いきをつく。

　しかし居並ぶ重臣の誰からも、この憂いを払ってくれる妙案が出てくることはなかった。
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　カーテンをわずかに開いて外を覗のぞき見みる。

「……やっぱり、あいつらいるよ……」

　グレシャムの協力要請から──一晩が経たった。

　今は昼間で、晴天のせいか、屋敷の周りもよく見渡せる。

　屋敷から少し離れた辺り、密に生える木々に紛れるようにして、数名のアメリカ兵がいるのが視認できた。あのグレシャムが『警備に』という名目で置いていったアメリカ兵である。もちろん、本気で潜伏している兵士が僕達にそうそう見つかるようなことはないだろうから、これは僕らに対する威嚇の意味も兼ねてのことだろう。要するに『常に見張ってるぞ』というわけだ。

　おそらく僕達がグレシャムに協力すると頷うなずかない限り──いや、おそらくは頷いても、監視は続くに違いない。彼らは僕らをみじんも信用していない。まあかつて日本政府に逆らったって前歴は彼らのところにも伝わっちゃってるだろうから、当然と言えば当然だけど。

　そして信用はしていないが利用はできると考えている。

　彼らは僕らが必要なのだ。

　この異世界に通じた案内人として──そして、あの〈竜の巣〉を、ひいては超空間通路を自分達の意のままにするための『鍵』として僕やテレジアを押さえておくつもりでいるのだ。もう僕に関しては日本に帰る帰らないどころの話じゃなくなってきた。

　しかし……そもそもアメリカはどこまで何を知っているのだろうか？

　美み埜の里りさんが報告書として提出した情報はもちろん、すべて押さえているのだろうけれど、報告書に出ていないような部分まで知っているのだろうか？　そもそも美埜里さんは何をどれだけ正確に、精密に、報告しているのか。

　日本政府が認識していたくらいだから、アメリカも時間を超えて相互に干渉する危険性は理解していると思うのだけれど。それを理解してもなお、この異世界に──未来世界に干渉する気なのか。

　それとも……

（未来から過去への干渉は、自分達の存在を危うくする可能性があるけれど、逆は平気、とかそんな安易なこと考えてんじゃないだろうな……？）

　過去の出来事が未来に影響を及ぼすのは、まあ、本来は当たり前だ。

　だから、エルダントやらバハイラムやら、未来こつち側に危険は生じるけど、日本やアメリカといった過去むこう側はまったく平気なのだ──とかそんな考えでいるのかもしれない。

　しかしそもそも僕らは時間というものを──その本質をまだ正確に把握していない。

　何もかもが仮定仮説で、空想科学の域を出ていないのだ。テレジア達の時代の技術ですら、まだ確認されていない部分が数多く残っていて、時間干渉は実験の域を出ていないのである。だからこそこんなふうに『思ってもみなかった』事態が発生するわけで。

　唐突な時空間転移によって、大災害が引き起こされる可能性は常にあるのだ。

　今後、テレジア達の調査と研究で、超空間通路が意識的に操作できるようになる可能性はあるけれど、現状ではそれもままならない。やはり超空間通路はいったん、閉じてしまうべきなのだ。それもできるだけ早く。

「はぁ……」

　僕は溜ため息いきをつく。

　本当──どうしたもんだか。

　外を延々と眺めていても気が滅入るだけだ。僕はカーテンを閉めようとして──

「……あれ？」

　屋敷に向かってくる見慣れた人影を見つけて、思わず声を漏らしていた。

　長い髪の少年と、小柄な体格の少女。

　何というかいろいろな意味で対照的というか凸でこ凹ぼこコンビ的な感じのあの二人は──

「──シンイチ様？」

「あ、ミュセル」

　部屋を出たところで僕はミュセルと鉢合わせする。

「お茶を──あの、どうかなさいましたか？」

「ん。ちょっとね」

　曖昧に言ってから──僕はふと思い直してミュセルに言った。

「お茶だけど、居間の方に運び直しておいて。それと二人分増やして」

「あ──はい」

　何な故ぜ──といちいち尋ねてくることもなく頷うなずくミュセル。それを確認すると、僕は急ぎ足で玄関の方へと向かった。

「ロイク、ロミルダ！」

　玄関の扉を開いて名前を呼ぶと──何やらこっちに歩きながらも言い争っていた二人が揃そろってこちらに顔を向けてきた。

「シンイチ先生！」

　と、こればかりは揃って笑顔を浮かべ、僕の名前を呼びながら駆け寄ってくる。

　エルフの少年、ロイク・スレイソンと、ドワーフの少女、ロミルダ・ガルドだ。

　二人とも、僕が教師を務めていた学校の生徒である。

　学校がある間はほぼ毎日のように顔を合わせていたけれど──そういえば、閉鎖されてから会うのは初めてだ。何かとドタバタしていたので、彼らのことを気にする余裕もなかったのだけれど。

　会っていないのは精々が数日のことなのに、何だかずいぶん久しぶりのような気がする。

「二人とも、どうしたの？」

「先生に会いに来たんです！」

　当然！　といった口調でロミルダが言ってくる。

「学校が閉鎖されちゃってから全然会えてなかったし……」

「ロミルダ……」

　わざわざ会いに来てくれたのか。

　なんだか……胸が熱くなった。

　ロミルダはドワーフということもあり、背が低く、顔も丸く、おかげで年齢に比べてとても幼く見えてしまう。実際には五つと歳は離れていないはずなのだけど、僕の目から見れば、自分に懐いてくれるこの子は、『もし自分に娘がいたらこんな感じなんだろうか』とか思っちゃう可愛かわいらしさなのだ。

　ロミルダの結婚式とか、僕、もし呼ばれたら父親の気分で泣いちゃうかも。

　ともあれ──

「それで、わざわざ二人で来てくれたんだ」

「この軟弱エルフが、ミノリ先生に会えないのは辛つらいって泣きついてきたんですよ。なので仕方なく連れてきました」

「だ、誰も泣きついてなんかないだろ!?」

　そう話すロミルダに──傍かたわらのロイクが慌てたように言った。

　まあ、ロイクが美み埜の里りさんに片思いしているのは周知の事実だ。

　ロミルダに泣きつくロイクの様子というのも、実に簡単に──ありありと想像できて、彼には悪いけど、僕は思わず笑ってしまった。

　ロイクは、エルフということもあり長身瘦そう軀くで、黙っていれば長く伸ばした金髪がよく似合う美少年だ。目鼻立ちには気品もあって、実に良いところの御曹司っぽい。

　そんな彼なのだけど──ロミルダと言い争う姿は、やたらに子供っぽい。

　実際、すぐにロミルダを挑発するような、大人げない一面もあるし。

　でも、口くち喧げん嘩かの絶えない二人なのだけれど、一緒に行動していることも多いし、見ていて微ほほ笑えましい気分になってくる。まああれだ。『喧嘩するほどに仲が良い』というやつだろう。嫌い嫌いも好きのうちというか、そうやって言い争うこと自体を楽しんでるんじゃないかとすら思う。

　正直、そのうち二人はつきあい始めるんじゃないかと僕は睨にらんでるんだけども。

「美埜里さんなら部屋じゃないかな。呼べば居間に降りてくると思う。せっかくだしお茶でも飲んでいってよ」

　僕はそう言って、二人を屋敷の中へと促す。

　けれど──二人は顔を見合わせ、そこで立ち止まったままだ。

「ありがとうございます。でもあともう一つあって」

　もう一つ？　それは用件という意味？

　きょとんと二人を見る僕は──

「手を上げろ」

　次の瞬間、背後から何か固いものを背中に突きつけられて、硬直した。

「へっ……」

「よお……五年ぶりだな」

　低く恫どう喝かつするような声で背後からそう言われた。

　ま、まさか──これは超がつくほど大型な巨人の襲来か!?　僕らの屋敷を囲む塀の向こうから顔を覗のぞかせてくるのか!?　紅ぐ蓮れんで弓矢なのか？　自由で翼なのか？

　などと──自分でもよく分からないことを考えつつ、目を瞬しばたたかせる僕。

　一瞬、慌てちゃったけど、それが日本語だということに気付くと──後は簡単だった。

　そもそも覚えのある声なのだ。

　けれど──

「まさか……」

　なんで彼が？

　突きつけられていた何かが背中から離れると同時に、僕は振り返って声の主を確認する。

「礼れい人とさん!?」

　声で分かってはいたのだけれど、やはり僕は驚いてしまった。

　そこに立っていたのは、前に僕が一時的に日本へ帰ったときにお世話になった、人物の一人──有あり賀が礼人さんだった。

「な、なんで貴方あなたがここに……しかもその格好……！」

　僕の知っている礼人さんは、黒っぽいシャツにジーパン、さらには指ぬきグローブという、いかにもオタク！　って格好だ。正直、あまりにもそれっぽすぎて胡う散さん臭くさかったくらいである。

　でも今目の前にいる彼は……驚いたことに自衛隊の野戦服を着ていた。

　礼れい人とさんが日本政府の関係者──身分を秘匿された、特殊工作員エージエントだってことは知っていたけれど、改めて見ると、以前とは印象や雰囲気が全然違う。

　なんだこれ、かっこいい!?

　いや、それより──

「ニッポンから来た、先生のお客様ですよね！」

「途中で会ったんですけど、屋敷の場所を知らないって言うので、案内しました！」

　呆ぼう然ぜんとしている僕に、ロミルダとロイクがそう言って胸を張る。

　偶然なのか何なのか──いや、二人が礼人さんの格好を見て気付いたのだろう──とにかく彼と出会った二人は、ここまで彼を連れてきてくれたらしい。

「──ほい」

　そう言って礼人さんは紙袋を差し出してくる。

　……っていうか弾薬ポーチやら拳銃ホルスターやら何やら、装備こそ着けていないものの、自衛隊の野戦服着ながら、ＡＫＩＨＡＢＡＲＡゲー●ーズの紙袋提さげてる姿もかなりアレだ。

「わざわざそれ持ってきたんですか？」

「この紙袋も土産みやげの一部だよ」

　指摘しながら苦笑する僕に、礼人さんはそう答える。

　ありがたく受け取って中を見ると──おお、これはシン・ガ●ラの亀かめ田だくんフィギュア!?　両生類から爬は虫ちゆう類るいに進化しつつ、血色のゲロを吐……もとい涙を流しつつ街を練り歩くあの勇姿が、今、僕の手の中に！

「ブルーレイ発売記念に出た逸品だよ」

　と握り拳からサムアップして言ってくる礼人さん。

　その指に魔章指輪がはめられていることに、いまさらながら僕は気付いた。

「礼れい人とさん、それ──」

「ああ。連絡役として、俺も派遣されてきたんだよ。アメリカの海兵隊と一緒にな」

　そう言って礼人さんはさらに左手に持っていた鞄かばんから何かを取り出した。

「あともう一つ。いや、正確には二つかな。渡すものがある」

　それは透明な四角いケースだった。

　当然ながら中に何が入っているのかは一目瞭然──それは記録メディアだ。たぶん、ＤＶＤ‐ＲかＢＤ‐Ｒ。さすがに今時、ＣＤ‐Ｒではないと思う。

「あっ、新作のアニメですか!?」

「ひょっとしてシン・ガ●ラのディレクターズカット!?　先生達だけずるい!?」

　と声を上げるロイクとロミルダに礼人さんは苦笑した。

「違ちげえよ」

　何やら親しげな様子のロイク、ロミルダと礼人さん。

　ここに来るまでに仲良くなったのかもしれない。任務のためということもあるだろうけど、礼人さんは基本的に社交的なオタクなので、すぐに二人と打ち解けたのだろう。

「違法コピーは犯罪だからな！」

「「ＮＯ　ＭＯＲＥ　映画泥棒！」」

　礼人さんの言葉に、不思議な踊りをしながら声を揃そろえて応じるロイクとロミルダ。

　うんうん。僕の教育が活いきてるね。

　それはさておき──

「家族からだよ。メッセージビデオ」

「え…………」

　さすがの僕もこれには驚いた。

「お前の分と、あと綾あや崎さき光流ヒカルって奴の分も。これをお前らに届けるように、日本政府から言われてな」

「…………」

　差し出されたディスクを僕は束つかの間ま、躊ちゆう躇ちよしつつ見つめて──しかし結局、僕はそれを受け取った。

「ありがとう……ございます……」

　父のこと。母のこと。紫し月づきのこと。日本のこと。

　努めて考えないようにしていたいろいろなことが脳裏をよぎる。

　手にしたディスクは──何な故ぜか紙袋の中のフィギュアよりもずっと重い気がした。
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　自分の部屋で椅子に座ってぼんやりしていると……どこか遠慮がちな感じで扉を叩たたく音が聞こえた。それは本当に控えめな叩き方で、一瞬、聞き間違いではないかとすら思ったのだけれど、少し間をおいてからもう一度同じ音が聞こえたので、僕は改めて扉の方を振り返りながら応えた。

「どうぞ」

　扉が──これまた遠慮がちにゆっくりと開かれる。

　実のところ、誰かと尋ねなかったのは、相手の想像がついていたからだ。腕の時計を見るまでもなく、夕食後、四時間ばかり経たってからミュセルが夜食を持ってきてくれるのはいつものことである。

「シンイチ様──」

　案の定、お菓子やお茶の載ったワゴンを押して部屋に入ってきたのは、ミュセルだった。

「お夜食をお持ちしました」

「ありがと」

　慣れた手つきで僕の横までワゴンを押してくると、机の上にそれらの準備をしてゆくミュセル。本当にもう何度繰り返したか分からない作業。最初の頃は緊張のせいか、カチャカチャとカップとソーサーが音を立てていたものだけど……今はそんなこともなくほぼ無音である。彼女の着るメイド服の衣きぬ擦ずれの音の方が大きいくらいだ。

　しかし……もうこんな時間か。

　夕食を終えて、風呂に入って。それからずっと部屋にこもっていたから……今ひとつ、時間の感覚が鈍っていた。改めて時計を確認すると時刻はもう十時半、道理で屋敷の中が静かなはずだ。

「みんなは？　礼れい人とさんとか」

「テレジアさんもアリガ様も、客室でお休みになられました。他の方々も、それぞれ自室にいらっしゃいます」

「じゃあ起きてるのって、もしかして僕だけ？」

「いえ。ミノリ様もヒカル様も、先ほどお夜食をお持ちした際、起きていらっしゃいました。ミノリ様はもう寝るからと、お夜食は断られて。ヒカル様は、お夜食は受け取っていただけましたが……あまり元気がないご様子でした」

「……そっか……」

　頷うなずきながら僕は、光流ヒカルさんの様子を想像する。

　泰たい然ぜん自じ若じやくというか、あまり自分の内心を表に出さない人だけど──もしかすると彼も今の僕と同じ気持ちなのかもしれない。

「……ご覧になられないのですか？」

　ミュセルが──不意にそんなことを言ってきた。

　顔を上げると、すでにもう配膳は終わっていて、両手をお腹なかの辺りで重ね合わせながら静かに僕を……いや、僕の机の上にあるディスクを見つめているミュセルの姿があった。

「……ご家族からの伝言が入っていると、アリガ様が」

「ああ……うん」

　礼人さんが持ってきた、家族からのメッセージビデオ。

　本来ならばすぐにでも見るべきなのだろう──けれど、それは未いまだ封も解かれないまま机の上に置かれている。

「ミュセルが部屋に行ったとき、光流さんはこれ観みてた？」

　光流さんも礼人さんから、同じようにディスクを渡されていた。そのときの、複雑そうな光流さんの表情は……何というか、ひどく印象的だった。彼があんな表情をするのは珍しいし、それに何より、きっと──僕も彼と似たような顔をしているだろうと、分かっていたからだ。

「いえ、特には……」

「そうなんだ」

　光流さんも僕と同じで、このディスクを観みるか観ないかで、悩んでいるのかもしれない。

　日本に帰る、帰らない。

　それすらまだ決めていないこの状況で家族の姿が映されたメッセージを観れば、里心がつくに決まっている。いや、日本政府としては僕達を早々に帰還させるために、こんな搦からめ手てをとってきたのだろう。強引なやり方は僕達がへそを曲げると知っている──特に的まと場ばさん辺りが。

　ここで両親や妹に涙ながらに『帰ってきて』とか言われたら、僕はもう本当にどうして良いのか分からなくなってしまう。まだ観てもいないのに、勝手にそんな場面を想像して僕は胸が締め付けられる想いだった。

　だけど……今、帰るということはこちらの世界のすべてと永遠にお別れするということだ。

　ミュセルと、ペトラルカと、エルビアと、ブルークやシェリス達の家族と、ガリウスと、ザハールさんと、ロロンやロイクやロミルダ、エドアルドといった学校の皆と、アマテナと、クラーラと……こちらで知り合った友達や仲間と、金こん輪りん際ざい、二度と、会えなくなるということだ。

　それは寂しい。寂しいというより辛つらい。

　それもまた想像するだけできついのだ。

　それを思えば、美み埜の里りさんの精神力はすごいというかさすがというか……彼女とてこっちの世界に愛着もあるはずなのだけど、僕が知る限り悩んでいる様子をまったく見せない。

　早々に割り切って判断を下しているのか、あるいは単に懊おう悩のうを表に出さないのか、いずれにせよ自衛官であり大人である彼女は、僕なんかよりも遥はるかに心が強いのだろう。

　上役たる日本政府がそう決めたのなら自衛官である自分は従うのみ。

　そういうことだろう。

　僕なんて──僕も仕事としてここに来たはずなのに、いつの間にかここでの生活は仕事なんかには思えなくなって……

「…………」

　ふと──ミュセルと目が合った。

「…………」

　ミュセルの唇が震えるように動くのが見えた。

　何かを言おうとして言えない。そんな──微かすかな動き。

　僕は彼女が何か言ってくれるのを待ったけれど、彼女はそのまま何か言葉を紡ぐでもなく、俯うつむいてしまった。

　ああ。本当に僕はどうしようもない奴だ。

　やっぱりミュセルに期待している。

　ミュセルに『ここに残ってください』と言ってもらいたがっている。

　でもそれは、決断に際して『ミュセルがそう言うから』という言い訳を──責任転嫁を求めているだけだ。分かってる。だからミュセルが何も言ってこないのを、僕は責めるべきではない。彼女は彼女で僕のためを思って黙っているのだ。

　いい子なのだ。自分の気持ちを押し殺して相手を思いやれるくらいに。

　だからこそ──

「…………」

　本当に──辛つらい。

　僕達の間には、いつまでもいつまでも、夜の静寂と重く湿った空気が横たわったままだった。
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　神しん聖せいエルダント帝城。

　帝国の名をそのまま冠されたこの城は皇帝陛下の御ご座ざ所しよであり、同時に、帝国の政治経済そして文化の中心である。皇帝陛下のみならず帝国を支える重臣の方々が滞在なさることも多いうえ、貴重な品々が無数に保管されている。

　当然──警備は厳重である。

　我々のような衛兵はもちろん、近衛騎士の方々も多数詰めており、昼も夜もなく警備を続けている。衛兵詰め所の灯ともし火びは決して消えることはなく、いざ賊や敵が入り込めば、即座に百人を超える兵が集まってこれに対する。それで足りねば場内の兵舎にいる五千を超える兵士達が、真夜中であろうと起きて現場に殺到するだろう。

　そして何が目的であろうと帝城への侵入は重罪だ。

　衛兵達はその場で侵入者を殺しても、その責を問われることはいっさいない。

　そう。神聖エルダント帝城に許可なく入り込むのは、自殺に等しい。

　そんな愚かな真似をする人間などいはしない。

　我々はそう思っていた。

　だからこそ──

「あふ……」

　思わず口から欠伸あくびが漏れた。

　私は慌てて傍かたわらの同僚を見るが──彼は苦笑して頷うなずいてきただけだった。

　気持ちは分かる、とでも言いたいのだろう。すでに時刻は明け方に近く、我々の務めもそろそろ終わる。もう少しすれば交替の者がやってくるだろう。城内どころか帝都全体が寝静まってもうずいぶんになる。

　だからこそ緊張が緩んでしまったのだ。

　もともと神しん聖せいエルダント帝城に賊や敵が侵入したことは未いまだかつて一度もない。そしておそらくはこれからもないだろう。そう思うからこそ交替前にはわずかだが気が緩む。

　毎日繰り返す勤め。どうせ何も起こらない。いつも通り平和だ。

　私は──

「──ッ!?」

　だから、気付いていなかった。

　何者かが、夜の闇に紛れ、物陰から物陰を伝い、自分の背後に忍び寄っているということに。突如として背後から羽交い締めにされるまで、まったく、察知することができなかった。

「なっ……」

　当然──私は咄とつ嗟さに抵抗しようとした。同僚も同じだ。

　だがそんな我々の口と鼻に、背後から襲ってきた何者かは、布をあてがってきた。

　いったい何を？　そう思ったのも束つかの間ま。鼻と喉の奥を直接触られているかのような、奇妙な刺激を覚えたかと思うと、我々の意識の輪郭が──溶けた。

「ぐっ……」

　薬草か何かが沁しみ込こませてあったのか。あるいは魔法か。

　瞬く間に我々は全身から力を失い、声すら出せなくなっていた。羽交い締めが解かれても我々は共に立つことすらできず、地に膝をついてしまう。次の瞬間、私と同僚は揃そろって棒のように地に倒れていた。

「…………」

　意識が急速に暗さを増す。

　気を失う寸前──私は、城内に音もなく駆け込んでいく、黒い数人分の人影を見た。





第二章　囚われの女帝様







　その日──僕はいつもよりずいぶんと早い時刻に目が覚めた。

　もちろん、意図したことではなくて、単に昨晩がなかなか寝付けないまま夜が明けてしまっただけのことである。微まど睡ろみの時間だけがだらだらと長くてどうにも休養をとった気がしない。

　ともあれ二度寝するにはちょっと微妙な時間だ。

　たまには、起こしに来てくれたミュセルを驚かせてみるのも良いだろう。そんなふうに考えて、僕はベッドから出ると着替え始めた。

　ちなみにミュセルは毎朝、僕を起こしに来てくれる。最近はいろいろ趣向を凝らしてくれるにまでなっていて、『隣に住む幼なじみ風』の起こし方や、『突如同居することになったお姉さん風』の起こし方なんかもしてくれるようになったりして、たいへん、楽しい。まあミュセルの性格上、ツンデレだの何だのはどうしても無理があるんだけど、それを一生懸命再現しようとしてくれる彼女がとても可愛かわいらしくて、ついつい目が覚めていても寝たふりをしたりもするのだけれど。

　ともあれ──

「……ん？」

　僕が着替え終わるのを待ち構えていたかのように扉を叩たたく音がした。

　どうやらどんぴしゃのタイミングでミュセルが来てくれたらしい。時計で確認するといつもより早いけれど──まあ、そういう日もあるだろう。

　僕は何となくドヤ顔でミュセルが入ってくるのを待った。

　ちなみにこの屋敷、各人の部屋には基本的に鍵が──ホテルでいうところのオートロックみたいなのが掛かるようになっている。なので、掃除だベッドメイクだといろいろ出入りする必要のあるミュセルは予備の鍵を持っているけれど、それ以外の者が入ってくることはまずない。

　僕は彼女を驚かせようと自ら扉を開いて顔を覗のぞかせる。

「おはよう、ミュセ……ル？」

　台詞せりふの最後辺りがよれたのは、扉の前に立っていた人物が僕の想像と違っていたからである。僕の目の前にいたのは、ハーフエルフの可愛いメイドさんではなく、永い時を経て蘇よみがえった女性軍人さん──テレジアだった。

「あれ、テレジア。えっと、おはよう」

「おう。……なんだ、アテが外れたような顔して？」

「え？　いや、その、別に」

「ああ、ハーフＢＯＵのメイドじゃなくて悪かったな？　どうせならメイド服でも着てくるべきだったか？」

　と──にやりと笑うテレジア。

　ちなみに彼女はいつも通り、身体の線がそのまま浮き出るかのような──いわゆるスキンタイトな感じの白い衣装である。ウェットスーツとか、全身タイツっぽい感じで、そこにそうしているだけなのに妙にエロい。白いから、いつ水に濡ぬれたりしていろいろ透けちゃわないかとドキドキするくらいだ。

　ともあれ──

「いや、別にそんな……」

「正直、まだ寝ているかとも思ったが」

「今日はたまたま。というか、そう思ってたのに訪ねてきたの？」

「寝ていたら寝ていたで、起こすなり後で来るなりしたさ。今いいか？」

　そう言ってテレジアが、顎で僕の部屋を示す。

　まあ別に拒む理由はない。僕は脇に退のいて彼女を部屋へと招き入れた。

　とりあえず扉を閉めて振り返ると、部屋の真ん中に立ったまま──彼女がさっそく、用件を切り出してくる。

「うちの施設──お前達がとりあえず〈竜の巣〉と呼んでいるアレだが」

「え？　ああ、うん」

　テレジアが眠っていた旧世界の軍事施設。

　工場であると同時に各種実験設備を備えた代しろ物もので……基地というより新型兵器開発局みたいな代物であるみたいだけれども。テレジアはそこの管理人だ。

「昨夜、いろいろ弄いじってみたところ、ある程度は遠隔操作できることが分かった」

「遠隔操作？」

「ここからでも権限のある者が通信回線越しに、各種命令を、設備に直接、下せる」

　テレジアは『直接』の部分をやや語気を強めて言った。

「そうなの？　あれ、でも前からできてなかったっけ？」

　もともと彼女は〈竜の巣〉に残してきた遺伝子調整兵士……ＢＯＵと彼女が呼ぶ亜人種達とは通信できるようで、必要とあれば、ＢＯＵと連絡をとっていろいろできたみたいだ。

「多少はな。情報検索くらいは直でできたし、施設もＢＯＵに命令して保全作業くらいはできてるんだが……ＢＯＵでは操作できない設備も多くてよ」

「ああ……反応炉関係とか」

「それもある」

　とテレジアは頷うなずいた。

　反応炉はあくまでも『権限を持った人間』──少なくとも設備がそう認識する者にしか扱えない。だからこそ以前、〈竜の巣〉の反応炉が暴走した際に、これを止めるべく僕達が呼ばれたのだ。

「でまあ、いろいろ試してみたんだがな。反応炉はともかく、実験設備の方はとりあえずＢＯＵを介さずとも直接、弄いじれる。調整だの何だのはさすがに無理だが、緊急停止や簡単な操作くらいはいつでもできることが分かった」

　まあ軍事施設で行われる実験だから、危険なものも多い。外部からのものも含め強制停止するための手段は複数確保されていて当然だろう。

「要するに時空間隠蔽装置の方もこっから操作できる」

　とテレジアは言った。

「え、それって……」

「要するに、わざわざあっちに行かなくても、今ここで、超空間通路に働きかけることができるってこった。それこそ、強制的に閉じようと思えばそれもできる。超空間通路を形成している干渉波についてはすでに解析が終わってるから、少なくともその逆位相の干渉波をぶつけてやれば閉じることができるはずだ」

「…………」

　テレジアの言葉に、僕の喉がひゅっと小さく音を立てた。

「そうすりゃ、これ以上タイムパラドックス的な影響が出る心配はなくなる。ただでさえ反応炉を休止状態にした結果、不安定な状態になってたわけだしな」

　もともと、未来と過去を繫つなぐなんていう無茶は、反応炉の膨大なエネルギーあってのことだったようで……反応炉を休止状態にした今は、いわば、超空間通路は支えを失った状態なのである。ちょっとつついただけで崩れそうな橋、というわけだ。

「要は過去と未来を完全に遮断できるってこった」

「…………」

　それは本来──願ってもないことだったろう。

　超空間通路自体を閉じてしまえば、過去と未来の接触で世界の因果律がおかしくなるとか、そういうややこしい話に頭を悩ませる必要もなくなる。アメリカ兵だってこれ以上こっちにやってくることはない。むしろ変に繫がっているから、グレシャムが僕らに協力しろとか何とか言ってくるのだ。

　超空間通路を閉じてしまえば、それらのことは一気に解決する。

　そして──テレジアが言うには彼女と、そして『禁忌の鎧よろい』の使用者に登録されている僕には、それを実行できる権限がある。与えられている。

　そう。僕の手でこの事態をすべて解決できるのだ。

　でもそれは……この未来と過去の、絶対的なお別れを意味する。

　ただ帰る、帰らないの話じゃない。

　少なくとも、僕が日本に帰って、そのうえで超空間通路を閉じてしまえば、もう一生、僕の意思でこっちに来ることはできないだろう。単に行き来が禁じられたというだけならば、いつかその禁が解けるなんて希望もあるのだけれど、そもそも超空間通路そのものがなくなれば、そういう期待もできなくなる。

　僕の考えはまだまだ甘かった。

　たとえどちらの世界に残っても、超空間通路が存在する限り、繫つながりはあるって心のどこかで思ってたのだ。

　しかし──

「どうする？」

　硬直する僕に、首を傾かしげてそう尋ねてくるテレジア。

「ど、どうするって言われても……」

　寝起きの頭には、あまりにも重すぎる話だった。

　自分でも情けないことに、テレジアへそう答える自分の声が、動揺して震えているのが分かる。なかなか答えが出せなかったのに、悩んでいるうちに、選択肢がよりきっつい形に書き換えられてしまった感じだ。

　日本や家族や各種オタク作品か。

　それとも──こちらの世界か。

　僕はどちらの世界にいるべきか。

　どっちを選んでもたぶん、後悔はする。だからより後悔の少ない方を選ばねばならない。しかし……そもそも比べられるものなのか、これは？

「…………」

　懊おう悩のうする僕を、テレジアは無機質な赤い瞳で見つめていた。

　僕の決断を待っているのだというのは分かったけれど──やはり僕は何も言えないまま、時間だけが過ぎていった。
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　テレジアの訪問の後──起こしに来てくれたミュセルと共に、僕は食堂へと向かった。

　廊下を歩いていると、食堂の方から何やら楽しげな声が聞こえてくる。

　これは礼れい人とさんか？　何してるんだろう？

　そんなことを考えつつ、「おはよう」と一声掛けて僕は食堂へ入った。

「や──おはよ」

　と礼人さんは気軽な口調で挨拶を返してくる。

　彼は食堂の床に直接座って、寸詰まりのぬいぐるみ──ではなく、マーニャをはじめとするリザードマンの子供達と戯れていた。

　そのすぐ横にはマーニャ達の親である庭師のブルーク・ダーウェンと、その妻シェリスの姿もある。リザードマン達は直立歩行するトカゲみたいな外観で、ぱっと見はすごく厳いかついのだけれど、こうして子供達を見守る姿はやっぱり親そのものって感じで、実に微ほほ笑えましい。彼らの表情も今ではかなり分かるようになってきたし。

　ブルークもシェリスも嬉うれしそうだ。

　礼人さんはマーニャ達を自分の身体に登らせたり、抱っこしたかと思うとくるくる回してみたり、本当に楽しそうにじゃれている。リザードマン達に対してはその外見からついつい触れることも躊躇ためらう人間が多いらしいけど──使用人を[image: ]って殴る場合ですら、直接は触らずに棒を使うんだと聞いたことがある──だからこそ、特に気にする様子もなく子供達に触れている礼人さんは、僕達と同様、ブルーク達には好ましい存在なのだろう。

「いやぁ、リザードマンもいるなんて、さすが異世界だな！」

　マーニャ達を膝の上でぐるぐると回しながら笑う礼人さん。

　きゃらきゃら笑う子供達──というかオタクだろうと何だろうとやっぱり特殊工作員エージエント、身体は鍛えているのだろう。僕にはとてもあんなに軽々とマーニャ達を回したりできない。成長の早いリザードマンの子供達は、すでに体重は十五キロとかになってきてるし。

「しかもこの子供の可愛かわいいこと！　どっかのアニメキャラみたいだな」

　という礼れい人とさんの評価には僕も全面的に同意する。

　親であるブルーク達はさすがに厳ついけれど、まだ成長しきっていないマーニャ達はまだあちこち丸っこくて実に可愛らしい。爬は虫ちゆう類るい然ぜんとした部分はもちろんあるのだけれど、だからこそ、そういうリザードマンの子供達が懐いてくれるのは、実にほのぼのするのだ。

　ともあれ──

「ほら、みんな。旦那様もいらしたんですから座りなさい」

　シェリスは礼人さんに遊んでもらった礼を言うと、子供達を椅子に座らせ始めた。

「れいとー、れいとー、またあとでぐるぐるやってー」

「おう、回すぜ、回してやるぜ、ぐるんぐるん、バターになるまでな！」

「いや、リザードマンはバターにはならないと思うな」

　とかなんとか僕が突っ込んでいると──

「おはようっす！」

　とエルビアに加えて美み埜の里りさん、光流ヒカルさんも食堂にやってきた。

　朝食の時間はおおむね決まっているので、別に示し合わせていなくとも、食堂に向かう途中、廊下で合流することも珍しくない。

　それぞれ、挨拶しながら席に着く。美埜里さんとエルビアはいつも通り。

　ただ──

「……おはようございます……」

　光流さんだけは、珍しく漏れかけた欠伸あくびをかみ殺している。

「ヒカル様、あんま寝てないんすか？」

「え？　ああ……そういうわけじゃないんですけど」

　エルビアに尋ねられて──光流さんは、ひらひらとぞんざいな仕草で片手を振ってみせた。これも珍しい。普段ならばゴスロリ衣装にふさわしく、こう、もっと格調高い仕草が多いんだけどな。

　疲れているということだろうか。

　僕と礼れい人とさんも椅子に腰を下ろし、ブルークとシェリスも子供達の両側に座る。

　そこへ──厨ちゆう房ぼうに行っていたミュセルが、配膳のためにワゴンを押して食堂へ入ってきた。

「あれ？　テレジアは？」

　ミュセルはちゃんと皆が席についたのを見計らって配膳を始める。

　なので──つまり今日の朝食にテレジアは参加しないということだ。擬人機械ガイノイドである彼女は基本的に普通の食事をする必要はないらしいけど、摂とろうと思えば摂れるらしいので、ここ数日は皆と一緒にミュセルの料理を食べていた。『やっぱ軍用糧食レーシヨンとは違うぜ』と妙に喜んでいたのだけれども。

　僕の部屋に来ていたことを思えば、寝坊しているというわけでもないだろうし──

「テレジアさんは、さきほど、どこかにお出かけになられました」

「え？　そうなの？」

「はい」

　聞き返す僕に、ミュセルがこっくりと頷うなずく。

　彼女がどこか困ったような表情をしているということは──どうも行き先も告げずにふらりと出ていってしまったらしい。まあ猫みたいに気まぐれな感じもある人だから、特に不思議とも思わないけれども。

　しかしどこに行ったんだろう？

　エルダントで彼女が行きたいと思うような場所があったようには思えない。かといってバハイラムに──〈竜の巣〉に帰るのならば、さすがに一言、挨拶くらいはあるだろうし。

「じゃあ今朝はこれで全員かな」

　配膳を終えたミュセルが座り、食卓に全員が揃そろう。

　それを見回して、僕は両手を掲げて合わせた。みんなもそれに倣う。礼れい人とさんも、自分以外が同じポーズをとったのを見て、慌てて両手を合わせた。

　幼稚園や小学校でやる、みんな揃っていただきますのポーズだ。

　エルダントではまだ珍しい、主人も使用人もその家族も揃っての朝食風景。

　以前、僕のことを『文化の侵略者』と罵り学校を襲った連中──〈憂国士団ベイドウナ〉とか名乗った連中からすれば、これもきっと言語道断の風景なのだろう。種族の差、身分の差、それは厳密に分けられてこそ、この神しん聖せいエルダント帝国の文化習俗が保たれると彼らは思っていたようだから。

「それじゃあいただきまー……」

　そして僕が、最後まで言う前に。

「あ……っ」

　突然、ミュセルが椅子から立ち上がった。

「ミュセル？」

「あ、す、すみません」

　何事か？　と無言のうちに問う全員の視線を浴びてミュセルが謝る。

「あの、誰かがいらっしゃったみたいで……私、見てきます。皆様先に召し上がっていてください」

　そう言って申し訳なさそうに会釈するとミュセルは足早に食堂を出ていった。

　ハーフエルフであるミュセルは、他のみんなより耳がいい。僕達には聞こえない微かすかな音でも聞き取れるし、彼女が玄関に来た客に誰より早く気付くのも毎度のことだ。

「来たって……誰だろ？」

　お言葉に甘えて朝食を食べ始めながら、僕は首を傾かしげた。

　学校も閉鎖されて、日本政府側の人間はこの世界からほとんどが撤退した。それを考えると、屋敷に訪ねてくる人は限られてくる。

　まあもともと、この屋敷に来る客っていうのは限られていたけれど……

「的まと場ばさんかな」

「でも的場さん、昨日来たばかりじゃないですか」

　とサラダを食べながら光流ヒカルさんが言う。

「あ、でももしかしたら、いつまでも帰らない慎しん一いちさんに痺しびれを切らして、強硬手段に出る──ということも考えられますね。腕っ節の強い人を何人か引き連れて」

「えっ……？　まあ、あり得ないことじゃないけど」

　でもそれなら礼人さんを介してビデオレターなんてまどろっこしい真似はしないだろうし。それとも打てる手は打っておくとかそういう感じか。

「でもそれって光流ヒカルさんも同じじゃん」

　その気があれば自衛隊の面々と一緒に帰れていたはずだ。

　それこそアメリカのグレシャムがやってくる前にも。

「それは……」

　言い返した僕に、光流さんが珍しく目を伏せて口ごもる。

　ああ、やっぱり彼も、まだ迷っているのだ。その様子を見て僕はほんの少しだけ安心した。決めかねているのは僕だけじゃないんだ──という、実に後ろ向きな安心の仕方だったけれども。

「あと考えられるのは……」

　僕の頭の中に、グレシャムの顔が浮かぶ。

　あの人は──非常に苦手だ。できれば二度と会いたくないくらいに。

　少し緊張を覚えつつも、僕はミュセルの作ってくれた御飯を口に運び続ける。それこそグレシャムが来たのなら、食事どころではなくなっちゃうだろうし。

「…………」

　他の皆もいろいろと思うところがあるのだろう──特に会話はなく、黙々と食事を続けている。かちゃかちゃと微かすかに食器が立てる音だけが、朝の乾いた空気によく響いた。

　そして──

「……ん？」

　足音が近づいてくる。

　それも数人分、やけに慌ただしい感じで。

「ミュセル……？」

　食堂の出入り口に目を向けると──ちょうど、焦った様子のミュセル、そしてロイクとロミルダが駆け込んでくる姿が見えた。ロイクとロミルダは汗びっしょりで顔を真っ赤にしたうえ、息づかいが荒い。さすがに玄関から食堂まで来るだけでここまで消耗した感じにはならないだろう。ひょっとして屋敷まで走ってやってきたのだろうか？

「ど、どうしたの？」

　屋敷を訪ねてきたのが、日本政府の人間やアメリカ兵ではないと知って安あん堵どする一方で──僕は二人の生徒とミュセルの、尋常でない焦りっぷりに、嫌な予感を覚えた。

　それを証するかのように──

「シ、シンイチ様、大変です！」

「先生！　城、城が！」

「夜中に！　どうしようもなくて！」

　三人は口々にそう言いながら、真っ青になった顔で駆け寄ってくる。

　混乱しているのか、大変とか、城とか、同じ単語を繰り返すばかりで、全然話が見えてこない。でも城が大変って、なんだ？　ただ単に城というからにはたぶん、神しん聖せいエルダント帝城のことなんだろうけれど──

「三人とも、いったん落ち着きなさい」

　僕達が慌てる三人を前に呆ぼう然ぜんとしていると──食事の手を止めた美み埜の里りさんが、冷静な声でそう命じてくれた。基本的にはのんびりおっとりした優しいしゃべり方をする美埜里さんだけれど、自衛官だけあって、強い命令口調で発言すれば、けっこう怖いというか……興奮した人間にも冷水を浴びせるかのような効果が出る。

「どうしたの？　城で、何があったの？」

　やや口調を緩めて美埜里さんはそう尋ねた。

　三人は唇を閉じて顔を見合わせ──それから、ロイクが代表するかのように一歩前に出て言った。

「城が……我らが神聖エルダント帝城が、明け方頃に城へ侵入してきた〈憂国士団ベイドウナ〉に占拠されたらしくて」

「はあっ!?」

　さきほどふと思い出しただけの名前が、いきなり出てきて僕は驚いた。

〈憂国士団〉──人種差別、階級社会、そういったものを全面肯定して異境からの文化流入を拒絶する者達。一度、僕達に対してテロを起こしてからは徹底して弾圧され、関係者の多くは逮捕されたって聞いたけど……

　いや。だけどあの手のテロリストを根絶するのは難しいと聞く。

　たとえ皆殺しにしたとしても……現状に強い不満を持っていて、テロリストの刺激的で強引な主張に同意する者達が、新たなテロリストに転身するからだ。

　だけど僕が本当に驚いたのは〈憂国士団〉の名がいまさら出てきたことそのもの、ではなく。

　あの神聖エルダント帝城が、占拠されちゃった、という事実の方だ。

　あり得ない。あの城にどれだけの兵士や近衛騎士がいるのか僕は知っている。魔法使いだって多い。そもそも城である以上、外部からの侵入や攻撃に対して備えた構造にもなっているはずで──とにかく五人や十人で攻略できる場所じゃないはずだ。

　でも切羽詰まったようなロイク達の様子から、言っていることが冗談でも何でもないことが窺うかがえる。

「べいどぅな、って……？」

　一気に緊迫した空気が満ちる中──一人、礼れい人とさんだけが、事態を今ひとつ飲み込めずにそう尋ねてきた。

「テロリストです。前に僕らも襲われたことがあります」

「……ああ、報告書にあったアレか」

　と礼人さんが頷うなずく。彼も以前の〈憂国士団ベイドウナ〉襲撃事件の顚てん末まつを書いた報告書には目を通しているのだろう。

　しかも──

「父上と母上が話しているのを聞いちゃったんですけど──」

　ロイクの父親と母親は幸い、城外にいたらしく、城が占拠された際の人質にはなっていないそうだ。というか──さすがに少人数で神しん聖せいエルダント帝城を占拠するのはいくら何でも無理だ。おそらく〈憂国士団〉が占拠しているのは城の中枢部分のみだろう。

　だがそれで充分なのだ。

　何しろ──

「陛下達が捕らえられてるらしくて……」

「だからうかつに手も出せないって！」

　ロイクに続いて、ロミルダがそう訴えてくる。

　そう。神聖エルダント帝国皇帝──ペトラルカ・アン・エルダント三世。

　我らが可愛かわいい女帝様が連中に囚とらわれれば、その時点でどれだけ城内に兵力が残っていようと手出しができなくなってしまう。良くも悪くも彼女は絶対君主だ。彼女が神聖エルダント帝国そのものだと言っても過言ではないのである。彼女を押さえることが、城を、そして帝国を丸ごと押さえることに繫つながる。

　しかし──

「それで私達、先生達ならどうにかしてくれるんじゃないかって思って……！」

「──え」

「先生達は今までに何度も私達を助けてくれたから……！」

「ロミルダ……」

　揃そろって目を潤ませながら僕を見つめてくるロイクとロミルダ。

　二人は大真面目に──真剣に僕ならこの状況を打開できると思ってくれているようだ。だからこそ一瞬でも早く僕と連絡を取るために、羽車を用意する時間すら惜しんで、屋敷まで走ってきたのだろう。

　とはいえ……

「どうにかと言われてもな……」

　ペトラルカ達が危ない目に遭っているというのなら、なんとしてでも助けたい。

　その気持ちは僕も同じなのだけれど──今の僕に何ができる？

『禁忌の鎧よろい』を使えば、テロリスト達のところに殴り込むくらいのことはできるだろうけど、ペトラルカが囚われている以上、力押しは意味がない。

　軍事行動や警察行動においても人質救出は最高難易度に分類される作戦である。

　それを素しろ人うとの僕がどうにかできるとも思えない。むしろ素人ゆえの奇策の類たぐいを考える程度のことはできるだろうけれど、実際にそれを実行するのは素しろ人うとじゃ無理だろう。

　ならば素人じゃない人には？

　たとえば──

「あの、美み埜の里りさ──」

　僕が女性自衛官ＷＡＣの方を振り返ると──彼女はもう９ミリ機関拳銃を入れた鞄かばんを手に、立ち上がったところだった。
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　人間が最も無防備になるのは眠っているときだ。

　それゆえに貴人の寝所というものは、賊に襲われることを警戒し、建物の比較的奥まった場所に設けられる。特に──軍事目的を兼ねて造られる城塞ではそれが顕著だ。

　当然、妾わらわの……神しん聖せいエルダント帝国皇帝の寝所も、城内の最上層、それもかなり奥まった場所にある。賊や敵兵の類たぐいが辿たどり着つこうにも時間がかかる場所だ。

　当然、警備は厳重で、出入りする者といえば、妾と侍女くらいのものである。後は部屋に入ることこそないが、見張りの兵が常に部屋の外に立っている程度だ。妾の寝所はそれなりに広いため、普段はどこか閑散とした雰囲気すらある。

　だから──

「……この部屋にこれだけの人間が詰め込まれるのは、おそらく初めてのことじゃろうな……」

　妾はほとんど目だけで周囲を見回してそう呟つぶやいた。

　今ここにいるのは全部で三十人あまりの人間だ。

　うち──十人は妾や、妾と同じく寝間着姿のガリウスやザハール、そして侍女達である。全員が後ろ手に縛られたうえ、相互に括くくられているので、ろくに身動きがとれない。

　そして残りの二十人あまりが、床に座る我らを囲んでいる。

　外がい套とうを被かぶって顔を隠しているため容姿は分からないが、体格などからほぼ全員が男なのだと分かる。おそらく外套の下には武器も持っているだろう。我々の生せい殺さつ与よ奪だつの権はこの男達が握っているということになる。

　屈辱的だ。非常に屈辱的な状況である。

　こんな経験は生まれて初めて──

「…………いや」

　そうでもない。

　城でなければ以前──似たような状況を妾わらわは経験している。

　あれは確か、シンイチがこちらに来てすぐのことだった。学校に乱入してきた暴漢どもに妾はシンイチ達と共に捕まった。

　あのときの暴漢どもも今の此こ奴やつらと同じ名前を名乗っていたはずだ。

〈憂国士団ベイドウナ〉──まさかまた、その名を聞くことになろうとは。

　皇帝が囚とらわれるという希け有うの不祥事である。帝国軍、特に近衛騎士団は汚名を返上すべく、相当に苛烈な〈憂国士団〉狩りを行ったと聞く。連中は全滅し、以後、〈憂国士団〉の名を聞くことはなくなった……のだが。

　どうやら禍根は残っていたということか。

　しかし……

「…………」

　妾が視線を巡らせれば、ふと、同じように捕らえられているガリウスと目が合った。

　人質は部屋の隅に集められているため、会話はできなくもないのだが──

「動くな！　喋しやべるな！」

　妾が口を開こうとしたとたん、〈憂国士団〉を名乗った連中からそんな声が飛んでくる。

　しかも彼奴きやつらは叫ぶと同時に、外がい套とうの下からとんでもないものを突きつけてきた。

「…………」

　ガリウスが短く呻うめくのが聞こえる。

　妾もガリウスも目にする機会が多かったので、それが何なのか……外套の下から突き出された一部を見ただけで分かった。

　ジュウ、ケンジュウなどと呼ばれている武器。

　確かミノリはキュウミリケンジュウなどと呼んでいたが──それとは多少、種類が違うようだ。見えている部分だけでも形が明らかに違う。

（おそらくはアメリカが持ち込んだ武器……）

　そういえばアメリカの兵が武器を大量に持ち込んできた際、武器の一部が盗難にあったという報告が来ていた。おそらくこの〈憂国士団〉が持っているこれらは、そうした盗難品なのだろう。

　しかし……

（どうやって使い方を知った？　そもそも手際が良すぎる──）

　オタク学校とは警備の規模も質もまったく異なる。

　エルダント帝城の最上層まで押し入って皇帝および重臣を数名人質にとるなど……素しろ人うとに毛の生えた程度の暴漢どもにできるはずもない。

　そもそも最初、妾は突如聞こえてきた大きな音で目を覚ました。

　聞き覚えのある音だ。爆音の類たぐいだが、魔法によるものと微妙に異なる。確かミノリやジエータイの者達が使っていた小道具──シュリュウダンとやらと似たような音だった。

　いったい何事かと身構えていると、外から寝所の扉が開けられた。
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　我が寝所には、当然ながら魔法で鍵が掛けられている。普通は部外者などとうてい入ることができない。それなのに連中は入ってきた。それはつまり、本来であれば妾わらわの寝所周り担当の侍女達しか持っていないはずのこの部屋の鍵を、連中が盗んだか奪ったかした……ということだ。

　しかも外で警護していたはずの近衛騎士は──姿を見せなかった。

　突然のことに呆ぼう然ぜんとしている間に、妾は囲まれ、さらに同様にして捕らえられたであろうガリウス達が、強引に連れてこられたのはその直後のことである。一ヵ所にまとめておいた方が見張りやすい、という考えなのだろう。

　しかし……此こ奴やつらの目的は何なのか？

　もともと〈憂国士団ベイドウナ〉は──我が国に急速に異境の文化が流入することによって、伝統文化が廃れること、ひいては身分制度の崩壊や、既得権益が失われることを恐れた連中が、武装してニッポン排斥を訴えるべく作った集団だ。

　ならば当然、彼らはニッポンの文化を積極的に取り入れていた我らに対し、演説の一つもかましてきそうなものだが──事実、オタク学校のときはそれがあった──今回の連中は特に何も言ってくる様子がない。

〈憂国士団〉の中で何かが変わったのか。

　いや。それより──此奴らは本当に〈憂国士団〉か？

　妾はそっと魔章指輪を外して耳を澄ませる。

　すると──連中の会話の合間に、ぽつりぽつりと聞き慣れない言葉が聞こえてきた。

「～～～～」

「～～～～」

　知らぬ言葉だ。

　エルダントの言葉ではもちろんないし……かといってニホン語でもない。

　魔章指輪をしていると、その聞き慣れぬ言葉を喋しやべる連中の声も、翻訳されたうえで他の者達の声に紛れてしまうため、聞き取りづらかったのだが……魔章指輪を外すと、とたんにその異質な言葉が浮き彫りになる。

（……おそらくは）

　アメリカ兵。

　武器と共に我が国がアメリカ兵用に発行した魔章指輪も盗難にあったという報告は来ていた。魔章指輪はそう高価なものでもなし、実害もないだろうと、さして気にしていなかったのだが……我らの聞かされている以上に多くのアメリカ兵が我が国に入り込んでいるのだとすれば、いろいろと辻つじ褄つまが合う。

　おそらくアメリカは市し井せいに紛れていた〈憂国士団〉の連中をどうにかして探しだし、武器を横流しし、あるいは戦法も伝授して、『これなら皇帝も人質にとれる』と焚たき付つけでもしたのだろう。

　だとすると……〈憂国士団ベイドウナ〉はただの傀かい儡らい、本来の目的を問うべき相手はアメリカか。

　その辺りのことはもちろん、妾わらわが気付くくらいであるから、ガリウスやザハールも当然に思い至っているはずだ。

　しかし……

「…………」

　それらが分かったところで、我らは何も対処できない。

　寝ている最中に襲われてしまった我らは、武器も防具もないし、武装した近衛騎士達は早々に片付けられてしまったようだ。

　ならば……この異変に誰かの救助を待つしか方法がない。

　それは城の下層や練兵場にいる我が軍の者達か。

　それとも──シンイチ達か。

（シンイチ……）

　彼であれば、奇抜な方法でどうにかしてくれるかもしれない──などと都合の良いことを期待してしまうのは、今までの行いを見てきたせいか。彼はいつも、妾らには思い付かない方法で事件を解決してきた。もしかすると今回も……などと考えてしまうのは、妾が甘いのだろうか。

（シンイチ……）

　会いたい。彼に会いたい。

　彼に来てほしい。彼に助けてほしい。

　妾は寝間着の一部を強く握りしめながら──ただ、あの唐変木のことを強く想った。
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　僕らはさっそく行動を起こした。

　僕、ミュセル、美み埜の里りさん、エルビア、光流ヒカルさんに加えて──礼れい人とさんは、羽車に乗ると御ぎよ者しやに大急ぎでと命じて神しん聖せいエルダント帝城に向かった。ブルーク達も一緒にと申し出てくれたけど、マーニャ達までついてきそうな勢いだったので、とりあえずダーウェン一家には屋敷の留守を守ってもらうことにした。

　礼人さんが一緒に来てくれたのは、彼が仕事柄、荒あら事ごとになれているということに加えて、本人が参加したがったからである。『うわ、漫画みてえ！　行く、行く行く、礼人、行きまーす！』だそうだ。ある意味、オタクでゾンビーユニットの特殊工作員エージエントなんて存在そのものが漫画だけど、まあそれはさておき。

　逸はやる気持ちを抑えつつ、僕は羽車の中で思いつく限りの策を練って、練って練りまくって──しかしすぐに無意味と気付いて、それを途中で中断した。

　まずは神しん聖せいエルダント帝城に行って、現場で状況を確認しなくちゃ話にならない。

　策を考えるにしてもそれはその後のことだ。

　神聖エルダント帝城の城門に辿たどり着つくと、僕らは飛び出すようにして羽車から降りて、城内に駆け込んでいく。いつもなら槍やりを携えた衛兵が立っていて止められるはずなのに、それがなかった。

　その時点で僕はおかしいと気付くべきだったのだろう。

　しかし──ペトラルカ達のことが心配で、正直、僕は冷静さを失っていた。

「──え？」

　突如、目の前に立ちはだかった男達のために、僕は急停止を余儀なくされた。

　場違いといえばとことん場違いな格好の──見るからに屈強そうな男達。

「ここから先は立ち入り禁止だ」

　そう言ったのは〈憂国士団ベイドウナ〉──ではなく。

　戦闘装備に身を包んだ海兵隊の男達だった。

「な、なんでですか!?　中でペトラルカ達が……！」

　立ち塞がる海兵隊の脇をすり抜けて先へ進もうとした僕だったけれど、強く二の腕を摑つかまれて止められた。まるで握りつぶそうとするかのように容赦なく指が食い込んでくる。

「いっ……」

「シンイチ様！」

　痛みで思わず呻うめく僕に、ミュセルが駆け寄ってくる。

　海兵隊の隊員はそんなミュセルをちらりと見ると──僕を乱暴に、ミュセルの方へ突き放した。

「どうして海兵隊がここに？」

　美み埜の里りさんが、僕と入れ替わるように前へ一歩踏み出して、海兵隊に尋ねる。

　よく見れば、海兵隊は僕を止めた数人だけではなかった。城門の内側には、あちこちに、かなりの数の……おそらく百人を超える海兵隊員の姿が見受けられた。おそらく、実際にはもっと投入されているだろう。

「君達と同じだ。陛下達が〈憂国士団〉に捕まったと連絡を受けた」

　僕を摑んでいた海兵隊員は、事も無げにそう答えてきた。

「この国の皇帝陛下達を卑劣なテロリストから救おうと、我々が緊急展開しているところだ。テロ対策について、経験でも知識でも装備でも、我が国の軍隊に優まさる組織はない。ゆえに君達の出る幕はない」

「なっ……」

　まるで素しろ人うとは邪魔だから引っ込んでいろ──とでも言うかのようだ。いや実際、言外にそう言っているのだろう。間違ったことは言っていない。言っていないけれど──何か僕らを見る海兵隊員の視線に、嘲るような色がのっているように想ったのは、気のせいか。

「し、城の中なら、あなた達より僕らの方が詳しいと思います！　だから……」

　ここまで来て屋敷に戻るわけにもいかない。少しでも僕らにできることがあればと、僕はそう訴えてみたが──海兵隊員達の反応はやはり冷ややかだった。

「我々に任せてもらおう」

　僕らを数名の海兵隊員が取り囲む。

　そして──彼らは銃口を向けることこそしなかったが、有無を言わせぬ空気を醸し出していて、結局僕達を城門の外へと追い出してしまった。その際、光流ヒカルさんとエルビアが何か反抗しようとしたのか、動きかけて──しかし美み埜の里りさんが二人の肩を摑つかむと、黙って首を横に振るのが見えた。

「…………」

　僕らを外に追い出すと、海兵隊員達が壁を作るように並んだ。

　僕らが引き返さないようにと見張っているのか。よく見れば城の外にも、装備を着けた海兵隊員達が、数名ごとの隊を組んで巡回している。

　これではまるで──

「…………って」

　ある可能性に思い至って僕は背筋に冷たいものが走るのを感じた。

「ペトラルカ……」

　見上げた神しん聖せいエルダント帝城は相変わらず、僕の視界には全貌が収まりきらないほどに大きく──ペトラルカ達が囚とらわれているであろう最上層は、ひどく、遠かった。
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　学校の校舎はひどく閑散としていた。

　どこを見ても動くものはなく、冷え冷えとした静けさが凝こごっている。僕が学校に来るときはたいてい、生徒達の姿があって、わいわいがやがやと雑音ノイズに満ちていたせいか──灯あかりすらついていないこの状態の学校は、違和感しか感じない。まるで見知らぬ異国の遺跡のようにも見えた。

　そういえば僕がエルダントに来てすぐのとき、ここでミュセルやペトラルカと一緒に、〈憂国士団ベイドウナ〉に捕まったことがあったっけ。今思えば懐かしい。いや、懐かしがっている場合でもないんだけどさ。

「ミノリ様、どうして学校に来たんすか？」

　教室に入ったエルビアが、物珍しそうに辺りを見回してから──エルビアはあんまり学校に来たことなかったな、そういえば──同じように中に入った僕らにそう声を掛けてきた。

　僕でも光流ヒカルさんでもなく、わざわざ美み埜の里りさんに尋ねたのは、羽車の御ぎよ者しやに学校へと向かうよう、指示を出したのが彼女だったからである。

　エルビアの隣でミュセルも不思議そうな表情を浮かべている。

　良くも悪くもこの二人は純粋なのだろう。一方で光流さんは僕と同様に、美埜里さんがここを選んだ理由を、何となく察しているようだった。

「ここだったら盗聴器の心配もないかと思ってね」

　と美埜里さんは肩を竦すくめて言った。

「そんなもんまで仕掛けられてんのか？」

　と尋ねるのは礼れい人とさんである。

　だが彼の口調にも表情にも驚いた様子はない。まあ職業柄、盗聴するのもされるのも珍しくないのかもしれない。

「確認したわけではないけれど、可能性は高いだろうなって」

「トーチョーキ……？」

　ミュセルとエルビアが首を傾かしげている。

「盗聴。盗み聞きですよ」

　と説明しているのは光流さんだ。

「私達の世界には、簡単にそういうことのできる道具があるんです。たとえ盗み聞きする本人がその場にいなくてもね。魔法でもそういう道具、あるんじゃないですか？」

　光流さんの説明に、二人はひどく驚いたような表情になった。

　ちなみに魔法の道具でも盗聴だの盗撮だのに使うもの──生き物を含めて、そういう類たぐいの道具はある。実際にエルダント側にそれらを使って監視されていたことが僕にはあった。

「近くに兵士を常駐させて監視してたし、むしろ仕掛けてない方がおかしいだろうね。確かレーザーを使った盗聴器なら、直接仕掛けなくても、部屋の窓の振動から中の会話を再現できるんだっけ？」

　別に盗聴器は、小指の先みたいなマイクを家具の隙間や照明器具の裏に仕掛けるばかりじゃない。今はなき某社会主義国家のホテルじゃ、部屋に備え付けのラジオが丸ごと盗聴器を兼ねていたって話もあるし、窓硝子ガラスの微かすかな振動から、部屋の中の音を拾うことができる──つまり離れたところから対象となる部屋の窓硝子に向けるだけで盗聴できる代しろ物ものだってあるんだとか。

「慎しん一いちさんも気付いていたんですか？」

「お約束でしょ、それこそ」

　溜ため息いき交じりに僕は言った。

　しかし──盗聴されているなんて思ってもなかったらしいミュセルとエルビアは、不安そうに顔を見合わせていた。そうだね、そんなこといきなり言われたら怖いよね。確信はなかったし、怖がらせちゃいけないと思って黙ってたけど、こんな顔させちゃうなら先に言っておけばよかったかも。

　でもミュセルはともかく、エルビアは盗聴器を意識すると、かえってうっかりよけいなこと喋しやべっちゃいそうだしなあ。

「なかなかスレてんな、君ら」

　と苦笑するのは礼れい人とさんである。

　まあ国家だの組織だのの非情なやり方ってのは、創作物で山ほど描かれているし、実際に経験もしているわけで、望む望まぬにかかわらず、僕らとしてはスレざるを得ないわけで。

「あ……あの……」

　おずおずとした態度でミュセルが言った。

「陛下のことは……その、カイヘータイにお任せするしか、ないのでしょうか……？」

「……無理でしょうね」

　あっさりとそう答えたのは美み埜の里りさんだ。

「海兵隊は陛下を助けたりはしないわよ」

「えっ……？」

「な、なんで……？」

　ミュセルとエルビアは、まるでペトラルカを見捨てるかのような美埜里さんの発言に驚いて目を瞬しばたたかせている。しかし僕や光流ヒカルさんや、そして礼人さんにとって彼女の言葉は意外でも何でもなかった。

「今回の事件……たぶん、黒幕はアメリカだから」

「──!?」

　やはり驚くのはミュセルとエルビアだけだ。

　まあ単に時間がなかったのか、多少はばれても構わないと思っていたのかは知らないけれど、とにかく強引で雑なやり方である。それこそ素しろ人うとでも気付かざるを得ないくらいに。

「で……でも……どうして？」

「そうじゃなければ、どうして彼らが、陛下達を捕らえたのが〈憂国士団ベイドウナ〉だっていう情報を、私達より先に手に入れてるの？　先に知っていなければ、あんなに素早い展開はできっこない。異国の地ならなおさら。言ってみれば今回の事件はアメリカの自作自演よ」

「自作自演だからこそ、私達を追い返したんでしょうね」

　光流ヒカルさんがそう言って溜ため息いきをつく。

「陛下を捕まえてる連中も、本当に〈憂国士団ベイドウナ〉かどうか怪しいわよ」

「……まあ少なくとも、戦術指導した連中は混じってるかもな」

　と礼れい人とさんは肩を竦すくめて言った。

「武器も横流しして……現地の民間人を用いてのゲリラ戦術。海兵隊ってより、諜ちよう報ほう組織の──特に冷戦華やかなりし頃の、ＣＩＡやＫＧＢのやり口だけどな」

「城の上の方はテロリストが。城の下の方は、そんなテロリストへの対処を名目に海兵隊が。表向きはペトラルカ救出のために睨にらみ合あっているって状況だけど……実際は、エルダント城はアメリカ側に乗っ取られた……まあそういう状態なんだよ」

　やはり話が見えずに全身から『？』マークを全方位発射しているかのようなミュセルとエルビアに、僕はそう説明した。

「しかしアメリカは何が目的なんでしょうか？」

　と光流さんが眉をひそめて言う。

「さすがにタイムパラドックスだの何だのの危険性を誰一人理解してないってはずはないでしょう？　本来ならできるだけ相互干渉を減らして、繫つながりを絶つべきなのに──」

「たぶんだけれど」

　美み埜の里りさんは右手を口元に当てて考え込みながら言った。

「まず、バハイラムに残された〈ニミッツ〉の武器──特に航空機関係の回収。そしてそれらを用いて……〈竜の巣〉に存在する超技術ハイパーテクノロジーの奪取」

「あ…………」

　いろいろと納得がいった。

　そうだ。アメリカだって過去と未来が繫がったままであることの危険性は理解しているはずなのだ。そのうえで彼らはこれを千載一遇の好機と捉えた。超空間通路はいずれ閉じざるを得ないが、その前に、奪えるものは奪っておきたい。

　ただ資源だの何だのは、そもそもここが未来の地球であることを考えれば、奪取してもあまり意味がない──それこそ単なる前借りみたいなものである。

　ならば何を持ち帰れば最も利益になるか？

　情報だ。

　対つい消しよう滅めつ反応炉や、ＢＯＵ、そして時空間干渉型隠蔽装置……そうした各種の超技術を持ち帰るのだ。可能なら現物を──それが無理でも大量の調査情報、検査情報を持ち帰れば、それだけで現在はまだ実用化していないそれらを、今後アメリカが開発するにあたって、計り知れない利点となる。

「さすがに現場に科学者を連れていって調査や解析は無理でしょうし……モノがモノだけに、場所が場所だけに、行き来するのも大変、となると、バハイラムの〈竜の巣〉を含む第三王都の制圧……そのために〈ニミッツ〉の兵器を使いたい。そうした作戦を実行するためには橋きよう頭とう堡ほ、というか軍事拠点は必須……」

「それが連中にとっちゃ、神しん聖せいエルダント帝国ってわけだ」

　と礼れい人とさんがまとめてそう言った。

「…………」

　ミュセルとエルビアはただただ啞あ然ぜんとするばかりだ。

「エルダントを押さえるのに、陛下とガリウスさんは最高の人質でしょうね」

　と光流ヒカルさんが言う。

　確かに皇帝陛下と帝位継承権第一位にして軍の総司令官。

　この二人を押さえられたら神聖エルダント帝国はもう逆らうことはできないだろう。

　そして──

「あとテレジアさんも」

「え……!?」

　いきなりとんでもないことを言い出した光流さんに、皆の視線が集まる。

「テレジアさんも一緒に捕まってるみたいです」

「た……確かに彼女、今朝起きたらいなかったけど……でもどうしてそんな？」

「それは……」

　そう言って光流さんは、何な故ぜか服のボタンを外し始めた。そのままするりと服を下げる。煌きらびやかなゴスロリ衣装に隠されていた白い肌が晒さらされ、首筋、鎖骨、さらには柔らかそうな胸の谷間まで露あらわになって……こんな状況なのに何してんの!?　ああ、ダメッ、そんな……ん？

　…………谷間!?

「光流さん、その体……！」

「何かあったときのために、こっちの体で来ていたんです」

　今の光流さんは、男で生身の『本体』ではなく、意識だけを乗り移らせた女性型の義体アバターだった。この義体──手に入れてから、彼は頻繁に使うようになった。体力も耐久性も明らかに生身より上となると、危険な現場にはこちらの義体を使って臨む方がまあ、理にかなっている。

「で、でもなんで脱いだの!?」

　柔らかそうな谷間は目に毒で、こんな場合だっていうのに、ペトラルカが大変なのに、ああ、ドキドキしてしまう……！　駄目だ慎しん一いち、あれは男なんだ、今はあの胸があるけどあれの中身は男なんだ！　惑わされるな！

　とか何とか僕が脳内で得体の知れない何かと戦っていると。

「見せれば早いかと思ったんですけど……離れたせいで反応が……」

　そう言いながら光流ヒカルさんは、谷間の辺りを指差した。

「城に近づいたとき、この体義体の核が反応したんです」

　皮膚一枚で隔てられているものの、体内に埋まっているその『核』はぼんやりと点滅発光していた。点滅の間隔は比較的長く、あまり危機感のある光り方じゃないけど、実に意味ありげというか、見る者の注意を引く光り方だ。

「緊急通信というか……テレジアさんが自分の力であまり動けないこと、神しん聖せいエルダント帝城の中にいることなんかが伝わってきました。分かったのはそれだけですけど」

「テレジア？」

　と礼れい人とさんがきょとんとしている。

　ああ、そうか。彼はテレジアがしばらく前にうちに来て居い候そうろうしていたってことを知らなかった。美み埜の里りさんも報告に書いて提出するような暇はなかっただろう。

　でも今の僕らには、テレジアが何者かを説明している余裕がない。

　それよりも──

「でもなんでテレジア、城に……？」

　アメリカはまだテレジアがここからでも〈竜の巣〉の設備の大半を遠隔操作できるということを知らない。それを知ったら、おそらく大変なことになる。

　どう考えても事態は最悪だった。
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　それは──あまりにも凄惨な光景だった。

　妾わらわの寝室に連れてこられたその娘は〈憂国士団ベイドウナ〉の者達によって殺され続けていた。

　五人の男達が床に投げ出された娘を囲み、ジュウを手に見張っている。妾の寝所に引きずってこられたその時点で、娘はすでにジュウでの攻撃を受けていたようだったが、〈憂国士団〉の者達はさらにその娘に何度も何度も、ジュウで攻撃した。

　しかも我らを見張っている者達と異なり、娘を囲んでいる者達のジュウは、長い。

　ケンジュウが短剣だとすれば、娘を囲む者達のジュウは長剣か槍やりのような大きさだ。確かシンイチから借りた漫画ではあの種の長いジュウを『ショウジュウ』とか『ライフル』とか呼んでいたような気がする。

　男達は油断なくこれを構えて、娘がわずかでも起き上がろうとする様子を見せれば、一瞬の躊ちゆう躇ちよもなくジュウを──ライフルを使う。

　今もまた──ライフルの爆音が響いた。

　侍女達が小さく悲鳴を上げるのを聞きながら、妾は吐き気すら覚えるその光景から目を逸そらした。見るに堪えないとはこのことだ。

　一度でも致命的であるはずのその攻撃を、男達は定期的に繰り返していた。

　何度も何度も何度も。娘が起き上がろうとするそのたびに。

　それはつまり──娘が何度攻撃されても、死んでいないことを意味する。

　しかし……

「が……はっ……」

　撃たれるたびに娘の身体が跳ねる。そして床の上で痙けい攣れんする。

　繰り返される断末魔。終わらない死の間際。

　身体に何ヵ所も風穴を空けられながらも、しかし娘は死ななかった。

　なぜならそもそもあの娘は人間ではないからだ。生き物ですらないという。確か『ギタイ』といっただろうか。生きていないのならば死にもしないのも道理だが、一見した限り我らと変わらぬ姿の娘が、何度も殺されるのを見るのはやはり、不快感が強い。

　テレジアというのがその娘の名だ。

　シンイチ達の報告によると、バハイラムにある〈竜の巣〉遺跡の管理人なのだとか。数百、数千、あるいは数万年の時を超えて蘇よみがえったその身体は、人間に似せてこそあるものの、人間の肉体とはまるで異なる原理で動いているという。

　要するに彼女の身体は人形のそれなのだ。

　しかも多少の傷ならば時間が経てば勝手に治ってしまうという。

「…………」

　男達は油断なくライフルを構えて娘を見下ろしている。

　彼らは知っているのだ。テレジアが人間に比べれば何十、いや何百何千倍という早さで己の傷を癒やすことができるのだと。人間なら一度で致命的な攻撃でも、彼女ならば何千何万という回数を繰り返されても『死』なないのだと。

　だからライフルで攻撃する。攻撃し続ける。

　彼女に動く余裕を与えないために。

「…………」

　テレジアの呻うめき声ごえが耳に触れる。

　妾わらわは反射的に彼女の方を見た。

　白い身体に容赦なく空けられた穴。それがゆっくりと埋まっていく。まるで蠟ろう細ざい工くが熱せられ溶けて、細かな造形が消えていくかのように、音もなく穴が消えていくのだ。

「──化け物め」

〈憂国士団ベイドウナ〉の一人がそう呟つぶやくのが聞こえた。

　確かに体中に穴を空けられても、血は出ず、傷も見る間に治っていく──その様子は怪物のようだ。だが見た目は若い娘であるテレジアを、躊ちゆう躇ちよなく何度も穴だらけにできる彼らの心の有り様もまた、妾から見れば怪物じみていた。

　やがて──

「……おい」

　不意に、妾わらわ達を囲んでいた男の一人が、ライフルでテレジアに攻撃を加えていた者達に声を掛けた。何か相談事があるのだろう。男達は部屋の端へと集まって何事か会話を始めた。とりあえずはエルダントの言葉であるようだが、声を潜めているので、聞き取るのは難しい。

　代わりに──

「…………」

　妾はじりじりと尻で床を拭くようにして動いていく。

　テレジアは今、妾からそう遠くない場所に転がっている。少し近づけばこちらも内緒話くらいはできそうだった。

「……テレジア。大丈夫か？」

　体中を穴だらけにされて大丈夫かと尋ねるのもおかしな話だが、彼女がまだ『生きて』いることに妾は確信があった。実際、テレジアは残った左目を動かして妾の方を見つめてくる。右目はさきほど、ライフルで撃たれて潰れており、まだ復元していない。

「…………」

　だがテレジアは妾を見つめたまま何も喋しやべろうとはしない。

　口は微かすかに開け閉めしているが、そこから声が出てこないのだ。

「ひょっとして……指輪がないからか？」

　ふと妾は気付いて尋ねた。

　今は妾も魔章指輪をしているが、テレジアはしていない。もともと我らとは違う言語で話す娘だったようであるし、これでは意思疎通が──

「……い……や、大丈夫……だ」

　小さく咳せき込こんでからテレジアはそう答えてきた。

「翻訳ソフトは調整済みだ。指輪などなくとも会話できる。今は単に肺にあたる部分を撃たれていたので、再生するまで上手く声が出せなかっただけだ」

　平然とテレジアはそう言った。

　やはり身体は穴だらけのまま、満まん身しん創そう痍いといった見た目なのだが、口調はすでに普段のものに戻っている。つくづく人間とは違う存在なのだと思い知らされる。おそらくその気になれば苦痛を感じずに済ますこともできるのだろう。

「お主、何な故ぜここにいる？　シンイチの屋敷にいるはずではなかったのか？」

　まずはそれを問うてみた。

　最初はシンイチ達が寄よ越こした救いの手かとも思ったのだが。

「貴女あなたに……皇帝陛下に会いに来た」

「え？」

　男達に時折目をやりつつ、潜めた声でテレジアはそう話す。

「例のチョウクウカンツウロ。あれがここからでも強制的に閉じることができると判明した。だからシンイチにどうするか訊きいてみたんだが、あいつ未いまだにそれを躊躇ためらっててよ。アメリカのこともある。あいつの答えを待ってる時間はねえ。だから俺は、あいつに黙ってチョウクウカンツウロを閉じることを考えた」

　テレジアの言葉に、妾わらわは息を吞のんだ。

　チョウクウカンツウロ。

　我が国とニッポンとの架け橋。

　気がつけばそこにあったそれは、妾にとって、空とか雲とか地面とかとほとんど同義でそれが『なくなる』ことなど想像の埒らち外がいだった。ましてやあのチョウクウカンツウロを、こちら側から──人間の力で強制的に閉じることが可能だなどと、思ったことさえなかった。

「でも俺の独断でそれをするわけにもいかねえからな。だからこの国の元首である貴女あなたに確認を取りに来たってわけだ。まあそこでアメリカ兵と鉢合わせしちまって、今こんな状態ってわけだけどよ」

　テレジアの話の中に聞き逃せない言葉が幾つかあった。

「アメリカ兵？」

「ああ。あいつら、中身はアメリカ兵だよ。こっちの人間も交じってるみたいだが──指揮を執ってるのはアメリカ人だよ。少なくともあいつらが喋しやべってる言語はエイゴだ」

「…………」

　エイゴというのはアメリカの国の言葉という意味なのか。

　いずれにせよ──

「……お主の力で、どうにかできんのか？」

　期待を込めて尋ねてみたが、テレジアは苦い表情を作るだけだった。

「無理だ。あいつら俺の身体のこと、よく分かってやがる。再生機能のことを知ってんだよ。だから定期的に対物ライフルのでけえ銃弾をぶち込むことで、俺を機能制限してやがるんだ。再生に手一杯で、通信もままならねえ。こうなったら俺は人間以下だ」

「……そうか」

　そうそう都合良くはいかないようだ。

　やはり今は耐え忍ぶときか。男達が会話を終えて戻ってくるのを視界の端に見ながら、妾もまたテレジアとわずかに距離をとった。
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　重苦しい空気を纏まとって僕らは屋敷へと戻ってきた。

　すでにロイクとロミルダの姿はない。どうやらブルーク達が二人をいったん、家に帰してくれたらしい。これは賢明な処置だった。盗聴器付きの屋敷で待っていてもらっても良いことなんて何もないだろう。

　そして二人の代わりに僕らを待っていたのは──

「お帰り、カノウ・シンイチ」

　居間のソファで足を組んでそう言ったのは、グレシャムだった。

　もちろん、彼の両脇には二人ずつ武装した兵士が立っている。相変わらず威圧感満点だ。

「……なんで……」

　居間に入ったところで足を止めそう問う僕に──アメリカ合衆国の厳いかつい特務外交官は、鷹おう揚ような仕草で頷うなずいて言った。

「つい今しがた来たところだよ。帰りを待たせてもらった」

　別にそんなこと聞いてない。

「す、すみません、旦那様」

　廊下をやってきて背後から僕に謝ってくるのは、シェリスだ。

　ミュセルが僕と一緒に屋敷を出ていたので、グレシャム達の訪問に応対したのは彼女だろう。普段はミュセルの陰に隠れてあまり目立たないけど、メイドとしての彼女の仕事ぶりはとても堅実だ。いい加減なことをする人ではない。

　おおかた──グレシャムに押し切られたのだろう。

　もちろん、僕にシェリスを責める気はない。むしろロイクとロミルダを帰してくれていて助かった。あの二人がここにいたらよけい話がややこしくなっていただろうから。

「この前の返事を聞こうと思ってね」

「……断ったはずですが」

　それ以上は居間に入らず、僕は答えた。

　僕のすぐ後ろにいる美み埜の里りさん達がグレシャムを警戒しているのが、何というか、気配でも伝わってくる。グレシャム達の登場はあまりにもタイミングが良すぎる。それこそこの機会を待っていたと言わんばかりに。

「そんなことを言わず、もう一度考え直してみたらどうだい？」

　そう言って笑いながら、グレシャムは自身の割れた顎をわざとらしく、指で撫なでて見せる。ひょっとしてその顎は自慢なのか。まあこの男……いかにも男性優位主義マチズモというか『力の強さこそ男らしさ、男らしさこそ正義』とか、そういう主義信条っぽいし、あの顎は実に男臭い感じだけども。

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった態度がまた癪しやくに障るが、武装兵士を四人も従えて本人も体格の良いこの男に、『黙れケツアゴ野郎』とか言う勇気はさすがにない。

「僕達、今それどころじゃ……」

「君には、日本に家族がいるんだろう？」

　唐突に──僕の言葉に被かぶせるようにして、グレシャムが言った。

「え……？」

「カノウ・シヅキ。可愛かわいい妹じゃないか」

「なっ……」

　驚きというより呆あきれから僕は言葉に詰まった。

　なんだ、この分かりやすい挑発と脅迫。

　今時、子供番組の悪役でもここまで安易で露骨じゃないぞ!?

　要するに『俺達に素直に従わないときは、家族がどうなっても知らないぞ』というわけだ。この様子だと僕だけじゃなく光流ヒカルさんの家族のことも調べて脅迫の材料にしてくる可能性が高い。

「か、家族は関係ないだろ！」

　オタクとしては何か捻った反応でもしてやりたかった──のだけど、ここまで典型的だと、僕も典型的な返ししか咄とつ嗟さに思いつかない。

　しかも……

「それに、皇帝陛下がどうなってもいいと？」

　からかうようなその声に僕は──瞬間的に、頭に血が上るのが分かった。

　やっぱりこいつ……！

「やっぱりお前らがペトラルカを……！」

　感情に任せて、反射的に足を踏み出しかける僕。だが僕の肩を摑つかんで止める手が一つ。

　振り返って見ると美み埜の里りさんが首を横に振っていた。

「慎しん一いち君」

　冷静な声で名を呼ばれて、少し僕は冷静になれた。

　感情に任せて行動するな、と眼鏡の奥の瞳が僕に言っている。

　そうですよね。感情にまかせて突っ走ると大変ですよね。普段ＢＬ萌もえの勢いに任せて発言、行動している美埜里さんに言われるといろいろな意味で説得力があります！

　……なんてことを僕が考えていると。

「おっと、勘違いしないでくれ？」

　対してグレシャムは、肩を竦すくめると軽く両手を上げる。

　やたらに芝居がかった仕草は、いかにもメリケンの人って感じだが──

「今、海兵隊が、陛下達を助けようと展開中だ。その話だよ。私だって、卑劣なテロリストに陛下達が捕らえられてしまったことには憤りを感じているんだ」

　何をいけしゃあしゃあと……。

　美み埜の里りさんが肩を摑つかんでくれているおかげで、グレシャムに殴りかかりたい衝動は何とか抑えた。もちろん僕みたいな非力なオタクが、あんなムキムキなアメリカ人に挑んでも一発でのされること間違いないだろうけど。

「ただ──」

　グレシャムがソファから立ち上がった。

　これまたわざとらしく、まるで威嚇するかのように靴音を鳴らしながら、僕達に近づいてくる。兵士達はその場を動かないが……

　反射的に身構える僕。なんだ、やる気か!?

　こ、こ、こっちには腐女子界の最終兵器・古こ賀が沼ぬま美埜里さんが──（他力本願）

「カノウ・シンイチ」

　しかしグレシャムは──美埜里さんが摑んでいる方と逆の、空いている肩に、ぽん、と節くれ立った太い指と厚い手のひらを、置いてきただけだった。

「君達の返答次第では、兵の動きも鈍るかもしれないがね」

「…………」

　グレシャムの手が肩から離れる。

　頭一つ分以上離れた上から、僕のことを碧あおい目が見下ろしてくる。

　逆らうな、従え、と言葉もなくその眼光が僕らを威圧する。

　普段の僕なら、いや、僕じゃなくても、普通の人間なら……こんな目で見下ろされたら、怖くて頷うなずいてしまうだろう。直感だけどこいつは間違いなく人殺しだ。直接、自分の手で銃器や刃物を握って──というわけではないだろうけど、何人もの人間を殺す書類に、笑顔でサインができてしまう類たぐいの人間だ。

　こいつの中で人間の命は金銭と同等の、計上可能な損益でしかない。おそらくは正義とか平和とかそういう概念ですらも。

「…………」

　実際、情けないことに……僕の脚は微かすかに震えていた。

　それでも僕は頷くことなく耐えることはできた。それだけでも自分を褒めてあげたいくらい。

「い……今はいろいろと、混乱してるので。帰ってください」

　精一杯の強がりで出した低い声。

　グレシャムは目を細めて僕を見下ろしていたが──

「良い返事を期待しているよ」

　僕の脇を通り抜けて居間から立ち去りながら──グレシャムは唇の両端だけ吊つり上あげて笑った。

　その碧あおい目はいっさい、笑ってはいなかったけれども。
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　グレシャムとその護衛の海兵隊員達が帰った──後。

　僕達は居間で今後のことについて話し合うことにした。

　盗聴器については──魔法で対処することにした。

　僕とミュセルが魔法で居間の真ん中に風の渦を作り出す。音というのは基本的に空気の振動であるわけで……家具の隙間か、照明器具の裏側かはさておき、設置されている盗聴器までその振動が届かなければ良いだけのことである。だから僕達は風の『壁』を作って音がそこに届くまでにかき乱してしまう方法をとった。

　これならレーザーで窓硝子ガラス越しに盗み聞きする方式でも、僕らが何を喋しやべっているのかまでは分かるまい。小型の監視カメラか何かで映像を撮影されて読どく唇しん術じゆつでも使われればこれでも会話の内容を盗まれるかもしれないが──居間の真ん中で車座になって話し合っていれば、全員の口元まで見られることはないだろう。

　念のためにとブルークとシェリスには屋敷の周囲を見回ってもらうのも頼んでおいた。さすがに壁にひっついて聞き耳を立てるような真似を海兵隊がするとも思えなかったけど。で──

「あの人、明らかに僕らのこと脅しに来てますよね……」

　車座になった一同を見回してから僕は言った。

　日本にいる家族と、エルダント城にいる皆と……両方を人質にして、僕達を利用しようとしている。卑劣だ。実に汚い。でも効果的なのは認めざるを得ない。

「…………」

　美み埜の里りさんも光流ヒカルさんも礼れい人とさんも黙ったまま答えない。

　肯定するまでもないということだろう。

「陛下も、テレジアさんも……皆さん、大丈夫でしょうか……？」

　不安げな声でそう漏らすのはミュセルだ。

　ただでさえ白い彼女の顔が……今や不安で血の気の引いた真っ青なものになっていた。痛々しくて見ているこっちが辛つらいくらいだ。最初は立場の違いから何かとぎくしゃくしていたペトラルカとミュセルだけど、今ではまるで姉妹のように仲が良い。臣民として皇帝陛下の身の安全を慮おもんぱかる気持ちと同時に、単なる友人としてペトラルカのことを案じる気持ちもあるのだろう。

「ミュセル……」

　大丈夫、と答えるのは簡単だ。

　人質はあくまで人質で、利用価値のあるペトラルカ達を殺したりはしないだろうと思う。けれどそれは逆に、生きてさえいれば利用価値があるということであり、五体満足であるということと同義ではない。誘拐犯が交渉のために、人質の指やら耳やらを切り落として送りつけてくるなんて話は、創作物の中でも見慣れたやり方だ。

　その場をごまかす程度の気休めを言っても、仕方ない。

　問題を先送りにしているだけだ。

「…………」

　黙り込む僕らを見て、ミュセルは唇を嚙かむ。

　やがて彼女の大きな紫色の瞳が……じわりと潤み始めた。

「陛下……」

　瞳に涙を溜ためたミュセルは、堪こらえきれないとばかりに、震える両手で顔を覆う。

「ミュセル……」

　ミュセルを慰めようというのだろう、エルビアが手を伸ばして彼女の背中を擦さする。

「私、陛下のことが心配で……不安で……」

　か細い声が指の隙間から漏れてくる。

「今頃、陛下は……陛下は……シンイチ様の持っておられる薄いご本のように、××されたり……」

「……え」

　何だかどさくさ紛れにとんでもない単語を聞いたような。

「挙げ句の果てに……●●なことになったり……しかも無理矢理●△■なことをされているのかと思うと……私……私……！」

「ストップストップミュセル！　それ違う！」

　それ僕がベッドの下に隠してたエロ同人！　その知識鵜う吞のみにしちゃダメ！

　てか隠してたのにいつの間に見つけて読んじゃったの!?　わざわざ息子秘蔵のエロ本を探し出した挙げ句にわざわざ机の上に揃そろえて置いておく母親か君は!?

「……慎しん一いち君？」

　呆あきれたような美み埜の里りさんの声に名前を呼ばれて振り返れば、ジト目の彼女と目が合った。ついでに『こんなときに貴方あなたはバカですか』と言いたげな、冷たい光流ヒカルさんの視線もぶすぶすと突き刺さってくるのを感じる。

　ああああ違う、違うんだああああ！

「たまたま！　たまたまなんです！　好きな作家さんの新刊がたまたまそういう系だっただけで！　僕の趣味じゃないですうう！」

　僕どちらかというとハッピーエンドの方が好きですから！

　というかメイドさんの陵辱ものとか、ハーフエルフを●●しちゃうやつとか、そういうのがミュセルに見つかってたらたぶん、僕は立ち直れないくらいの精神的ダメージを負っていたに違いない。いや。持ってないよ。持ってないからね!?

「分かる分かる。可愛かわいい表紙だって思って買ったら、中身がすっげー陵辱もんだったとか。あるあるだよなー」

　必死に訴える僕に、礼れい人とさんが腕組みしながら同意してくれた。

　庇かばうというより、横から火に油注いでいるような気もするけど！

「まあそれで新しい扉が開いちゃったりするんだよなあ」

「開いてないです！」

　まだ！　一応！

「まあその気持ちは私も分からなくはないけど」

　と腕組みしながら言うのは美み埜の里りさんである。

「可愛い受けだと思って読み進めてたら、実はそっちが攻めだったとかね。読んでみたらこれもこれでありねってなったり」

　なんか変な方向で納得して頷うなずく女性自衛官ＷＡＣ。

　いや。あの。こーゆー人達に護まもられている日本って本当に大丈夫なのか？

「××？　◇◇？　どういうことっすか？」

　そんな中、エルビアだけが話についていけず、おろおろと僕らの顔を交互に見ている。

「エルビアは知らなくて良いです」

　と光流ヒカルさんがきっぱりと言って──脱線していた話を元に戻してくれた。

「……とりあえず、慎しん一いちさんの、品性下劣で怖おじ気けを振るうくらいに冒ぼう瀆とく的で唾棄すべき性的趣味は置いておいて」

　ひどい言いぐさである。

「少なくとも今すぐに陛下達がどうこうされることはないと思いますので、その辺りは安心してください、ミュセル」

「は、はい……」

「だから趣味とかじゃないって！」

「ともかく。アメリカ側の思惑は明白です」

　僕の訴えはさらりとスルーして、光流さんは話を続ける。

「片方ではテロリストを演じ、扇動し、その一方でテロリストを撃退するフリをして、エルダントを乗っ取り、軍事拠点とする……」

　この世界に遺のこされた、人類文明黄金期の超技術ハイパーテクノロジーを狙って、アメリカはまずエルダントを手に入れるだろう。もうこうなると単純に僕らが帰るとか帰らないとか、そんな話では済まない。過去と未来の相互干渉の話をするなら、僕らが帰ったとしても、アメリカが居座り続けたらその危険性は変わらない──どころか明らかに増大する。

　ならば……是非もない。

「──助けに行きましょう」

　僕の言葉に、全員が顔を上げる。

　皆の視線を感じながら、僕は拳を握り締めた。

　らしくない──とは思うけれど。

「ペトラルカ達を。それにテレジアを助け出せれば、後はなんとかなります」

　超空間通路さえ強制閉鎖してしまえば、アメリカが何を考えていようと、最悪の事態だけは回避できるはずだ。そしてそのためにはテレジアを救出するか、あるいは僕が〈竜の巣〉まで行って装置を操作するか──いや、こっちは駄目か。やり方を僕は知らない。やっぱりテレジア救出は必須だ。

　何にしても──

「これ以上、アメリカに勝手なことはさせられないです」

　僕はそう言ってソファから立ち上がった。

「自衛隊も帰っちゃって、エルダントの人達はペトラルカを人質にされちゃ動けない。今ペトラルカやテレジアを助け出せるのは僕達だけです」

　本当──柄じゃない。

　偉そうなことを言ってるけれど、僕自身はただのオタクで、美み埜の里りさんや礼れい人とさんみたいに武器や体術も使えない。光流ヒカルさんみたいに義体アバターがあるわけじゃない。

　もちろん、『禁忌の鎧よろい』を使えば僕でも海兵隊員と渡り合うくらいはできるはずだけど──そもそもただの一般市民、どころか、元自宅警備員が、戦争の、人殺しの、専門家達とやり合うなんて無茶も良いところである。

　僕は膝が震えているのを自覚する。

　ああ──情けない。

　ここ一番ってときなのに、ある意味で僕の人生の最大の見せ場でもあるだろうに……ラノベやアニメの最強主人公みたいに、格好良くは決まらないものだ。この土壇場でチート能力の一つでも発動してくれると助かるけれど、まあ、そうそう都合良くはいかない。

　忸じく怩じたる思いを僕が抱いていると──

「シンイチ様……」

　握りしめた僕の拳をそっと左右から包み込む手があった。

　驚く僕に手の主は──ミュセルは笑顔を作ってみせながら言う。

「私も参ります」

「え──でも」

「陛下を、皆さんを、助けたいです」

　きっぱりとミュセルはそう言った。

　しかも──

「私……シンイチ様のお側そばでなら、何でもできます……！」

「ミュセル……」

　僕が彼女の言葉に感動していると──

「ア、アタシだって！」

　ばたばたと両手を振り回しながらエルビアが言ってきてくれた。

「あめりかなんて怖くないっすよ！」

「エルビア──」

「……本当、罪作りというか何というか」

　と溜ため息いきをつくのは光流ヒカルさんで。

「『貴方あなたのためなら何だってできる』──女にそこまで言わせるとか、えげつないですね。ジゴロとかヒモの素質ありですよ」

「いや、あの、もしもし？」

「まあ、これも乗りかかった船です。私も行きます」

　と小さく肩を竦すくめて光流さんは言った。

「皇帝陛下に恩を売っておくというのも悪くありません。義体アバターであれば多少のことは平気ですし、生身の慎しん一いちさんよりは戦闘力もあるでしょうしね」

「光流さん──」

「そうなると私も行かざるを得ないのよね」

　と美み埜の里りさんも苦笑して言った。

「慎一君と光流君の護衛役だものね。一応、二人が日本に帰るまでは任務継続中ってことになってるし。それに──陛下やコルドバル卿きよう、ザハールさんにはお世話にもなったし」

　すでにそれは護衛の域を超えている気がするけれど、ここで彼女の決断に水をさすのはやはり野暮というものだろう。

　そして最後に──

「俺も行くぜ。当然な？」

　と本来ならば傍観を決め込んでもおかしくない立場の礼れい人とさんが、そう言ってくれた。

「い……いいんですか？」

　ぶっちゃけ、礼人さんはペトラルカ達と会ったことすらないし、もともとは単にビデオレターを僕らのところに持ってくるためにこっちの世界に来ただけだ。傍観どころか『じゃ、仕事終わったんで俺はこれで』と帰られても僕は文句が言えない。

　しかし──

「こんな熱いイベント、オタクとして見過ごせねえでござるよ!?」

「……なんでそこで急に侍言葉なんですか」

「照れ隠しだ照れ隠し。言わせんな」

　そう言って礼れい人とさんは拳を握って僕の胸をとん、と突いてきた。

　非合法エージェントのくせに、妙に熱いというか、まるで正義の味方みたいな人である。ともあれ──

「とらわれのお姫様を救い出す。ファンタジーの定番っちゃ定番だね」

　お姫様じゃなくて女帝様だけど、ささいな部分はまあどうでもいい。

　気がつくと僕の膝から震えは消えていた。

　仲間達が危険を顧みず協力を申し出て、皆で力を合わせて難題に立ち向かう。

　なんだこれ。定番すぎるだろ。王道すぎるだろ。

　でも、だったら──だからこそ、きっと。

「──行こう！」

　この先に待っているのは、大団円のハッピーエンドに違いない。





第三章　救出作戦







　僕達は完全装備状態で神しん聖せいエルダント帝城へ向かった。

　具体的には僕とミュセル、エルビアは屋敷に置かれていた『禁忌の鎧よろい』を身に着け、光流ヒカルさんは義体アバターで、美み埜の里りさんと礼人さんは身に着けられるだけの武器をいろいろ身に着けて──という状態である。ちなみに礼人さん自身は護身用の拳銃程度しか持ち込んでいなかったけれど、美埜里さんの予備の89式やら何やらがあったので、それを借りた形だ。

　で──

「──シンイチ先生！」

　木陰からロミルダが手を振ってくる。

　城に正面から直接乗り込む──わけにはもちろんいかないので、僕らはいったん、城に幾つかある小門の近くでロイク、ロミルダ、そしてその両親ズに出迎えてもらった。

　僕らは羽車を止め、ロミルダの親父さんであるライデルさんに、城の抜け道を教えてもらう手て筈はずになっていた。ライデルさんの先祖が神聖エルダント帝城の築城に尽力した関係で、ドワーフながら彼とその親族は、亜人種としては例外的に貴族扱いされているのである。当然──一族の秘伝として城の詳細な見取り図がガルド家にはある。

「しかしよくこんなものがあるとご存じでしたな？」

　とライデルさんが髭ひげを指先でさすりながら言う。

「いやまあ、それこそお約束でしょ。現実でも」

　非常時に備えて、城塞の類たぐいに、城主やその家族や腹心が脱出するための、秘密の抜け道があるのは定番中の定番、お約束というより常識だ。そして逆に奇襲をする場合、そこを利用して忍び込むというのも。

　まあこれも創作物で定番のパターンというだけで、エンタメ作品がまだまだ充実途中のこっちの人達にとっては、常識ではないのだろうけれど。

「使われていない古井戸とかに偽装されているよね、たいてい」

「いや、さすがにそれは。雨が降ると水が溜たまりますし」

　とライデルさん。

「我が祖先がそんな分かりやすい出口を作るとお思いか、シンイチ殿？」

「え。でもそれならいったい──」

　と僕が首をかしげていると。

「ご覧あれ。我がドワーフの技術の粋を！」

　そう言ってライデルさんは近くに生えていた樹の幹を拳でぶん殴った。

　がこん。そんな音と共に、木の幹が──その一部が四角く、凹へこむ。

「──え」

　まさか。

　そう思ったのも束つかの間ま、近くの樹が十数本、音もなく横滑りしつつ傾いて、地面が傾斜状に凹んでいく。ざらざらと土砂が傾斜に従って滑り落ちていくけれど、その下から見えたのは明らかに金属板と思おぼしき平面で。

　…………っておい。

　秘密基地かっ!?　このあと機体に対してやけに翼の小さい緑の二号機とかが発進するのか!?　なんだこのドワーフのこだわり!?

「すげー！」

　と素直に喜んでいる礼れい人とさん。

「こりゃもうワンダバだな！　わんだばだばだば、わんだばだばだば」

「まったくで。どっちかってーとイングランドの正義の成金の方っぽいですけど」

「そういえばあれのオープニングでさ」

　と人差し指を立てて礼人さんが言う。

「『ＴＨ●ＮＤＥＲＢＩＲＤＳ　ＡＲＥ　ＧＯ！』って言うじゃん、あれ、文法的におかしくね？」

「あ、あれ五機いるって意味じゃなかったんですか？」

「んなわけねえだろ」

「──あれの『ｇｏ』は形容詞なんだそうよ。口語的にもよく使うし」

　と美み埜の里りさんが言ってくる。

「というかこの真剣なときにくだらないこと言ってないで！」

「ごめんなさい」

　とりあえず礼れい人とさんと一緒に謝ると、僕らはドワーフ渾こん身しんの出撃口──もとい偽装脱出口を利用させてもらうことにした。ちなみにわざわざ傾斜路になってるのは、羽車とかも乗り入れることができるように──ということらしい。まあ確かに貴人が逃げるのに徒歩よりは乗り物があった方が有利は有利か。

　ともあれ──

「あ、そうだ、ロイク。雷系の魔法って使えたよね？」

「え？　あ、はい。一応。というかここにいる全員が使えますけど」

　とロイクはロミルダやそれぞれの両親ズを示して言った。

　ファンタジー作品じゃ、たいてい、雷って風の魔法に属してるみたいだけど、どうもロイクによると風だの土だの、特定の属性があるわけじゃないらしい。まあ考えてみれば電気の導体とかってたいてい金属だから、そうなるとドワーフの領域でもあったりするのかな。

「じゃあ……」

　と僕はライデルさんの見せてくれた城の見取り図を見ながら、何ヵ所か、適当な位置を指す。ガルド一家、スレイソン一家だけでなく、雷系の魔法が使える人達を集めて、それぞれの場所で適当に魔法を使うように指示。

　皆は『何のために？』と首を傾かしげていたけれど、細かい説明をしている暇はない。

　そして──

「どうか、陛下のことを、コルドバル卿きようや他の重臣達のことを、お願いいたします」

「まーかせて！」

　と悪い手つきをしつつ、どっかの公務員みたいな請け合い方をしてから、僕らはガルド一家、スレイソン一家に見送られ、城の中央部に向かう抜け道に入った。

　羽車が入れるような広さなのは城の真下辺りまでで──そこから先は、抜け道の定番通り細い通路になっていた。とはいっても、美埜里さんがぎりぎり屈かがまずに通れる高さ、ぎりぎり普通の人が二人並んで通れる幅がある。さすがに礼人さんは首を傾けて歩いてるし、僕らも『禁忌の鎧よろい』を着けてるので、四よつん這ばいだけど。

　まあそういうわけで──結果としては僕らは一人ずつ連なり、通路を進んでいくことになった。具体的には先頭に美み埜の里りさん、続いてミュセル、僕、エルビア、光流ヒカルさん、そんでもって殿しんがりが礼れい人とさんだ。

　この並びはミュセルとエルビアが僕を間に挟みたがった結果だ。たぶん、前から敵が来ても、後ろから来ても、どちらかが僕を守るためだろう。男として情けないような気もするけれど、一度『禁忌の鎧よろい』で騒ぎを起こしている二人は、僕よりもその使い方に慣れているみたいだったし、ここで揉もめて時間を取られるのも嫌だったので、僕はこの順番を甘んじて受け入れた。

　まあここまでは順調だった。

　ただ一つの問題を除いては。

　それは──

「……………」

　僕は生唾を飲み込む音が他の人に聞こえないかと気が気じゃない。

　でも意識するとこう、次々生唾が湧いてきて飲み込まざるを得なくって。

　繰り返すけど、僕達『禁忌の鎧』装着者は四よつん這ばいで進んでいる。

　それはつまり──ミュセルのお尻が、目の前にあったりなんかするわけで。

　しかもこの『禁忌の鎧』、大事な部分は一応、隠しているけれど、それ以外はけっこう、露出が多い。

　視界を確保するためだか何だか知らないけど、分類的には装甲強化服パワードスーツのくせに、実体の装甲が胴体部分をほとんど覆っていないという代しろ物ものである。けしからん。実にけしからん。おかげでミュセルのお尻が、お尻が、『禁忌の鎧』のメカの間から、こう、ちらりちらりと、左右に揺れながら、僕の目の前で、ああ、しかもむっちりした太ももなんかも見えてて、さらにその奥の、見えそうで見えな──あああああ。

　なんだ。サービスか。サービスなのか！　わざとか！　こいつの設計者がもし目の前にいたとしたら僕は満面の笑みでサムアップと共に『グッジョブ！』と言おう！

　…………いやそうじゃなくてね？

　憎い！　自分が憎い！

　ペトラルカやテレジア達が捕らわれているこの深刻シリアスな場面で！　不ふ埒らちなことばっかりを考えちゃう自分が憎い！　本当だよ!?

　などと、誰にかよく分からない言い訳を頭の中で練りまくっていると。

「慎しん一いちさん、目的忘れないでくださいよ」

「へっ!?」

　不意に後ろから光流さんに話しかけられて、僕は我に返った。

「な、何が!?」

　聞き返して、でもすぐに僕は、光流さんが何を言いたいのか気付く。

　そういえば光流ヒカルさん、エルビアの後ろだっけ。それはつまり、彼の目の前にあるのもエルビアの……

　ふわああああ!?

　エルビアのお尻はもちろん、健康的で引き締まった太ももも、さらにはあのもふもふの尻しつ尾ぽの生え際とかもすべて……おふう!?　想像すると羨ましい。とても羨ましい。

　あ──けど待って？

　よく考えると、いや考えなくても、僕の後ろがエルビアなわけで。つまりエルビアの視界って、僕の……うわあああ気付きたくなかった！　やだ恥ずかしい！　慎しん一いち、お婿に行けない!!　さんざんミュセルのお尻見ておいてなんだけど！

「シンイチ様、あの、どうかなさいましたか？」

「な、なんでもないよミュセル！　頑張って、しっかり進んでいこう！」

　心配してくれるお尻……じゃなくて！　ミュセルに、爽やかな笑顔を取り繕って訴える僕。というかとりあえず今は、それしか僕にできることはなかった。
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　抜け道の先は──どうやら物置として使われているらしい地下室だった。

　石造りの床に取り付けられた『蓋』を押しのけるとあっさり開いて、僕らは通路から出ることができた。見れば『蓋』の脇にはやたら大きな木箱が置かれている。おそらくこの木箱が『蓋』そのものを覆い隠していたのだろう。見るからに重そうだけれど、触れてみるとあっさり動く。たぶん、中身は空だ。

　ともあれ……

「はー……」

　狭い通路から出た解放感から、僕は大きく息を吐く。

　もう少しで大変なことになるところだった。もちろん、『禁忌の鎧よろい』は空調機能もついているので窒息しそうだったとかそういう話でもなく、目の前のお尻（以下略）──

「…………」

　最後に礼れい人とさんが出てきたことを確認して、僕らは互いに目配せする。

　地下室には薄ぼんやりとした明かりが灯ともっていて、お互いの顔はどうにかして確認できた。

「…………」

　美み埜の里りさんが人差し指を唇に当て、それから、城内へ続くらしい扉の方を指す。

　何をするにもまず上層階に行かねばならない。

　でも城内の間取りは分かっていても、実際、ペトラルカがどの部屋に捕らえられているかまでは知らない。何らかの方法でペトラルカ達を探さないといけないのだ。

　とりあえず『禁忌の鎧よろい』は防御力場を緩めることもできるので、外気を取り入れるのも可能だ。だからまずは上層階まで行ってから、鼻の利くエルビアに匂いで探してもらおうと僕は考えていた。

　僕らは軽く身構えつつ、美み埜の里りさんの後に続いて城内を歩き出す。

　物置から廊下へ出て、足音を殺し、上に向かう階段の方へと歩いていく。

　やがて、幾つめかの曲がり角を美埜里さんが曲がろうとして──

「ッ、下がって！」

　突如、美埜里さんが鋭く叫んだ。

　同時に聞こえる──くぐもった発砲音。同時に石造りの床に、壁に、そして天井に、幾つもの火花が咲いた。おそらく相手は銃声抑制器サプレツサーを使ってる。派手な銃声もしないし、銃火が閃ひらめくこともないけれど、もちろん、銃弾の殺傷力はさして変わらない。

「ひっ……！」

　思わず僕は短い悲鳴を上げた。

　美埜里さんが拳銃を構え、角の壁に身を隠すようにしながらそれを撃つ。僕の後ろから礼れい人とさんも飛び出して、美埜里さん同様、相手の攻撃が当たらないように注意しながら拳銃を撃った。

　しかし──

「ちっ──」

　礼人さんが顔をしかめて身を引っ込める。

　彼の頰ほおに一筋、銃弾か──さもなくば、飛んできた石の破片によるものか、とにかく小さな傷ができて、血が滲にじんでいるのが見えた。

「すまん、装甲持ちが前に出てくれるか!?」

「あ、はい！」

　言われて僕も気付いた。

　跳弾だ。角の壁に隠れて射撃していても、石造りの床や壁や天井に当たって跳ね飛んできた銃弾が命中する場合がある。むしろそれを期待してわざと壁際に銃弾を送り込むような戦闘法もあると、どっかの漫画で読んだ記憶がある。

　僕とミュセルが慌てて、いったん射撃を中断した礼人さん、美埜里さんと入れ替わるように角に向かい──

「……やはり来たな」

　ふとやんだ発砲音。

　まるで機を見計らっていたかのようにそんな声が聞こえてきた。

　魔章指輪で翻訳されているが、音としてはそれは、英語だ。

　つまり──

「み、美み埜の里りさん」

「待ち伏せされてたみたいね」

　僕の隣で壁に背中を付けて呼吸を整えながら、美埜里さんが言った。

「お前達が来るだろう可能性は当然、考慮されていた。そして実際、お前達は姿を現した。我々が待ち構えているとも知らずにな」

　あざ笑うかのような口調で相手が──海兵隊員がそう言ってくる。

　別の声が追従するかのように笑い……相手が一人や二人ではないことは物陰にいても分かった。おそらく二十人以上いるだろう。

「えーと……」

　僕は頭の中で角の向こう側を見たい、と念じる。

　すると『禁忌の鎧よろい』の支援ＡＩが反応し、僕の目の前に音響探査で得た映像を浮かび上がらせた。音の反射から像を結んだとは思えないくらいにそれは、精細な映像だった。海兵隊員達の装備はもちろん、その表情まではっきりと分かる。その気になれば髪の毛も一本ずつ数えられるかもしれない。

　やはり海兵隊員の数は二十名ほど。Ｍ4短縮型突撃銃カービンや、ミニミ分隊支援火器ＳＡＷで武装している。狙撃銃はなし。迫撃砲やらもなし。まあ屋内だしね。

　しかし屈強そうな兵士達がフル装備で廊下の向こうに待ち構えているとか──正直、こんな光景は映画でしか見たことがない。おかげでどうにも現実味がなくて困る。

「武器を棄すてて投降しろ。大人しくこちらに従えば命までは取らない」

　定番の降伏勧告。

　たいていこういう場合、『命までは取らなくとも、死んだ方がマシだって目に遭わせることはある』という意味だったりするので、さすがに素直に従えるわけもなく。

「念のために言っておくが。我々は神しん聖せいエルダント帝国皇帝を押さえている。迂う闊かつな行為は彼女のためにならないことを、告げておく」

　いかにもアメリカ人らしい、持って回った言い回しをしつつ──しかし、海兵隊は僕らの方に攻め込んでくる様子がない。あくまで、僕らが降参し、角から姿を現すのを待っているのだろう。

（……ああ、そうか。僕らが自分達の知らない武器を持ってるかもしれないから、警戒しているのか……）

　たとえば魔法とか魔法の武器とか。

「…………」

　僕は後ろにいるミュセルとエルビアを振り返った。

「…………」「…………」

　僕と目が合った二人は、何も言わずとも、こちらの意図を理解してくれたらしい。それぞれこくりと一つ頷うなずくのを確かめてから──僕は、美み埜の里りさん、光流ヒカルさん、礼れい人とさんにも視線を向けて、右腕を──肘から先を、顔の前に持ってきて身構えて見せた。

　三人がやはり僕の意図を察して頷いてくれたのを確認し、大きく息を吸う。

　大丈夫だ、加か納のう慎しん一いち。５・５６ミリ弾なんかで、あの対つい消しよう滅めつ反応炉の高熱にも耐えきった『禁忌の鎧よろい』が破られるはずがない。自分にそう言い聞かせる。

　そして──

「──ッ！」

　僕、ミュセル、そしてエルビアの三人は、角から一気に飛び出していた。

　海兵隊員達は、僕らの行動に驚いたようだった──けれど、さすがに訓練を積んだ兵隊である。彼らは特に躊ちゆう躇ちよする様子もなく、僕らに向けて発砲してきた。

「──！」

　銃弾が命中──防御力場に波紋のような歪ゆがみが走る。

　だがそれも一瞬のことである。銃弾は運動エネルギーを奪われ、防御力場の表面を滑り落ちる。貫通する弾はない。分かってたことではあるけれど、やはり実際に撃たれる、というのは怖い。すんごく怖い。思わず目を瞑つぶってしまいたくなる。

　でも──いける！

「あたらなければどうということはない！」

　どこぞの大佐みたいに、当たり前と言えばどうしようもなく当たり前のことを叫びながら走る僕。いやまあ防御力場には命中してるんですけどね。

「なっ……!?」

　銃弾が効かないことに愕がく然ぜんとする海兵隊。

　彼らもそれこそ、突っ込んできたのが、歩く装甲車みたいな代しろ物ものなら、銃弾が効かないことは見た瞬間に判断できたことだろう。けれど『禁忌の鎧』は、いわゆるメカ少女コスプレ的というか──むしろ『なんで大事な胴体やら頭部やらを護まもってないの!?』という感じで、防御面から見るといろいろ理解に苦しむ外観をしている。これで彼らも侮ったのだろう。防御力場は何かが命中するまで目に見えないし。

　彼らのうろたえる様を見て──僕は何か変な笑いがこみ上げてきた。

　本来であれば、僕なんて、指先一つでダウンさ──とまではいかなくとも、彼らの拳骨でぶん殴られればそのまま死んでしまいそうな貧弱坊やなのに、今は彼らが怯おびえの色さえ浮かべている。馬鹿馬鹿しいくらいの逆転劇だ。

「喰くらうがいい！　元引きこもりオタクのチート攻撃アタツクッ！」

　叫びながら僕は海兵隊員達にさらに肉薄し、先頭の一人をぶん殴った。

「がっ……！」

　短い悲鳴を上げて、海兵隊員が吹っ飛ぶ。比喩でも誇張でもなくて本当に宙に浮いていた。さすがに殴り殺す意図はないので、少し手加減はしたけれど──殴られた海兵隊員は、一メートルほど空中を飛んで、すぐ後ろにいた同僚を巻き込みながら床に転がった。

「畜生ッガツデム！」

　巻き込まれた海兵隊員がそう怒鳴り──殴られた方は何やら悶もん絶ぜつしていた。あ。腕が変な方向向いてる。漫画なんかじゃよく見る表現だけど、実際に目で見るとかなり、血も出てないのにやたらグロい。銃を撃ってくる相手に遠慮は要らないとはいえ、別に相手を殺したいわけでもなし、とりあえず加減が分かるまでは、殴るのはまずいかも。

　そんなことを思いつつも僕は、そしてミュセルとエルビアも海兵隊員達の間に切り込んでいく。

　地下とはいえ、城内の廊下は広く、『禁忌の鎧よろい』で走る分には問題がないのだけれど、海兵隊員達が──一個の部隊が素早く後退するのには、少し、狭い。

　僕ら三人は、海兵隊員達の真ん中に突っ込んで、手当たり次第、ちぎっては投げ、ちぎっては投げ──いやちぎってないけど、とにかく、彼らを摑つかんではあっちにびったん、こっちにびったん、と投げまくる。

　この『投げる』という攻撃法。

　一見すると地味だけど、実際にはかなり効く。

　投げ技や締め技は、相手を純粋に『制圧する』のが目的の場合、打撃技より効果的だからだ。実際──警察なんかが、空手だの拳法だのよりも、主に柔道を採用しているのは、殴る蹴るよりも、地面に一度投げ落とした方が手っ取り早いからだ──って話を、母から聞いたことがある。

　僕も一度、母親に投げ飛ばされたことがあるけれど、畳の上ですら悶もん絶ぜつしてしばらく立てなかった。全身を一度にぶん殴られたような衝撃が来るし、肺の空気が押し出されて呼吸困難にもなる。あれが畳より遥はるかに硬くて衝撃を吸収してくれないアスファルトの上なら、たぶん、気絶していただろう。

「な、なんだこいつら!?」

「や、やめ……！」

　さすがの海兵隊員達もこれは勝手が違うと思ったのだろう。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんというか──混乱する彼らの悲鳴と罵声と怒号が石造りの廊下に飛び交う。下手に銃で武装していたのが彼らにとっては仇あだになった。格闘戦に切り替えるのも、単純に退却するのも、致命的なほどに遅れた。

　瞬く間に僕ら三人は一人あたり六人の海兵隊員を投げ飛ばし、指揮官らしき一人を含む残り三人に迫る。最後尾にいたらしい彼らはさすがに素早く後退して僕らと距離をとろうとしてたけれど、そもそも薄暗い屋内では全力疾走できるでもなし、僕らは手が届くほどの距離で睨にらみ合あうことになった。

「く……くそっ……」

　指揮官らしき真ん中の海兵隊員が、ふと何かを掲げて見せてきた。

「言ったはずだぞ！　皇帝がどうなってもいいんだな!?」

　海兵隊員が持っているのは──通信機だった。

　あれで一言『皇帝を殺せ』と命令すれば、〈憂国士団ベイドウナ〉のテロリストだか、テロリストにに扮ふんした海兵隊員だかが、行動を起こすのだろう。

「…………」

　時代劇の印籠のように通信機を掲げる海兵隊員に、僕らは動きを止めた。

　動かなくなった僕らを見て、海兵隊員達が一瞬顔を見合わせ、そしてにやりと笑う。形勢逆転──とでも思っているのだろう。

「よおし、良い子だ。動くなよ。動けば人質が死ぬぞ。まず武装解除しろ。その妙な装備を外すんだ」

　そう言いつつ──実際に、自分達が皇帝の命を握っているのだと、示そうとしたのだろう、彼は通信機に向けて言った。

「こちらチャーリー５。侵入者だ。人質を………………」

　海兵隊員の言葉がふと途切れる。

　通信機は沈黙したまま、いや、無意味な雑音ノイズを垂れ流すだけだった。

「通信機、使えないんじゃない？」

「…………」

　僕の言葉に、海兵隊員が顔を歪ゆがめる。図星なのだろう。

「何をした!?」

　左右の海兵隊員達が銃を構え直しながらそう問うてくる。

　指揮官らしい一人は諦めきれずに、必死の口調で通信機へ呼びかけているものの、やはり返事はない。ただざらざらとした空電雑音が聞こえてくるだけだ。

　……良かった。

　僕は内心で胸をなで下ろした。

　ちゃんと効いた。

　確認のしようがなかったから不安だったけれど……ロイク達の魔法は正常に働いているみたいだ。先日、僕らが〈ニミッツ〉に向かっている最中、無線通信が妨害されていたことがあった。どうやら雷系の魔法を使っている現場では電波が乱れるらしいのだ。具体的にどの程度の半径で影響が出るのか分からなかったので、多分に賭けだったのだけれど。

「ちなみに、各階にいる仲間も来ないよ」

「何をしたと聞いているんだ!!」

　とやけくその調子で叫んでくる海兵隊員。

　だけど僕がいちいち丁寧に説明してやる義理はない。まあ高笑いしながら勝ち誇ってべらべら喋しやべってあげるのも気分良さそうだけど、そーゆーことすると、逆転されちゃうのが定番だし、とりあえずやめておく。

　まあ、ミュセルと僕が風の魔法を使って遮音の壁のようなものをこの辺り一帯に形成しているだけなのだけどね。これは羽車から降りて、脱出路を通っているときからずっとだ。

「というわけで──エルビア！」

「はいっす！」

　僕の声を合図に、エルビアが海兵隊員達に飛びかかった。ただでさえ身体能力に優れた彼女が『禁忌の鎧よろい』で強化されているのだから、生身の海兵隊員達に勝ち目なんかない。通信が封じられていることの絶望感もあってか、彼らは瞬まばたきする間に床にたたきつけられ、そのまま昏こん倒とうしてしまった。

　僕らを待ち伏せしていたチャーリー５はこれで全滅だ。

　海兵隊は僕らを罠わなにはめたつもりでいたんだろうけど、残念。罠にはまったのは僕らじゃない、海兵隊の方だったのでした。

「もう大丈夫ですよ」

　と僕が声を掛けると、美み埜の里りさん、礼れい人とさん、そして光流ヒカルさんが角から姿を現した。

「上手くいったわね」

　と美埜里さん。

　もちろん、彼女は雷の魔法による通信妨害や、風の魔法による遮音もあらかじめ知っている。

「海兵隊一個小隊を三分とかからず制圧か。すごいな」

　と礼人さんもそう言ってくる。

「まあ『禁忌の鎧』があったればこそだけどね」

　と僕は言った。

　コレがなければそれこそ僕なんて三秒保もたずに瞬殺されちゃっただろう。

「銃も効かない。力は強い。魔法も使える──」

　呆あきれた様子で光流さんが言う。

「慎しん一いちさんったらまるで最強チート主人公ですね」

「はっはっは──っていうか光流さんも人のこと言えないと思うけど？」

　義体アバターがどれだけの戦闘能力があるのかは知らないけど、彼の場合、現場にいなくても戦えちゃうわけだから、ズルも良いところである。まあさすがに銃弾を跳ね返すような強度は義体アバターにはないと思うけれど。

「この調子で行きましょう！」

　拳を握り込んだ僕に、全員が揃そろって頷うなずいた。
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「──さて」

　十分間ばかり城の中を進んでから僕らは小休止をとることにした。

　正直、『禁忌の鎧よろい』を着ている僕らや、義体の光流ヒカルさんは疲れるなんてこともないのだけれど、美み埜の里りさんと礼れい人とさんは生身なので、五分も十分も全力で動き回るなんてことできるはずもないのだ。いくら二人ともそれなりに鍛えているといっても、生身の人間の耐久力には限界がある。

　とにかく下層階にはとりあえず目もくれず、階段を延々と登り続けた甲か斐いあって、僕らは上層階に辿たどり着ついていた。階段のすぐ脇にあった太い柱の陰に皆で身を潜めながら、簡単な作戦会議である。

「問題は、ペトラルカ達が、どこに捕まってるか──だけど」

　周囲を見回して警戒しつつ、僕は呟つぶやいた。

　ちなみに地下で一度遭遇してから、海兵隊員にはその後、一度出会ってこれをたおしているけれど──戦闘らしい戦闘はそれだけだった。おそらく戦力を上層階に集中させているのだろう。さもなくばそもそもテロリストとして投入された戦力が実はそんなに多くはないか。まあ考えてみれば〈憂国士団ベイドウナ〉の連中を使っているとはいえ、こちらに来た海兵隊員が、いきなり何百人も姿を消したら、さすがに怪しまれるだろうし……そうなると、あまり大量の人員を神しん聖せいエルダント帝城占拠に使っていない可能性は高い。

　つまり、ペトラルカ達を監視している人員もそう多くはないだろう。

　となると、分散して監禁──というのは考えにくい。

「そんな簡単に見つかるような場所にはいないだろうけど……」

「あまり時間もかけていられないですよ」

　と光流さんが言う。

　まあそれは分かってる。

「アメリカ側が定時連絡のないことに気付いて、行動を起こす可能性もあるしな」

「というより、通信を妨害していることに気付くのも時間の問題よ」

　礼人さん、美埜里さんが僕に──というよりミュセルやエルビアにそう説明してくれている。そう。通信を妨害したのは良いけれど、定時連絡が通じなければ他の部隊が不審に思って動き出す。僕らの目的は彼らの──『テロリスト』の殲せん滅めつではないから、出会わないに越したことはないのだ。

　しかし……

「知ってはいたけど、本当、ばかでかい城だよね……」

　正直、階段を上がってくるだけでも大変だったのだ。

　まるでどっかの山上の神社か何かに向けて、延々石段を登っているかのような気分だった。しかも上層に着いてみれば着いてみたで、横にも広いのである。幾つ部屋があるのかすら分からないし、隣の部屋の音や気配が漏れ聞こえてくるほどに、壁も薄くはない。

　大声でペトラルカ達を呼んだら、当然、テロリスト達にも聞こえちゃうし……さすがにペトラルカ達の居城なので、匂いもあちこちについていて、エルビアの嗅覚では今現在の居場所が特定できないらしい。

　なので結果として僕らは、それらしい部屋を片っ端から当たっていくしかないわけで。

「ＲＰＧで延々森や洞窟を探索してる気分……」

「ゲームだったら詰まればすぐに攻略調べられるのにな」

　ぼやいた僕に礼れい人とさんが苦笑した。

「またそんなゲーム脳とか言われそうなことを」

「でも現実で、ゲームだったら楽なのになって思ったことないか？」

「ゲームはゲームでもフ●ムのゲームとかだと、開始数秒で死にますけどね」

　キャラが歩き出して数歩で溶岩の川に落ちて死ぬとか、最初、何が起こったか分からなかったし。高いところから飛び降りても普通に死ぬし。リアルすぎる。

「魔法で居場所を探るものはないのですか？」

　と光流ヒカルさんが問うてくる。皆からの期待の視線を浴びて──しかしミュセルが申し訳なさそうに首を横に振った。

「すみません、私は専門の魔法兵ではなかったので……」

　ミュセルの魔法は市民権を得るために軍にいた頃に覚えたものだそうだけど、逆に言えば、魔法を使う兵隊としてばりばり戦いたくて軍にいたわけではないのだから、ことさらにいろいろな魔法を覚えてはいないのも当然だ。

「光流さんこそ、テレジアに反応するんだよね？　それでだいたいの場所って分からない？」

「この城の中にいるらしいってことしか分からないので……」

　と光流さんはあっさり肩を竦すくめて言った。

「やっぱり、地道にこうやって進んでいくしかないか……」

　時間制限あり。しかも油断すればすぐにゲームオーバー。なんという無理ゲー。

　だからって諦めるわけにはいかない。

　まあそれ以前にオタクとしては『だからこそ燃える』ってのもあるんだけどね。

　上手くいったらそれこそ『禁忌の鎧よろい』の記録を動画投稿サイトに投稿したいくらいだ。

「囚われのお姫様ペトラルカを救い出せるのは僕らしかいないんだ。頑張らないと」

「ええ──」

　優しい──慈しむような目で僕を見つめながら美み埜の里りさんは言った。

「囚われのお婿様ガリウスさんを救い出せるのは勇キ者ミだけだよ……！」

「……美埜里さん？」

「なに？」

「なんか変なルビ振ってません？」

「変じゃないわ、全然、変じゃないのよ、慎しん一いち君、恥ずかしがることなんてないの……！　私、応援してるから……！」

「いや変です、主に貴女あなたの頭が」

　とかなんとか美埜里さんと会話しつつ──僕らは立ち上がると、地道に探索を開始した。
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〈憂国士団ベイドウナ〉を名乗った連中は──アメリカ兵を含めた奴らは、相変わらずジュウを片手に我らを見張り続けている。

　それは一定時間ごとにテレジアを攻撃することをも含む。

　アメリカ兵達は淡々と、テレジアの傷が癒えそうになるたびに、ジュウで彼女を痛めつけることを繰り返していた。すでにそれは人を傷つけるとか殺すとかいう感覚とは無縁の、単なる作業のような状態になっていた。いずれも顔を隠しているので表情は分からないが、連中は興奮もしていなければ、怒鳴るでもなく、憤怒も、喜悦も、およそ激しい感情とは無縁に見えた。

　それがまた不気味で──目の前で行われる凄惨な『作業』に、妾わらわと共に捕まっている侍女達は皆、耐たえ難がたい、といった様子で俯うつむいていた。侍女の中には妾の近衛として訓練を受けた者もいるが──こんな無茶苦茶な現場を経験した者など皆無だ。

　ガリウスやザハールも、為なす術すべもないまま、大人しくしている。

　これは賢明な判断だ。

　連中の武器は強力で、連中の練度も非常に高い。

　体術の心得くらいはあっても、武器なしの素手、しかも複数が相手となると、ガリウスにも勝ち目はまるでない。迂う闊かつに暴れればむしろ本人以外が見せしめに嬲なぶられるか──あるいは殺されるかだ。

　どうすることもできない。ただ大人しくしている以外に。

　それが連中にも分かっているからこそ……最初に比べれば警戒心は薄まっているようにも見えた。

　どちらが優勢であるかは関係なく、『敵』と定めた相手と同じ部屋の中にいることは、非常に疲れるものだ。常に緊張し続けていると疲労は通常の何倍もの速度で蓄積されていく。警戒が緩むのも当然、それはむしろ自分自身を守ろうとする心の──無意識の働きだ。

　しかしそこがやはり付け目でもある。

「……のう」

　妾わらわは連中の一人へ話しかけた。

　とたん、外がい套とうで隠れていても、中の者が警戒し表情を強こわばらせるのが分かった。外套越しにジュウの先端がこちらに向けられる。傍かたわらのガリウス達に驚きと緊張が走っているのが見て取れた。

「はばかりに行きたい」

　妾がそう訴えると、男達は顔を見合わせた。

　魔章指輪を外し、小声で会話をしているのは、どうすればいいか相談しているからだろう。

　妾達がこうして監禁状態になってから、もうずいぶんと時間が経たった。むしろ今まで、誰も言い出さなかったことの方が不思議なのだ。そう。何も不思議はない。ないはずだ。

　そして下の欲求は──こればかりは誰にもどうにもできない。

　ここで無理矢理我慢させるのは簡単だろうが、後々の処理が大変になってくる。その程度のことは連中も分かっているはずだった。我らを監禁する際の手慣れた動きを見ていれば、彼らはこうした現場を何度か経験しているか、さもなくばそれを想定した訓練を積んでいることは明白だった。

　そこがかつての〈憂国士団ベイドウナ〉とは明らかに違う。

「……分かった」

　魔章指輪をはめ直した一人が、そう言って妾に近づいてきた。

「ただしおかしな動きはするなよ」

「分かっておる」

　一応拘束が解かれ、立ち上がることを許される。

　シンイチに借りた漫画では──この瞬間に敵をなぎ倒したりするのだろうが、残念ながら妾には不可能だ。認めたくはないが、妾の体は年齢に比して幼く、大きくない。当然ながら手足は短く膂りよ力りよくも強くない。迂う闊かつに何かしようとしても返り討ちに遭うのがオチだ。

「…………」

　早く行け、と言いたげに、固い武器を外がい套とう越しに押しつけられる。

　心臓が冷たく脈打つのを感じる。

　ここが正念場というやつだろう。

　妾わらわは自らの緊張と動揺を押し隠して、男の方を見上げる。

「侍女が一人必要じゃ」

「──あ？」

「貴様ら、下々の者はどうだか知らんが……貴人は、はばかりに行くにも従者を一人引き連れるのが常じゃ。妾は一人ではばかりに行ったことなど、ついぞないでな」

「なるほどな。ケツを拭くのも自分じゃしねえってか。なんともお上品な奴らだぜ」

　吐き捨てるように男は言った。

「どうせなら連れションでも何でもしてこい。何度もトイレとここを往復するのは面倒だからな」

「──お前じゃ。来い」

　妾は侍女の一人を指さしてそう告げると──長らく閉じ込められていた寝室から、ようやく出ることとなった。
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「〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉！」

　ミュセルの声と同時に、突風が海兵隊を襲う。

　海兵隊員達は壁や地面に叩たたきつけられ──そのまま気を失った。悲鳴を上げなかったのは立派だが、ただそれだけのことだ。

　おそらくまともな現代戦であれば相当に強いのだろう。だが……今、彼らが相対しているのは、魔法と超兵器と非常識で武装した素しろ人うと集団なのだ。むしろ訓練で叩き込まれた現代戦の常識が彼らの足を引っ張っているとも言えた。

　で──

「これで全員か……!?」

〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉を使っていたミュセルの代わりに風の魔法を──結界とも言うべき遮音の風を維持しながら、僕が問う。

　ミュセルとエルビアが揃そろって──無言で、頷うなずいてきた。

『禁忌の鎧よろい』を帯びているとはいえ、やはり戦いというものはいろいろと消耗してしまう。連戦ともなればなおさらだ。上層階までは比較的、穏便に辿たどり着つけたものの、そこから先はやはりただでは通してもらえそうになかった。

　上層階のあちこちに三、四名の少人数で配置された敵。

　おそらくは海兵隊員と〈憂国士団ベイドウナ〉の混成部隊なのだろうけれど、指揮をとっているのが海兵隊員なので、魔法や『禁忌の鎧よろい』での急襲は面白いくらいに効果的だった。僕らは誰一人欠けることも傷つくこともなく、城の中の探索を続けている。

　主に僕達が戦っている間に、生身の美み埜の里りさんと礼れい人とさん、それに光流ヒカルさんが手当たり次第に部屋を調べていってくれる──そういう形で進んできたのだけれど。

「慎しん一いち君！」

　美埜里さん達が走って戻ってきた。

「陛下達は……!?」

　ミュセルが焦燥の色が濃い表情で尋ねる。

　なんだかんだでミュセルとペトラルカは臣民と皇帝であると同時に、実質的な友人同士でもあるわけで、ミュセルとしては二重三重に彼女のことが心配なのだろう。

　もちろんそれは僕も同じで──正直言って、まだ彼女らが見つからないことに、僕も少し苛いら立だちを覚えていた。

　しかし──

「この階にはいなかった。でも捕らえられて閉じ込められていた従者達を見つけた。陛下達が捕らえられている場所を聞きだしたわよ」

　と美埜里さんがどこか獰どう猛もうな雰囲気の笑みを浮かべて言った。

　彼女がどんな方法でペトラルカ達の居場所を聞き出したのか、気になったけれども、まあ、詳しくは聞かない方が良さそうだ。

「どこですか!?」

「陛下の寝室だって」

「寝室……」

　そういえば──というか当たり前だけど、僕ってペトラルカの寝室って入ったことないんだよな。見たこともない。

　ペトラルカ達が捕らえられたのは明け方だって、ロイク達が言っていたような気がする。寝ているところをアメリカ兵に襲われたんだっけ。

　てことはもしかして……ペトラルカって寝間着姿だったりするんだろうか。

　この世界で皇帝陛下が着る寝間着って、やっぱりネグリジェ的な？　それともまさか、寝るときは何も身につけない的な!?

　僕の中で妄想力が発動してペトラルカの寝姿がありありと描き出される。

　天てん蓋がい付きの大きなベッド。幾重にも紗しやが掛けられた向こうでは、薄衣の、まるで身体の線どころかおへそだの●●●だのが透けて見えるような寝間着を身に纏まとったペトラルカが、眠っているのだ。しかも彼女は、大きなぬいぐるみを抱き枕代わりに──

　おお。なんかドキドキしてきた……！

「慎しん一いちさん、不謹慎ですよ」

「え!?　な、なんで!?」

　光流ヒカルさんは実は超能力者だったのか!?　相手の心をすべて読んでしまうのか!?　そのせいで実は人間不信の子供時代を送ってたりするのか!?　しかしある出会いが少年の閉ざされた心を──

「そんな締まりのない顔で、バレないとでも？」

　勝手に転がっていく光流さん主演の妄想を、本人の呆あきれた口調の台詞せりふが止めた。

　ああん。慎一、恥ずかしい。自分ではまったく気付いてなかったけれど、どうも無意識に頰ほおが緩んでいたらしい。

　こんな状況で何を考えてるんだこいつは……的な視線が僕に集中する。ああっ、礼れい人とさんまで!?　ミュセルも何だか困ったような表情を浮かべてるし!?　いや、だめ、そんな目で僕を見ないでっ……!?

「そ、そんなことは置いておいて！」

　僕は強引に話題を転換することにした。

　このままだと皆の、呆れたような視線に僕が耐たえられない。というか、耐えたら耐えたでなんか変な扉とか開きそうで怖い。

「と、とりあえず居場所が分かればこっちのものです！」

　人質救出作戦は非常に繊細だけど、まあこの面メン子ツと装備ならなんとかなるだろう。とりあえず皆に、というより自分にそう言い聞かせる。

「陛下の寝室があるのはこの上の階だそうよ。急ぎましょ」

　美み埜の里りさんの言葉に僕らは一斉に頷うなずいた。
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　俺は──テレジア・ビグロウは不死身だ。

　いや。厳密なことを言えばもともと俺は生きてなどいないので、死にようがないとも言える。俺の元になった女性軍人はとっくの昔に死んでいて、今の俺はあくまでその人格データを搭載した擬人機械ガイノイドに過ぎない。

　機械だから壊れることはあっても死にはしないし、壊れたのなら修理ができる。

　この分子機械ナノマシンで構成された義体アバターは、中枢部の破損が一定の割合に達しない限りは再生する。これは自動的なもので俺の意識とは直接関係がない。人間の身体でも多少の傷は自然治癒するが、これを意識的に止めたりすることは普通できないのと同じだ。

　これは非常に便利なようでいて……状況によっては不便なものだ。

　義体アバターの再構成は中枢部にもかなりの負担で、これが行われている間は、俺は自由に動くことができない。義体の保全が意識的な行動より優先されるように、俺の身体を構成するマイクロマシンは設定されている。

　要するに一定以上の損傷を受けると、俺は身動きできなくなるのだ。

　アメリカ海兵隊の連中はそのことを理解していて──俺の再生が一定の段階に達すると、また最初から繰り返すように、俺に銃弾を撃ち込んでくる。

　今も、対物ライフルの弾を、俺の頭、胸、腹、そして肩と腕に一発ずつ、丁寧に撃ち込んで俺が動かないのを確認すると、アメリカ兵達は小さく頷うなずき合あって話し始めた。

　交わしている内容は他た愛あいもない雑談の類たぐいなのだが、その一方で銃口も視線も俺から外れていない。訓練が行き届いているのだろう。見事なものだ。

　しかし──

「Ｃ班やＤ班からの定時連絡はまだか？」

「まだだ。電波障害の可能性があるから、ブラボー２が確認に出るようだが」

「デリンジャー現象でもあるまいにな」

「しかし──」

　魔章指輪を外しているアメリカ兵は、周囲には会話の意味など理解できないとたかをくくっているのだろう。声を潜めるでもなく、むしろ堂々と英語を喋しやべっている。

「──陛下」

　少し離れた場所で、大人しく捕らえられている皇帝陛下へ、アメリカ兵にバレないよう俺は話しかけた。

　声に指向性を与え、特定距離でのみ焦点を結んで聞こえるようにする──この技術はもう二十一世紀初頭には存在したし、俺の義体の分子機械ナノマシンでならば、そうした機能を再現するのも難しくはない。

「シンイチ達が、陛下を助けるために来てるようだ」

　同じ分子機械製の義体を使う少年……ヒカルとかいったか……彼が近くまで来ているのを感じる。俺が知る限り、あのヒカルという少年は一人で突入してくるような熱い性格でもなければ、思慮が浅くもないし──皇帝陛下の救出のためにシンイチとその愉快な仲間達がこの城に侵入しているのは間違いない。

　おおかたＰＤＷＳでも──『禁忌の鎧よろい』でも使ってんだろう。あれさえあれば、銃を持った海兵隊とも互角か、それ以上に戦える。もともとは素しろ人うとでも戦えて、戦場での生存率を上げることができる──そんな兵器システムを目指して開発された代しろ物ものだ。

　他の場所の兵士から応答がないってことは、魔法で通信妨害してるのか、もしくは完全に城の中にいる海兵隊を制圧したか。どちらにせよ、あいつらが捕まればそういう話があるだろうし、上手くいってることは確かだろう。

「…………」

　シンイチ達が来たと聞いて、皇帝陛下の顔が驚きの表情になる。

　俺と皇帝陛下の会話に耳をそばだてていたらしい他の者達も、助けが来たと聞いて嬉うれしそうに顔を見合わせた。

　これで多少は勝機が見えてきた。

　シンイチ達がこのテロリストどもを一掃できるかどうかまでは分からないが、彼らが乱入してくれば俺の再生の時間が稼げるだろう。

　しかし……

「そもそもチャーリー５からの連絡が途絶えたままだということは、侵入者がこの城内にいると考えるべきだろう」

　アメリカ兵の一人がそんなことを言い出した。

　まずい。だがそう考えるのは当然──というよりそのための定時連絡だ。

「あの〈アミュテック〉とかいう組織の連中か」

「日本人ジヤツプどもめ」

「連中が入り込んでいるとして、どこまで近づいているかは知らないが」

　アメリカ兵の一人が外がい套とうの下から銃口を向ける。

　俺に──ではない。俺の側そばで座らされている人質に向けてだ。

「自分達がいかに無謀なことをしているかを、教育してやる必要があるな」

　そう言ってそのアメリカ兵は、銃口に──銃口に取り付けられている銃声抑制器サプレツサーに手を掛けると、これを外す。

　抑制されることのない、爆音にも似た銃声が寝室に響いた。

　この場で初めて聞くその音に人質達が思わず身を竦すくませる。

　そして──

「ぐうっ……」

　男の掠かすれた、低い呻うめきが聞こえてきた。

「ザハール！」

　皇帝陛下の摂政役であるガリウスが叫ぶ。

　見れば──皇帝陛下の世話役である老人が身を二つに折るようにして床に伏していた。足を撃たれたらしい。その身体の下で大理石の床に赤い血ち溜だまりがゆっくりと広がっていくのが見えた。

「…………！」

　この場にいた全員が、俺が義体アバターであることは──人間の身体でないことはすでに理解している。だから俺が撃たれることに、皆が慣れ始めていたのだ。他の人質達も俺が撃たれるたびにいちいち混乱するようなことはなかった。

　だが改めて老人が撃たれたことで──彼らは激しく動揺していた。

　しかも明確な威嚇そのものである銃声と火薬の匂い、そして血の匂いが、人質達の間に改めて現実的な、生々しい恐怖を喚起する。

「騒ぐな！」

　アメリカ兵が怒鳴る。

　自分達の方へと向けられた銃口を見て、侍女達は揃そろって口をつぐむ。ガリウスは黙ってアメリカ兵達を睨にらみ、ザハールの呻うめき声ごえだけが長々と床を這はった。

「我々は本気だ。これはただの脅しではない」

　ことさらに声を大きくしてアメリカ兵は言った。

　わざわざ銃声抑制器サプレツサーを外して撃ったのは、おそらく近づいてきているであろう侵入者──シンイチ達に対する警告の意味が強いのだろう。シンイチ達がどこまでこの場に肉薄しているかは分からないが、『こっちには人質がいることを忘れるな』という意味を込めたメッセージを銃声と、悲鳴と、そして血の匂いに託してばらまいているのだ。

「我々は必要とあれば人質を殺せる。いや。殺さずに長々と痛めつける方法も心得ている。痛めつけられている者が、いっそ殺せと泣き叫ぶくらいの方法をな。素しろ人うとが人質救出などという行動に出た代償がどんなものか、思い知るがいい」

　そこまで言って──声の調子をやや落としてからさらにアメリカ兵はこう言った。

「だが彼らの短慮と蛮勇は、むしろ好都合とも言える。カノウ・シンイチはそこに転がっている人形女を除けば、唯一の、超空間通路に干渉アクセスする権限を持っている人間だそうだ。我々が求めるものが勝手にすべてここに集まる──自ら集まってくれるというのならば、むしろ彼の行動には感謝し、歓迎すべきだろうさ」

　アメリカ兵達が笑い声を上げる。

　対して俺達は誰も何も言わなかった。いや、言えなかった。

　ただ──ザハール老人の低い呻き声だけが、血と共に床の上に広がっていくだけだった。
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　目的の場所は城の中でも最上層にあった。

　岩山をくりぬいて基礎を造ったという神しん聖せいエルダント帝城だけど、当然、全部が岩石でできているわけでもないし、上に行くに従って窄すぼまるように床面積が小さくなるのは、当然と言えば当然だ。

　最上層はいわば皇帝とその家族親族の居室が配置されていて、部屋の一つ一つは広いけれども、数はそう多くない。まあ言うなれば最上層は皇帝陛下という『公人』の自宅部分、それより下は仕事関係の公舎、という区分けになっているわけだ。

　実のところ、僕もこの最上層に足を踏み入れるのは初めてのことである。

　ペトラルカの寝室はその中でも特に見晴らしの良い──南側の一郭にあった。

「たぶんあそこね」

　呟つぶやいて美み埜の里りさんが足を止める。

　廊下に幾つか配置されている装飾品──槍やりを手にしたでっかい鎧よろいだ──の陰にいったん身を潜めてから僕らは改めて彼女が指さす先を見つめた。

　廊下の突き当たりいちばん奥。大きな両開きの扉を見ているだけで、部屋の中もずいぶん広いだろうというのが予想できる。あらかじめ聞いていなければとても個人の寝室なんかに見えないだろう。さすがはお姫様──もとい女帝様である。

　で……

「どうする？」

「一気に突撃っすよ！」

　尋ねた礼れい人とさんへ、真っ先に応えたのはエルビアだった。

　鼻息荒く答えたエルビアは、表情からもやる気満々なのが見て取れる。まあ猪ちよ突とつ猛もう進しんというか分かりやすくも単純な性格の彼女は、こそこそと城の中を駆けずり回る今までのやり方にすっかり飽きが来ているのだろう。気持ちは分からないでもない。

　しかし──

「ダメですよ」

　そんなエルビアを、僕より先に光流ヒカルさんが窘たしなめてくれた。

「今までのやり方は、敵の隙をついて、なおかつ人質がいなかったからできたことです。同じようにはいきません。第一、部屋の鍵だって」

　そう、いちばんの問題はそこだ。

　僕らの屋敷に魔法で鍵が掛けられていることを考えると、ペトラルカの寝室にも同じような鍵があることは想像に難くない。

　もし海兵隊員がそれを知っていて、鍵を掛けて立てこもっていた場合、僕らには為なす術すべがない。僕らの屋敷ではミュセルが予備の鍵をまとめて管理してくれているけれど、もしそうした予備まで含めて部屋の中に持ち込まれていたら、非常に厄介である。

　実際、僕らは『腐の七日間』と呼ばれる事件で大変な目にあって──いや、今はそういう話は置いておいて。

「どうにかして中から開けさせるか──」

「もしくは下から魔法、爆薬、その他で突き破るとか……？」

「爆薬で破るなら壁だろうけどな」

　と礼れい人とさんが言う。

「特殊部隊の突入の定番だけど──あれは専用のチューブ型の爆薬を使うし、俺達が持ってる普通の手しゆ榴りゆう弾だんじゃちょっとまずいだろ。壁にしろ床にしろ」

「そうなんですか？」

「人質が壁際に立たされてたらまずいし」

「あー……」

　人質助けるために壁を破ろうってのに、人質ごと壁をぶっとばしてたら意味がない。礼人さんによるとそういうことを想定して、テロリスト側も壁際に人質を配置することも多いんだとか……

「そもそも手榴弾ってあくまで破片で相手を傷つけるためのもんだから、壁とか床とかに穴開けるのには適してないんだよ」

「人体で防げる程度だしね」

　と美み埜の里りさん。

　そういえば僕も漫画で読んだことがある。かつてナチスドイツだったか何だったかの人体実験で、手榴弾の爆発力は人間一人分の身体で遮ることができるとか何とか。となるとただでさえ頑丈なエルダント城の壁は……まあ無理だな。

　そんなことを僕らがぼそぼそと打ち合わせていると。

「あ、あの」

　おずおずとそう割って入ってきたのはミュセルだった。

「鍵、開いていると思います」

「……え？」

「扉、少し開いているみたいで……」

　ミュセルに言われて、僕らは改めて扉に目を向けた。目を凝らして、離れた先にある扉を見つめる。

　そう言われて見てみれば、確かに扉は、微かすかにだが壁から浮いているというか、ほんの少し開いているように見えるけれど……

「閉め忘れ……とかじゃないよね」

「中の人達には……私達が来ていることはもう知られているのでしょうか……？」

「うーん、どうだろ」

　首を傾かしげるミュセルに、僕は曖昧な答えしか返せない。

　バレていないに越したことはないけれど──もう最初に遭遇した連中を倒してから二十分以上が経過している。定時連絡がどの程度の頻度で行われているのかは知らないけれど、テロリスト達が異常に気付いていてもおかしくはないだろう。通信妨害もそれが自然現象や偶発的なものではなく、意図的なものだと見抜かれれば、当然──身構えるだろうし。だとすれば、中でテロリスト達が僕らを待ち構えている可能性は充分あった。

「……エルビアの言う通り、正面突破しちゃいましょうか」

　そう言って僕は、みんなに振り返った。

「どうせあそこ以外出入り口はないんですよね？」

「……みたいね」

　と美み埜の里りさんが頷うなずく。

「挟撃できれば相手の混乱を誘えるのだけれど……」

　時間を合わせて別々のところから、しかし同時に突入すると、中に立てこもっている連中は混乱して対応が遅れるのだとか。突入戦の定番作戦だそうだ。

　しかし入り口が一ヵ所しかない以上、これは無理だろう。

「仮に待ち構えられてても、どうせ向こうの武器は銃だけだろうから、それなら『禁忌の鎧よろい』でどうにでもできるし。むしろここでああだこうだ言ってる時間の方が惜しい──」

「慎しん一いちさんらしからぬ強気発言ですね」

　と光流ヒカルさんが評してくる。

「いや、まあ、状況が状況だし」

「皇帝陛下のことが心配で心配で仕方ないんですね？」

「当然でしょ」

　こうやってのんびりしている間に、ペトラルカ達に何かあったら。

　それならいっそ、相手の罠わなに乗っかってみるのも、ありかもしれない。罠を張って待ち構えてるということは、それに乗っかれば相手に隙だって生まれるだろう。自分達の読み通り罠にかかった──と喜んで。

　しかしその罠にかかったのが歩く重戦車だったりしたら？

　今までの海兵隊員達も、『禁忌の鎧』の良くも悪くも中身剝むき出だし的なデザインに油断してくれた。ならば彼らも──と僕は思う。

　人質を盾にとられることだけが気がかりだけど、奇襲すればなんとかなる──んじゃないだろうか。

「僕とミュセル、エルビアで一気に突入します。美埜里さんと礼れい人とさんは銃で、光流さんはその義体アバターで僕らの援護を」

　素しろ人うとでしかない僕の提案に──しかし異を唱える者はいなかった。

「…………」

　僕らは、緊張しながらも足音を殺して扉へ近づいていく。

　まず扉の左右に分かれ、息を潜める。耳を澄まして中の気配を探ろうとすると──やっぱり僕の思惑をくみ取ってくれた『禁忌の鎧』が内部を超音波で音響探査を開始。おおむね中の人質の位置と、テロリストの人数が把握できた。

　壁際に座らされているのが人質、立っているのがテロリストか。

　……って。二人ばかり倒れてる人がいるけど、まさか、もう誰か殺されてる!?

　まずい、もう一瞬の猶予もない。

　僕は皆と頷うなずき合あって──

「──ッ!!」

　僕とミュセル、エルビアは、扉を一気に開け放って部屋の中に突入した。

　とたん──

「うわっ!?」

　ぼぼぼぼぼぼぼ、とくぐもった銃声──たぶん、銃声抑制器サプレツサー付きだからだろう──が立て続けに聞こえて、大理石の床に火花が散る。動くなと言わんばかりの、床への威嚇射撃である。続けて最前列のテロリスト達の背後から、ぬっと、でっかいハーモニカみたいな筒が先端に着いた長物が突き出された。

　バレットＭ82Ａ３！　対物ライフル！

　銃口の特徴的な反動抑制器マズルブレーキで分かる。未来からやってきた猫型ロボ、じゃなくてマッスル親父ロボも一撃で倒せると評判の50口径対物ライフルである。さすがに主力戦車ＭＢＴには効かないそうだけど、軽装甲車程度ならば充分に効果的だとか何とか……対物ライフルと呼ばれる所以ゆえんだ。

　こんなものまで連中、持ち込んでたのか。

　確かに海兵隊も採用してるって話だけど──というか海兵隊仕様がＡ３なんだそうだから、連中が持ってたっておかしくないのだけれど。

『禁忌の鎧よろい』の力場がどの程度のものなのか、僕は具体的な数値として知らないし、バレットの50口径弾の直撃に耐えられるかどうか、分からない。向こうの武器はいっさい効かずに無双できる──と思っていたけど、ちと怪しくなってきた。

　しかも……

「ようこそ」

　兵士達の後ろで指揮官らしき男が──自身もＭ4短縮型突撃銃カービンを片手に言った。

　全員が外がい套とうを着ているけれど、武器は皆、アメリカ海兵隊のものだ。間違いない。ここにいるテロリストの半数以上が、アメリカ兵だ。

「──シンイチ!?」

「ペトラルカ！」

　聞こえてきたペトラルカの声に僕は慌てて顔を上げる。

　先に音響探査で見た通り──テロリスト達の背後、壁の隅に、捕らえられているペトラルカやガリウス、従者達がいた。就寝時を襲われたのだろう。それぞれ寝間着姿だ。案の定ペトラルカはネグリジェ姿だったけれど、それはさておき。

「……!?」

　ペトラルカの隣に横たわっているテレジアを見て、僕は目を見開く。彼女はぴくりとも動かない。あのテレジアが、どうして。

　さらに僕は、彼らの背後で呻うめくザハールさんにも気付いた。横になって呻くザハールさんの足からは、真っ赤な血が溢あふれていて。

　音響探査で見た『倒れている二人』はテレジアとザハールさんだったらしい。

「──お前らッ！」

　僕は頭に一気に血が昇るのを感じた。

　怒りにまかせて僕は一歩前に出る。その瞬間、十数挺ちようの銃が火を噴いた。

　その多くはＭ４──小口径高速弾だったけれど、中には先のバレットが放つ50口径の一撃もあった。それらはしかしいずれも僕の膝から下を狙っていた。

　距離が近いこともあって、銃弾のほとんどは外れることもなく命中──しかし。

「大人しくこちらの言うことに従っていれば良いものを。とりあえず脚がなくとも超空間通路への干渉に支障はあるま……い……？」

　硝煙の立ちこめる中でテロリストの──海兵隊員の笑い声が、急速に萎しぼむ。

　僕が、そして僕の脇にいたミュセルとエルビアもまったくの無傷なのを見たからだろう。『禁忌の鎧よろい』の防御力場は、Ｍ４の小口径弾のみならず、バレットの50口径弾すら防ぎきってくれたらしい。途中、でっかい──親指ほどもある弾頭が、防御力場に搦からめ取とられつつも、ぎゅるぎゅると空中で回転しているのを見たときは、そのまま貫通してくるんじゃないかって肝が冷えたけどもね。

「なっ──」

　さすがに驚くテロリスト達。まあそりゃそうだろう。

　そこに僕らは──構わず突っ込んだ。

　まずエルビアが、その次に僕が、最後にミュセルが。

　広い部屋といっても、『禁忌の鎧』で強化された僕らの脚力ならば瞬く間にテロリスト達に肉薄できる。彼らは改めて銃で応戦しようとしたけれど、彼らの真ん中に僕らが乱入した結果、銃撃を事実上、封じられることになった。迂う闊かつに撃てば同士討ちの危険があると彼らはすぐに理解したのだろう。

　中には銃を棍こん棒ぼうみたいに使って殴りかかってくる者もいたが、もちろん、その程度でどうにかなる『禁忌の鎧』じゃない。

　しかし──

「くたばれっ！」

　バレットを持った海兵隊員の一人が、エルビアにこれを押しつけるようにして構えた。

　まずい。いくらなんでも接触状態で50口径弾を撃ち込まれて『禁忌の鎧』が耐えられるかどうか。僕は思わず、エルビアを助けるべく『禁忌の鎧よろい』のワイヤークローを射出しようとして──

「──ッ！」

　しかし僕がエルビアを援護するまでもなく、脇から飛び出した光流ヒカルさんが、エルビアに押しつけられていたバレットを蹴り上げていた。重く長い対物狙撃ライフルは、しかし、軽々と跳ね上げられて天井を向き、暴発した。

　さらに──光流さんはそのままエルビアと共に手当たり次第に、テロリスト達を投げ飛ばしていく。さすがは義体アバター。『禁忌の鎧』ほどではないにしても、見た目からは想像もつかない膂りよ力りよくを発揮する。

　破れかぶれなのか、僕らに対して白兵戦を挑もうとする者もいたけれど、そちらは背後から礼れい人とさんと美み埜の里りさんが銃撃してくれた。『禁忌の鎧』は拳銃の弾程度はまったく平気なので、入り乱れる中でもあまり気にせず撃てたようだ。

　で──気がつけばテロリスト達は半分以下になっている。

　いける。このまま一気に──

「動くな！　こいつがどうなってもいいのか！」

　一気にテロリストを全員やっつけて、と僕が考えたそのとき、そんな怒鳴り声が聞こえた。

「…………」

　動きを止めてそちらに視線を向けた僕は──すでに素性を隠す気もないのか、外がい套とうを脱ぎ捨てた海兵隊員が、ペトラルカの腕を摑つかみ、彼女の頭に拳銃を押し当てている姿を見ることになった。

　突っ込んだときとは真逆──僕は血の気が引いていくのを感じる。

「ペトラルカ！」

「放せッ、放すのじゃ！」

　海兵隊員は、小柄なペトラルカの首に腕を巻き付け、自分の盾とするかのように彼女を持ち上げている。ペトラルカの脚がばたばたと激しく空中を蹴り、搔かくのが見えた。

「陛下……！」

　そう叫ぶのはガリウスだ。

　彼は腰を浮かして──しかしそこで固まる。

「そのまま動くな。さもないと皇帝陛下の頭が飛ぶぞ！」

「か──構うな、ただの脅しじゃ！」

　ガリウスのみならず、揃そろって動きを止めた僕達に、ペトラルカが叫ぶ。

　確かに、ペトラルカが捕まっているのは、後々人質として使えば都合がいい、皇帝陛下だからだ。となれば確かに、ペトラルカを殺してしまえばある意味でアメリカ側はこの先不都合が多くなる。それを考えれば、確かにこれはただの脅しにも聞こえるけれど……

「妾わらわのことは気に……」

　気にするな、とでも言おうとしたんだろう。

　けれど──

「こっちには『予備』がいる。こいつ一人殺したくらいで支障はないぞ」

　と言って海兵隊員が目を向けるのは中腰のまま固まっているガリウスだった。

　確かに彼は帝位継承権第一位だ。ペトラルカにもしものことがあれば、彼が自動的に皇帝になるわけで……その意味ではペトラルカは絶対に殺せない相手ではないのだろう。

　僕らは──どうやら失敗したようだ。

　むしろ最初の銃撃に怯ひるまず、問答無用でテロリスト達をぶちのめしていれば良かったのだろう。ザハールさんやテレジアが撃たれて倒れているのを見て、僕らが逆上したのもまずかった。最初からペトラルカやガリウスの救出、それのみを意識して淡々と動くべきだったのだろう。

　けれどもこうなっては後悔しても遅い。

　何か、何か手はないか!?

　ペトラルカ達を助けに来たつもりが、このままじゃ僕らまで捕まってしまう。

「シ、シンイチ様」

　近くにいたミュセルが僕を振り返る。

　どうすれば、と泣きそうな目で訴えられて──僕は必死に頭を回転させる。

　どうにかしてここを乗り切らないと。ああでも、ペトラルカを殺すというのが本当に本気なんだったら、どうすることもできない。

　ああもう、焦りばかりが先だって、上手く思考がまとまらない！

　そして──

「……え？」

　そのとき僕は、その海兵隊員の背後で、何かが動くのを見た。

　それは、ほんの一瞬。

　何かが背後で動いたと思うと、海兵隊員の体が揺れた。次の瞬間、二メートル近いその身体がぐにゃりと脱力して地面に転がる。

　いったい何をされたのか？　それは見ていても分からなかったけど、誰がそれをしたのかはすぐに分かった。

　テレジアである。

　いつの間にか傷が癒えた彼女が、背後から海兵隊員に襲いかかったのだ。

　あ。そうか。

　彼女は義体アバターだ。分子機械ナノマシンでできた身体なので、ちょっとやそっとでは死なないし、多少の傷は自己再生できる。海兵隊員達もそのことを忘れていたわけではないだろうけれど、僕らが暴れ回ったせいで、彼女に対する警戒が一時的に外れたのだろう。

　その間に再生を終えたテレジアが『俺を忘れてもらっちゃ困るぜ』とばかりに、背後から奇襲したのだ。

　改めて混乱する海兵隊員達に、テレジアがさらに襲いかかる。

　ペトラルカに銃を突きつけていた者も、咄とつ嗟さにテレジアに銃を向けて──しかしあっさりテレジアに銃ごと手を摑つかまれ、無理矢理捻られて、苦鳴を漏らした。ああ、あれは指が折れたな……

　ペトラルカはその隙にするりと拘束から脱すると、僕らの方に駆けてくる。

「シンイチ！」

　彼女は両手を広げて僕の方に──




　──銃声。




　かくん、とペトラルカが姿勢を崩す。

　そのまま彼女は倒れ、床を転がり、僕のところまでやってきて。

　彼女の背後にはＭ４短縮型突撃銃カービンを構えたテロリストが立っていた。こちらは海兵隊員ではないのか、衣装はエルダントでよく見るものだった。おそらく本来の〈憂国士団ベイドウナ〉、海兵隊員達にそそのかされた連中だろう。

　いや、そんなことはどうでも良くて。

「ペトラ──」
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　あまりのことに僕は声が出ない。

　撃たれた。ペトラルカが撃たれた。撃たれて──倒れて。

　僕のところまで転がってきて。

　いや、大丈夫、大丈夫だ、きっとちょっと転んだだけで。

　ほら、当たり前のように彼女は起き上がって、ぷんぷんしながら、『きちんと抱き留めんか！』とか何とか怒り出すはずで──

「ペトラル……カ……？」

　かろうじて出た彼女の名前は、けれど、ひどく震えていて。

　僕は倒れたまま起き上がろうとしない彼女を抱き上げた。『禁忌の鎧よろい』越しなのがひどくもどかしい。僕のそんな気持ちをやはり支援ＡＩが察したのだろう、『禁忌の鎧』は脱皮するかのように僕から剝はがれ、僕はペトラルカの小さな身体を自分の腕で抱き留めることになった。

　しかし──

「…………！」

　力が抜けているからか、その体は重く、また、冷たかった。

　馬鹿な。そんな。

「ペトラルカ……ペトラルカッ！」

　呼びかけても彼女は答えない。

　周囲で皆が──特に美み埜の里りさんや礼れい人とさん、テレジアや光流ヒカルさんが、残ったテロリストと戦っているけれど。

　何もかもが遠ざかっているかのように、聞こえる音は、どこか曖昧に間延びしていて。

　すぐ側そばでやっぱりミュセルとエルビアが跪ひざまずきながら何かを言っているのだけれど、正直、何を言っているのか分からない。分かりたくもない。

　ペトラルカが──

「なんで……なんであんなこと……」

「……お前の……」

　微かすかな声が僕の腕の中から聞こえてくる。

　生きてる！　生きてる──けれど。

「……足を引っ張るような……女には……なりたくなかったのじゃ……」

「そ、んな……」

　何を言ってるんだよ。

　ペトラルカが僕の足を引っ張るとかそんなことあるはずなくて。

　いつも彼女は僕を──

「シンイチ様、陛下ッ」

　ミュセルが、やはり『禁忌の鎧よろい』を脱ぎ捨ててそう叫んでくる。

「魔法を！　治癒の魔法──」

「良い、良いのじゃ、ミュセル」

　ペトラルカは弱々しく首を横に振る。

「無駄じゃ……」

「で、でも陛下──」

「のう、シンイチ……妾わらわは……お前の役に立てたか……？」

　ペトラルカの言葉に、僕は胸が詰まる。

　何だよ。何でそんなこといまさら、聞いてくるんだよ!?

　これじゃまるで──まるで。

「…………」

　僕は上手く声が出なくて、ただ頷うなずくことしかできない。

「そうか……」

　そんな僕を見て、満足そうにペトラルカは笑った。

「その言葉だけで……妾わらわは充分……」

「やめてよ！」

　まるで最期の言葉みたいで嫌だよ！

「ミュセル、ミュセル、早くペトラルカを……」

　無駄かどうかなんてやってみないと分からないだろ。

　ミュセルが慌てて呪文詠唱を開始するも──

「無駄じゃと言ったろうに」

「やってみないと分かるもんか！　いいからペトラルカは──」

「のう……シンイチよ」

　ふっと淡い笑みを浮かべながらペトラルカは言った。

「初めて会った日のことを覚えておるか？　まるで昨日のことのようじゃ」

「……ッ」

　鼻の奥が痛くなり、一気に目の前の景色が滲にじむ。

　泣いてる場合じゃない。泣く暇があったら目の前のペトラルカを助ける奇策でもひねり出せ、加か納のう慎しん一いち！　何でもいいから！

　でも何も思い浮かばなくて。

　僕は──彼女を強く強く抱きしめる。

　彼女を助けるというより、むしろ僕が、去ろうとする彼女に縋すがり付つくかのように、顔を彼女の胸に押し当てる。血で濡ぬれても構うもんか。ああ。駄目だ。もう心臓の鼓動も聞こえない。血が──

「…………」

「そうじゃ、お主の無礼っぷりは忘れようとしても忘れられん」

「………………………………あれ？」

　濡れてない？

　血──出てない？

「だいたい貴様は、女心というものが分かっておらんのだ」

　え、いや、ちょっと待って!?

　胸を撃たれたんだよね？　心臓を直撃だから、致命傷だから魔法の治療も無駄だって話なんだよね？　心臓を撃たれたから心音がしないのはいいとしても、血が出ないのはおかしくない？　というかその後でこんなにしゃべり続けていられるものか？

「その後もことあるごとに胸が平らだの何だのと。不敬罪も良いところじゃ」

　それに──服越しに触れる胸が、あまりにも固すぎる。いや、確かに彼女自身が言う通りペトラルカの胸は全然ないけど！　でもそれにしたって、人形でもあるまいし、人体がこんなに固いわけが………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………人形？

「聞いておるのか、シンイチ」

　そこで僕は、ようやく気付いた。

　いつからか……ペトラルカの声が、腕に抱く彼女からではなく、背後から聞こえていることに。

「な……!?」

　慌てて顔を上げて振り返った僕は、そこに腕組みして立っているペトラルカを見ることになって──絶句。

「ペトラルカ!?」

「え……？」

　叫んだ僕につられて、泣きながら治癒の魔法のものらしい呪文詠唱をしていたミュセルも振り返る。彼女はそのまま驚きのあまり硬直していた。

　で──

「む──ようやく気付いたか」

　と腕組みをしながら言うペトラルカ。

　彼女は……半裸だった。いや。別にあちこち露出しているわけではないのだけれど、小柄な身体が纏まとっているのは、普段僕らが見慣れた皇帝陛下としての衣装でもなければ、寝間着でもなく、何かの白い布を無造作に身体に巻き付けただけの姿だった。

　まるでこう、朝チュンというか、激しい夜の後のような、そんな──悩ましい格好で。

「な……な……」

　なんで。

　そんな一言も言えずに僕らが硬直していると──不意に腕の中の『ペトラルカ』が動き出した。『ペトラルカ』は平然と、危なげない動きで僕の腕から離れて、ペトラルカの隣に立つ。

　まるでうり二つの双子のように。

「……傀儡くぐつ……人形……！」

　二人のペトラルカの背後に、さらに、見覚えのある人物が立っていることに僕は気付いた。

　ペトラルカよりも小柄で身長の低い彼女は──ドワーフの少女、ロロン・セリオーズだった。ペトラルカの傀儡人形を操作する役目で、侍女としてお城入りした──

「あっ、あーっ!?」

　そこでやっと僕の頭の中でいろいろなものが嚙かみ合あった。

「ああああああああああああああああああああ!?」

「ご苦労じゃった、ロロン」

「陛下、お怪け我がは」

「ない」

　叫ぶ僕を気にした様子もなく、淡々とロロンが本物のペトラルカに確認をする。もともとあんまり表情が表に出ない子だから、僕の反応に慌てた様子もない。

「うむ、なかなか良い演技じゃった。身代わりとして申し分ないのう」

「光栄至極にございます」

「のう。シンイチもミュセルも、そう思うじゃろう？」

「あ、うん。全然気付かなかった…………………………………………じゃなくて！」

　ミュセルなんかは硬直したまま、本当に声も出ないみたい。

「ロロン……君は今まで……どこに……!?」

「人質として捕まっていました」

「噓うそ!?　いた!?」

　まあ侍女らしき人達が何人かいたのは分かってたけど──ペトラルカとガリウス、それに撃たれたらしいテレジアとザハールさんに気をとられて、気付いていなかった。

　──そういえば、ザハールさんは!?

「ザハールさん!?」

「大丈夫、動脈は外れてるし、止血したから」

　と言ってくるのは美み埜の里りさんである。

　見ればとっくに皆はテロリスト達を駆逐して、ザハールさんの応急処置も済ませたようだった。さすがだ。特に美埜里さんと礼れい人とさんはいろいろと行動が早い。

　ちなみに──エルビアだけはまだ事態を飲み込めていないのか、何度も交互に、二人のペトラルカを見ていた。エルビアも傀儡くぐつ人形は見ているはずだけど、実際に動いているところを見たことはなかったっけ。

「だからこれは──」

　とエルビアに光流ヒカルさんが説明をしている。

　僕はようやく落ち着いて、ペトラルカに──本物の方に、問うだけの余裕ができた。

「どうやって？　いつ入れ替わったの？　それとも最初から？」

「シンイチ達が来る前に、はばかりで入れ替わったのじゃ」

　ドヤ顔でそう言う皇帝陛下。

「付き従う侍女にロロンを指定して──な。その後は事態が収まるまで隠れておった。さすがに服はなかったから、適当な部屋のカーテンを破ってな」

　ペトラルカ曰いわく……ロロンの魔法で傀儡くぐつ人形を起動したは良いものの、大急ぎということで人形に着せる服がなく、かといって裸でテロリスト達の前に戻るわけにもいかないということで、自分が身につけていた寝間着を傀儡人形に着せたのだそうだ。

　本来は機を見て傀儡人形を暴れさせ、皆が逃げる隙すきを強引に作るつもりだったらしい。そこに僕達が乱入してきたという訳だ。

「…………」

　僕の隣でミュセルは呆ぼう然ぜんとペトラルカを見つめていたけれど──

「陛下……よかった……」

　不意にそう言うと──もう堪こらえるの無理、とでも言うかのように、ぼろぼろと涙をこぼし始めた。緊張の糸が切れたのだろう。

「よかった……本当に……」

「ミュセル……」

　顔を覆って泣き出すミュセルに、ペトラルカは少し驚いたような顔をした。皇帝とメイド、自分達の間に身分や立場を超えた友情が育っていることについては、彼女も自覚していただろうけれど──

「すまぬ。心配かけたな、ミュセル」

「いえ……いえ……！」

「シンイチも──」

　そう言ってペトラルカは腰を曲げるようにして僕に顔を近づけてきた。

　無造作に身体に巻かれた布の下から、彼女の小ぶりな胸が見えそうになって、僕はドキッと──いやそうじゃなくてね？

「妾わらわが死ぬと思って焦ったか？　ん？　泣いておるのか？」

　にやにやと意地悪な笑い方をして皇帝陛下はそう尋ねてきた。

「な、泣いてないよ！」

　反射的にそう叫んで僕は首を振っていた。

　でも実際、僕は泣いている──泣いていたのだろう。認めたくないけど。恥ずかしい。いやもう、この場でのたうち回りたくなるくらいに恥ずかしい。

「泣いてなんかいないんだからね!?」

「さすがは慎しん一いちさん」

　少し離れたところで光流ヒカルさんが言った。

「正ヒロインも務まるほどの見事な、正統派ツンデレっぷりです」

「務めません!!」

　誰がツンデレだよ。

　悲鳴じみた声で叫ぶ僕を見て皆が笑う。

　ペトラルカは──

「ツンデレ……なるほどのう！　シンイチはツンデレか！　なるほど！」

　とかなんとか、特に嬉うれしそうだった。





第四章　そして此方と彼方は断絶する







　そこは練兵場──と呼ばれていた。

　単に木製の塀で囲まれているだけ、舗装すらされていない場所だが、野球場ベースボールフイールド程度──一辺百メートル前後の正方形、おおよそ一万平方メートルの広さがある。端には解体途中で放棄されたらしき仮設小屋も幾つかあった。

　もともとは日本の自衛隊が駐留していた場所であるらしい。

　だがすでに彼らはこの異世界から撤退しており、現在は入れ替わるようにして我々が駐屯している。さすがに〈ニミッツ〉の乗組員を含めて六千人近い人員が寝泊まりするには手狭であるから、主に通信機材の設置や武器弾薬の備蓄を目的に用い、半数は野営やこの帝都の宿屋を借り受けることで対処していた。

　要するに……現在、神しん聖せいエルダント帝国首都マリノスの練兵場は、我らがアメリカ合衆国の前線基地であると同時に、暫定的な大使館として機能しているということだ。

　私は──ジョージ・グレシャムは、自衛隊が解体しきれずに残していった仮設小屋の一つで寝泊まりしていた。

　一国の代理人である外交官が駐留するにはあまりに見み窄すぼらしい代しろ物ものだが、まあ、雨風が防げるだけ良いと考えるべきだろう。一緒に異世界入りした海兵隊員達の大半は、近くの森で野営中である。

　もっともこれはエルダント側の監視の目を逃れる意味合いもあるのだが。

　あちこちに散らばったうえ、運搬も移動も自由自在のテントで生活する者達の数は把握しにくい。千人ほどの海兵隊員のうち、百名弱が姿を消していたとしても、エルダント側は気がつかないだろう。

　何にしても現状、私に不満はない。

　むしろ何もかもが計画通りで実に愉快だ。

「……食べ物が薄味なのは不満だが」

　私はそんなことを呟つぶやきながら、現地調達の昼食を摂る。

　別にジャンクフードを常食にしていたわけではないのだが、バーガーキ●グやジャック・イン・ザ・ボッ●スのハンバーガーが無性に恋しくなってきた。

　なんとかしてトマトケチャップだけでも運ばせよう。あれは人類の発明の中で十指に入る偉大なものだ。人類の食卓があれでどれだけ豊かになったことか！

　そんなことを私が考えている──と。

「特使！　グレシャム特使！」

　慌てた様子で海兵隊員の一人が駆け込んできた。

「どうした？」

　私は顔をしかめて問うた。内容に不満があるとはいえ食事を邪魔されるのはいただけない。食事は、一日の活力を補給するために大事な作業なのだ。

「お食事中のところ申し訳ありません。ただ」

「なんだ？」

　私はナプキンで口元を拭いて立ち上がる。

　海兵隊員は小屋の入り口に立ったまま、しかし続くべき言葉を選びきれずに逡しゆん巡じゆんしているようだった。珍しいことだ。口の悪い連中が多いものの、だからこそ彼らが口を濁す場面というのを私はあまり知らない。

「……〈トロイ１〉参加の班から……連絡が途絶えました」

「どの班だ？」

〈トロイ１〉というのは神しん聖せいエルダント帝城占拠作戦の秘匿名である。

　もともとはＣＩＡの立案した作戦で、我々の手引きにより秘密裏に異世界入りした彼らの工作班が、現地の反政府勢力と接触、これを扇動すると同時に、海兵隊が武器供与と戦術指導をして実行する作戦だ。

　だが時間があまりなかったため──特にこちらの世界に存在しない銃器の習熟訓練にはあまりに時間が足りなかった──反政府勢力のみでやらせるには不安があったということで、海兵隊員も秘密裏に百名弱がこの作戦に現場参加している。

　異世界入りした海兵隊員の一割とはいえ、百名である。

　これを幾つかの班に分けて作戦に従事させていたわけだが──〈ニミッツ〉の乗組員からの報告で、こちらでは電波障害が予期せぬ状況で発生することは知っていた。班の一つや二つが連絡不能に陥ることは想定済みだ。

　しかし──

「……全員です」

　海兵隊員の返答に私は一瞬、言葉を失った。

　完全武装した百名弱の海兵隊員が、全員？　現地で調達した反政府勢力の数も入れれば三百名近いはずだ。それがすべて連絡を絶った？

「……全員、だと？」

　思わず聞き返す声が荒くなる。

「はい……」

「どういうことだ？　まさかラングレー組ＣＩＡの仕込みが不完全だったのか？　現地人どもが裏切ったとか？」

「いえ……そのような報告は入っていませんが」

　海兵隊員はやはり歯切れが悪い口調で言った。

「……その……海軍の……〈ニミッツ〉の乗員の大半とも……連絡が取れなくなっておりまして……実質的に……この『大使館』が孤立した状態に……」

「なんだと!?」

　それはつまり、我々が、この『大使館』周辺の兵士以外と断絶してしまったということか。

「通信機の問題ではないのか？　通信妨害をされている可能性は」

「無論、真っ先に調べました。ですが……」

　通信機の不調で連絡が取れない──という状況も初期にはあったそうだ。

　だがそれから数時間、現状は『大使館』周辺で調べる限り、通信機に問題はなく、普通に通信ができるという。少なくとも帝都周辺で通信ができない──という状況は起きていないと海兵隊員は報告してきた。

　要するに通信機が揃そろって故障したか、破壊されたか、さもなくばそれを扱う者達が通信機の側そばからいなくなったか──だ。

　無意識に私は舌打ちする。

　未開の蛮族と侮っていたが、まさか……

「残っている兵を集めろ。現状、連絡がつく者で最も階級の高い者は？」

「オコンネル大尉であります」

「ではオコンネル大尉を中心に部隊を再編制して、調査を」

　私はそう命じて、自身も城へと向かう準備を始める。

　だがそのとき──

「──？」

　何やら外が騒がしい。

　兵士達が何事かざわついているようだが──

「おい、次はなんだ!?」

　まだ何かあるのかと私は出入り口に立ったままの海兵隊員を押しのけて外に出る。

　そして──そこで硬直してしまった。

　何故なら、『大使館』警備の海兵隊員達を押しのけるようにして、奇妙な物体が三つばかりこちらに向けて『歩いて』くるのが見えたからだ。

　おおむね人型なのだが、背丈は二メートルを超すし、あちこちがまるで重機のように角張って機械じみている。大学生時代に彼女と観みに行ったＳＦ映画──確かキャメロン監督の『エイリア●２』だったか──に出てきた人型作業機械パワーローダーによく似ていた。

　いわば人型に組み直した重機を人間が着込むかのような──

「いったい、あれは何──」

　と言いかけて、私は口を閉じる。

　その人型機械を着込んでいる一人が、見知った相手だと気付いたからだ。正直、東洋人の顔は扁へん平ぺいで見分けがつきにくいのだが、重要人物ということで事前に渡された資料を何度も読み込んでいたから、見間違うはずがない。

「カノウ・シンイチ……」

　その名を呟つぶやきながら──私は舌打ちしそうになるのを、何とか堪こらえた。
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　謁見の間には煌こう々こうと灯あかりが点ともされていた。

　その中央にはまるで見世物のように、城の各所で捕らえられ、集められた〈憂国士団ベイドウナ〉の者どもの姿があった。いずれも武器を取り上げられたうえで、手足に枷かせを掛けられているが、それがなくとも連中に抵抗する気力はもうないようだった。

〈憂国士団〉の主張は本来、異世界の影響を完全に排斥することだ。

　つまり彼らは本来、異世界の力を借りるなど言語道断であったはずなのである。

　だが以前の一件で〈憂国士団ベイドウナ〉は徹底的に狩りつくされ、今や組織としては壊滅寸前になっていた。だからこそ節を曲げてまで──本来ならば自分達が追い出すべき異世界の者から、武器を借り、戦い方を教わるという屈辱を堪こらえて、今回の事を起こしたのだ。

　だがそれすら失敗に終わった。

　連中の落胆ぶりは正直、妾わらわの目から見ても気の毒なほどである。

　ちなみに〈憂国士団〉をそそのかし協力させていたアメリカ兵の姿はここにはない。すべてシンイチ達が連れていってしまった。

　で──

「ザハールは？」

　打ちひしがれた〈憂国士団〉の連中を横目で眺めつつ、妾は玉ぎよく座ざの横に立つガリウスにそう問うた。さきほどまでは妾と同様に寝間着姿だったガリウスであるが、もう妾と同様にいつもの衣装に戻っている。

「医師が手当てをしております。命に別状はない──とのことで。ですが、さすがに歳が歳ですので、回復にはそれなりに時間がかかるだろうと」

「そうか」

　思わず、妾の口から安あん堵どの息が漏れる。

　妾の両親が亡くなってからは、親代わりだった男である。彼が死んでいれば妾とて収まりがつかなかったであろう。少なくともこうして〈憂国士団〉の連中を憐あわれみの目で見ているような余裕はなかったはずだ。撃ったのはアメリカの兵だとしても、この連中もその仲間だったのだから。

　ともあれ──

「……あの。陛下？」

　若干、遠慮がちに声を掛けてくるのは、ガリウスとは反対側に侍はべっていたロロンである。

　ちなみに今のロロンは妾わらわの身代わり人形ではなく、大型の、本来は土木作業等に使う傀く儡ぐつを二体従えている。〈憂国士団ベイドウナ〉が暴れ出さぬように、にらみを利かせる形なのだが前述の通り、連中にそんな元気はもうなさそうだった。

「あの方はいったい、何を……？」

　とロロンが視線を向けるのは──謁見の間の片隅で、目を閉じて静かに座っている一人の娘だった。

　テレジアである。

　実のところ、妾も彼女の素性についてはシンイチから報告を受けた程度で詳しくは知らない。だが彼女がバハイラム王国に存在する〈竜の巣〉の管理人であることや、その〈竜の巣〉にあるカラクリがそもそものチョウクウカンツウロを造り出した原因であるという話が事実ならば──すべては〈竜の巣〉から始まったと言っても過言ではないだろう。

　そして、それならばすべてを終わらせることができる者も──

「ここから〈竜の巣〉と話をする、とさきほどは言っておったが……」

　答えながらも──妾は半信半疑だった。

　テレジアは魔力のような、見えない何かで、今も〈竜の巣〉と繫つながっているという。

　遠く離れたこのエルダントから、バハイラム国内にある〈竜の巣〉のカラクリを動かすことも可能なのだとか。

　そして──

「……テレジアとやら」

　妾の内心を見透かしたか──ガリウスがテレジアへと声を掛けた。

「本当にここから、例のチョウクウカンツウロを閉じることは可能なのか？」

　それは妾もまた抱いていた疑問だった。

　すべてがチョウクウカンツウロの開通で始まった。

　ニッポンとの接触、交流、そして〈アミュテック〉の創設、ニッポン文化の流入、シンイチの来訪、その他もろもろ──

　チョウクウカンツウロを閉じることができれば、アメリカもまた我が国に手出しはできなくなる。かの国の侵略行為を簡単に封じることができるわけだ。

　だが同時にそれはニッポンとの繫がりを絶つことにもなる。

　つまり──

「…………」

　薄うつすらと目を開くテレジア。

　彼女は我らをゆっくりと見回してから──唇の端をわずかにつり上げて、笑う。

「可能だ。ある程度まではチョウクウカンツウロを操れる」

　きっぱりとテレジアは断言した。
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　かつて自衛隊が使っていた練兵場は今や海兵隊の『基地』となっていた。

　そこに僕は城でのドタバタの後──小休止を挟んでからだけど、そのままの面メン子ツで向かった。下手に時間を置くと何か小こ狡ずるい言い訳やら証拠隠滅やらをされそうな気がしたからである。

『基地』の海兵隊員達は当初、僕らを見て銃を構え、立ち去るようにと命じてきたが僕らは『禁忌の鎧よろい』組三人を先頭に強引に進んだ。途中、何発か小銃で撃たれたけれども、いずれもが威嚇射撃で、防御力場を使うまでもなかった。

　おそらく表向きはまだアメリカは神しん聖せいエルダント帝国と事を構えていない、という形になっているので『現地住民』への迂う闊かつな攻撃は禁じられているのだろう。僕はともかくミュセルやエルビアは明らかに『現地住民』だし。エルビアがエルダントの民かと言われれば違うのだけど、まあその辺はおいといて。

　最終的にある小屋の前で僕らは例の人物──グレシャムを発見することになった。

「これはこれは。どうしたね？」

　と大仰な──いかにもアメリカ人ぽい仕草で驚きを表現しつつ、グレシャムは白々しくそんなことを言ってくる。表情は笑っているが、その碧あおい目は冷たい。僕らを警戒しているのだろう。まあ当然だ。

「返事をしに来ました。あなた達に協力しろって話の」

　僕は周囲を取り囲む海兵隊員達の視線を感じながら、ことさらに声を大きくして言った。

「答えはＮＯです」

「…………」

　グレシャムの表情は変わらない。

　もとより予測のうちか。まあそうだろうけど。

「むしろ、僕らは今から超空間通路を閉じることに決めました」

「──なに!?」

　さすがにこの一言でグレシャムの顔色が変わる。

　周囲の海兵隊員達の間にもざわめきが広がっていくのが聞こえた。

　よしよし。動揺してる動揺してる。僕は駄目押しとしてさらにこう言った。

「この世界に取り残されたくなかったら、今すぐ帰ってください」

　海兵隊員達のざわめきがさらに大きくなる。

　そりゃそうだ。海兵隊というのは何か紛争が起こればまず最初に現地に送り込まれる切り込み隊的な存在だが──彼らの多くは家族をアメリカ本国に残している。二度と帰れない、二度と家族に会えないと言われれば、さすがの猛も者さ達も動揺して当然である。

「……静かにしろ」

　グレシャムが唸うなるような声でそう命じ、海兵隊員達はすぐに静かになった。

「超空間通路を閉じる？　どうやって？　一いち時じ凌しのぎの噓うそなど我々には通用せんぞ」

「噓じゃありません。僕やテレジアがもともと〈竜の巣〉の各施設に対する管理権限を持っているという話は知ってますよね？」

「それはもちろん、だが、〈竜の巣〉はここから遠く離れた隣国の──」

「あっはっは。やだな。〈グローバルホーク〉だの〈プレデター〉だのを最初に開発して実戦投入したのはあなた達の国でしょ？」

「……!?」

　僕の言葉に一瞬、グレシャムの表情が強こわ張ばる。

「今じゃ兵器や施設のリモートコントロールなんて珍しくもない」

「ま……まさか」

「ここからでも充分に可能ですよ。通信回線を使えば。テレジアによれば、かなり詳細な制御もできるそうです。たとえば、思ったところに一時的に超空間通路を開くなんてことも」

　もっとも最終的な時空間の不安定さが増すので、回数や時間は限られてくるのだけれども。〈ニミッツ〉が転移してきた際のような、一時的、限定的なものであれば、数回、開くことができるそうだ。

　もちろん、細かな制限をグレシャムに説明してやる義理はない。

「何を──何を勝手なことを」

　グレシャムは尊大な──落ち着いたいつもの態度を取り繕って鼻を鳴らした。

「たかが一民間人、それも日本人が、世界の命運を左右するようなことを決めるだと？」

　割れ顎をぐいと突き出して、グレシャムは僕を見下ろす。いやまあ『禁忌の鎧よろい』を着込んでる僕は彼と身長が変わらないから、見下ろす姿勢ポーズもかなり無理矢理だけど。

　自分がまだ優位に立っていると信じたいのだろう。

　グレシャムは片手を上げて言った。

「貴様は我が合衆国の国益を損なう敵であると確定した！　我々は今後いっさい、貴様に容赦せず攻撃を加えることができる！」

「何をいまさら……」

「この男を捕らえろ！　生きていればいい！」

　周囲の海兵隊員達が一斉に銃を構える。

　グレシャムは『どうだ！』と言わんばかりのドヤ顔で言った。

「たかが日本人ジヤツプの餓鬼のくせに。大人を怒らせるとどうなるか、じっくり教育してやろう!!」

「教育する？　誰が？」

　僕は笑いながら言った。

　次の瞬間──




　──轟ッ！




　猛烈な音が練兵場に響く。

　何事かと周囲を見回す海兵隊員達の頭上が陰り、太陽を背にして巨大な影が幾つも幾つも降りてくる。咄とつ嗟さに銃を頭上に向ける海兵隊員はいたが、さすがに発砲するような迂う闊かつな者はいなかったようだ。

「なっ──」

「ドラゴン……！」

　海兵隊員達の動揺は正直、気の毒になるくらいだった。

　もちろん、彼らは日本政府から得た資料や〈ニミッツ〉の乗員の証言から竜の存在を知っていただろう。写真や映像といった資料もあったかもしれない。

　だけど良くも悪くも竜というのは創作物で何度も何度も、数え切れないくらいに描かれてきた存在だ。実写映画でも何度も登場している。だから自分達が直接相対しない限り、その現実として存在感を覚えることができなかったのだろう。

　ほとんど落下するように、どすん、と降りてきた五頭のドラゴンはテレジアが呼んだ個体だ。

　その背中には魔法兵を中心に、王国の兵士達が十名ずつ乗っている。

　しかも──

「まだまだ」

　と僕が言うや否や、飛来して上空を旋回するさらに十の巨影。

〈フェイドラ〉である。ロイクとロミルダ、それにその両親ズがガリウスから許されて管理していたドラゴン型ロボット（？）は、練兵場を睥へい睨げいする形で飛行中。中に一体、右肩が赤いのが交じってるけど、アレにロイクとロミルダが乗っているはずだ。

　さんざん、ヘリコプターでの急襲、降下作戦をやり込んできた海兵隊員なればこそ、これがどういう状況かはよく分かっているだろう。

　ちなみにテレジア配下のドラゴンは管理権限を持っている僕の言うことを聞いてくれるので、僕が命じれば彼らは一斉に『炎の吐息』で海兵隊員をなぎ倒すことができる。

　しかも着陸したドラゴン達は飛行の際に使う強電磁場を防御に回す余裕がある。

　おそらくドラゴン達が編み出す防御力場は、主力戦車ＭＢＴの戦車砲の直撃にすら平然と耐えるだろう。

　これに加えてドラゴンの背中の魔法兵達が風の魔法をいつでも発動させられるように呪文詠唱を途中で止めて身構えている。風の魔法を重ね掛けしていれば、軽量の小口径高速弾ならば、弾道をねじ曲げるのも可能だ。

　つまり海兵隊員達の主力である銃は役に立たない。

　かといってドラゴン相手に白兵戦を挑もうものなら、その尻しつ尾ぽで十じつ把ぱ一ひと絡からげになぎ払われるのがオチだ。

「ええとグレシャム？　もう一回言ってもらえますか？」

　僕はあえて意地の悪い笑みを浮かべて問うた。

「教育するって？　誰が？　誰を？　ああ、念のため、〈ニミッツ〉の乗組員や郊外で野営している海兵隊のところにも同じように兵隊を送ってますから。この辺、絶対君主の中央集権政治の強みですよね。皇帝陛下が命じれば動きが速い速い」

「……ッ！」

　グレシャムがようやくここでたじろぐような表情を見せる。

　海兵隊員達も同様である。アメリカ軍の中では特に実戦経験の豊富な連中だそうだけど、歴戦の猛も者さだからこそこの状況での迂う闊かつな抵抗がどういう事態を招くのか、よく理解しているのだ。

　さて。これで諦めてくれたらいいんだけれど……。

　僕はそう願うけれど、現実は虚むなしく。

「……餓鬼め」

　グレシャムは低い声で言った。

　恐怖とか動揺とかはその声からも顔からも感じられない。どうも事ここに至って完全に開き直ったっぽい。

「閉鎖したいならすればいい。だが我々は梃て子こでもここからは動かんぞ！」

　グレシャムの言葉に海兵隊員達の間でどよめきが広がる。

　いかに今回の特務外交官であるとはいえ、彼の個人的な意地に、自分達全員がつきあう義理はさすがにない──とでも思っているのだろう。

　グレシャムはそのまま練兵場の地面に座り込んでしまった。

　殺すなら殺せ、とでも言いたげだが──

「あ。助かります。そのまま、そのまま」

「──なに!?」

「全員、力ずくで帰ってもらいますから」

「どうやって!?　六千もの人員を一気に移動させることなど不可能だ！」

　グレシャムは正論を説いているつもりなのだろう。馬鹿を見るかのような目で僕を見ながら鼻を鳴らす。その様子がやっぱり滑稽で──僕は笑ってしまった。

「何がおかしい!?」

「いやぁ……」

　頰ほおを搔かいて苦笑しながら、僕はグレシャムを見下ろす。

「一字一句、予想通りだったもんで」

　僕のその言葉に、ミュセルやエルビア、光流ヒカルさん達までが──事前に僕の予想を聞いていた皆が、思わず噴き出すのを僕は背中で聞いていた。
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　我が国アメリカは世界最強の国家だ。

　地球上のすべての国家を先導し人類を輝かしい未来に導くには我が国は常にありとあらゆる面で最強でなくてはならない。未開の蛮族どもは言葉を尽くしても高こう邁まいな我らの理想を理解せず、頑迷な偏見に凝り固まった文明人とも呼べないような連中は、世よ迷まい言ごとを唱えて我らの邪魔をする。

　そうした愚昧な連中を教育してやるためにもやはり『力』が必要だ。

　それは愛の鞭むちであり、教育行為そのものであり、それゆえに、正しかるべき国家による正しかるべき『力』の行使は、問答無用に正義である。

　だから我が国はいかなる手段を用いても常に最先端を走り『力』を手に入れ続けねばならない。この異世界にあるという超未来技術……対つい消しよう滅めつ反応炉や、生物兵器製造施設といった技術の詳細を手に入れて、我が国は他国をさらに引き離し、大いなる『力』を手に入れるはずだった。

　なのに──

「…………」

　我々は練兵場と呼ばれる広場の真ん中に集められていた。

　周囲は醜い怪物どもと、愚昧な現地人どもによって固められていて、逃げ出すことができない。

　我々を包囲する連中の先頭に立つのは、あの日本人、カノウ・シンイチだ。

　あの小僧は小こ癪しやくにも現地人どもと手を組んで、我らを陥れた。

　挙げ句に我々を元の世界に送り返すなどと言い出した。

　本来ならば笑い飛ばしてやるべきなのだろう。

　超空間通路は狭く、海軍、および海兵隊を含めた、六千人ものアメリカ兵を彼一人の行動で送り返すなどおよそ不可能だ。不可能なはずだ。

　しかし──

「我々は梃て子こでもここから動かんからな！」

　そう叫ぶ私を無視して、何やらカノウ・シンイチの仲間が我々の周囲に木の棒で曲線を描いている。おそらくそれは我々を囲むようにした大きな『円』だ。

　だがあれはいったい何なのか。何のためのものなのか。

「おい、カノウ・シンイチ！　聞いているのか──」

　叫ぶ私に対し──しかしカノウ・シンイチはさきほどからずっと無言だった。

　言葉を探しているのか、策を練っているのか。その様子を不気味に感じるのか、勇猛果敢な海兵隊員達ですら不安げに顔を見合わせている。

　やがて──

「──あ」

　不意に、カノウ・シンイチが呟つぶやいた。

「準備できたみたい」

「準備……？」

　いったい何の準備だというのか？

　意味が分からず私は身構える。あるいは我々を送り返すというのは『死体にして』という意味か。そんなことをすれば間違いなく双方の世界の全面戦争に──

「それじゃ、御お達たつ者しやで」

　ひらひらと軽い仕草で手を振るカノウ・シンイチ。

　次の瞬間──

「──え」

　唐突に、何の脈絡もなく、いきなり、地面が──消えた。

「なっ……」

　なんだ、と言葉にする暇もない。

「なあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ!?」

　咄とつ嗟さに上げた悲鳴の尾を長々と引きつつ、垂直に落下していく私。

　周囲では同様に悲鳴を上げつつ落ちている海兵隊員達の姿もあるが、子細に観察している余裕などもちろん、あるはずもなく。

　なんだ、何が起こっている!?

　混乱するばかりで、状況が把握できない。

　その間にも我々の体は重力に従って落ちていく。

　──だが唐突に。

「──ッ!?」

　世界が反転した。

　上と下が入れ替わる。重力がいきなり向きを変える。

　これには覚えがあった。そうだ。あの超空間通路を通った際と同じ奇妙な──

「ぬおっ!?」

　さらに次の瞬間、私は勢いよく地面から飛び出していた。

　重力の方向は変わっても私の身体に働いていた落下の慣性はそのままだったからだ。

「う……ぐ……？」

　一瞬の浮遊の後、私は地面に投げ出された。

　露出した肌に、固い地面とチクチクしたような感触。目を開けると、自分が芝生の上に転がっていることに気付いた。

「こ、ここは……？」

　周囲には、同じように転がっている海兵隊員達の姿。地面に倒れ、折り重なるようにして転がっている者もいる。その中に私は、さきほど側そばにはいなかったはずの者達を──帝都の郊外で野営していた者や、〈ニミッツ〉の乗組員らしき者達の姿を見た。

「これは……」

　数えている余裕などなかったが、おそらくは──約六千名のアメリカ軍人達がここにまとめて放り出されているのだ。

　まさか、エルダントにいたアメリカ軍人のすべてを、奴は──カノウ・シンイチは一気に移動させたのか？　しかも超空間通路を使って？　我々の足元に超空間通路を出現させて？　我々が梃て子こでも動かないと言ったことを『助かる』と評したのも、このためか！

　ということは、ここは──

「──試合中断！　試合中断です!!」

　頭上から降ってきた英語に私は顔を上げる。

　明らかに肉声と異なる、機械的に増幅された声。

　そして我々が倒れている芝生もまた人工的なもので──

「我々の目の前で、いったい何が起こっているのでしょうか!?　突如としてたくさんの、これは兵士でしょうか、彼らが現れて──」

「──！」

　私は打ち付けた体の痛みも忘れて起き上がった。

　まず目に飛び込んできたのは、大観衆だった。いずれも驚きの表情を浮かべた人々の顔、顔、顔、顔、顔──数えきれないほどの観客達。おそらく万を優に超える人々が我々を見下ろしているのだ。観客席らしき部分はどこも人で一杯で、空席は見渡す限りどこにもない。

　そして──彼らの背後。

　そこに見慣れたものが──アメリカ人なら誰もが何度となく目にしているであろうものが見えた。

　野球のスコアボード。

「野球場ベースボールスタジアム……！」

　そこに出ている数字から、今は九回裏一対一という最終場面だと分かる。しかも両チーム名はどちらも、誰もが知る──熱狂的な支フ援ア者ンも多い強豪球団チームだった。

「う……う……」

　うめき声にふと目を向ければ、私のすぐ横で倒れている男の姿が目に入った。

　軍服を着ていない。それどころかスコアボードに書かれた強豪球団の名が入った制服ユニフオームを着ているではないか。もちろん、軍人ではない。選手だ。

　我々が飛び出してきたのに巻き込まれたのか。

　やはりここは──

「アメリカの……メジャーリーグ？」

　そう気付いた瞬間……頭上から何かが降ってきた。

「なっ!?」

　ぽこん、と間の抜けた音を立てて私の頭にそれは当たって落ちた。

　痛くはない。痛くはないのだが──これは。

「…………」

　拾ってみると空の紙コップだった。

　これを合図にしたかのように──観客席から一斉に、次々とモノが投げ込まれ始めた。

　空の紙コップを初めとして、ホットドッグの包み紙、雑誌、挙げ句に瓶、ポップコーン、その他もろもろ……投げられるものなら何でもといった感じだった。中には靴だのボールペンだのも混じっていたが、いったい何のつもりか。

「や、やめ──」

　咄とつ嗟さに私は両腕を持ち上げて頭上で交差して叫ぶ。

「やめろ、我々は──」

　しかし私の釈明の声は、猛烈に膨れあがるブーイングに押し潰された。

「いったいなんなんだ!?」

「ふざけんな！」

「この場面で！」

　投げつけられる大量の罵声。万を超える客が一斉に上げた声が、音の高波となって私達に押し寄せてくる。もちろん、紙コップだの何だのの投げ込みも継続中だ。

　私は──私と一緒に強制送還された兵士達は慌てて逃げ惑うが、観客の怒りは収まらず、攻撃はやまなかった。むしろ罵声は大きくなり、球場のアナウンスが懸命に宥なだめるものの、観客達はほぼ全員が立ち上がって我々を責めていた。

　やがて──誰かが投げた、コーラの瓶が私の後頭部を直撃。

　一瞬にして視界が揺れて、暗く閉じていく。

「何が……どうなって……」

　気を失いながら呟つぶやく私。

　…………

　その日──私ことジョージ・グレシャムと、アメリカ海兵隊千人、アメリカ海軍五千人が突如として球場を占拠したことにより、今季のメジャーリーグのワールドシリーズ優勝決定戦が最大の山場の最中に潰れてしまった。

　当然、観客は激怒。

　しかもその様子が全世界にテレビ中継されてネットでも大炎上──アメリカ政府が国民への釈明ともろもろの対応に追われて大変な状態であると我々が知るのは、翌日のことであった。
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「──良かった。上手くいったみたい」

　すでに元の硬い地面を取り戻している練兵場を眺めながら僕は言った。

　同時に『こちら側』の六ヵ所を、『あちら側』の一ヵ所に繫つなぐというかなりの荒技だったわけだけど、とりあえずは問題なくグレシャム達を送り返せたようだった。

　もちろん、また超空間通路に飛び込んでこられても困るので、すぐに閉じたけど。

　そういえば『あちら側』の繫ぐ先は特に僕から指定しなかったけど、どこに送り届けたんだろうか？

　その辺の細かい調整はテレジアにお任せだったんだけども。とりあえずはアメリカの都市部で、広い場所に繫ぐと言っていたから、グレシャム達が帰還したとたんに溺れ死んだり焼け死んだりするようなことはない──はず。

　ちなみに本来の、僕らが──というより的まと場ばさんが利用していた方の超空間通路の方も一時的に閉鎖中。せっかく『あちら側』に戻したアメリカ軍が、またアレを通って押し寄せてきたら元も子もないからだ。

　とりあえずは上手くいった。本当に。

　ただ──問題が一つ。

　もともと超空間通路の開け閉めには制限があった。

　すでに〈竜の巣〉の対つい消しよう滅めつ反応炉を休止状態にしている関係で、装置へのエネルギー供給はほぼ止まっている。現状の超空間通路への干渉はいわば過去の反応炉暴走時の『余熱』を使った程度のものでしかない。

　きちんと制御できるのはおそらくあと一回だ。

　つまり──

「──慎しん一いち君！」

　突然僕は名前を呼ばれて振り返る。

　慌てた様子で、エルダントの兵士達をかき分けつつこっちに走ってくるのは──的まと場ばさんだった。そのすぐ後ろには自衛隊員が二人。おそらく的場さんの護衛役だ。

　的場さんは僕のすぐ目の前まで走ってくると、呼吸困難に陥っているかのように肩で息をする。まあもう若くないんだから走ったらそりゃそうなるよね。

「あれ？　ひょっとしてずっと走ってきたんですか？」

「まさか。羽車だよ」

　的場さんとそんな話をしながら、僕は周囲を見回す。

　少し離れたところにブルークがいるのが見えた。僕と目が合った彼は、軽く会釈してくる。僕もお礼の代わりに片手を振った。

「慎一君、どういうこと？」

　と尋ねてくるのは美み埜の里りさんだ。

　そういえばこの辺のことは彼女に話してなかったっけ。

「屋敷を出る前に、ブルークに的場さんがいたら連れてきてもらうよう頼んでおいたんです。もしこっちにいるなら、超空間通路の方にいるんじゃないかなって思ってたんですけど、合っていてよかったです」

　超空間通路を閉鎖するその瞬間に、的場さん達が中にいたらまずいからだ。

「一度城へ行ったんだけど、君達は城ではなくこっちにいると聞いてね。いや、しかし、まさかアメリカがあんな強引な真似をするとは……」

　と的場さんはハンカチで額の汗を拭きながら言う。

　だいたいの事情は、ブルークか誰かから聞いているらしい。的場さんがやたらに疲弊したように見えるのは、単純な移動や運動で疲れただけでなく、今回の事態で精神的にも疲れたからだろう。

「無事終わりましたよ。アメリカ兵達も全員、現代へ帰しました」

「いったいどうやって……」

「超空間通路をアメリカ兵の下に出現させたんです。こっちの世界にいたアメリカ兵全部、ちゃんと送りましたよ」

　と僕は指先を右から左へと振って見せた。

　実際には上から下だか下から上だかの移動なんだろうけど、それはさておき。

「君がかい？」

「いえ。テレジアに頼んで」

　細かい操作と調整はやはり彼女でないと無理だ。

　彼女は今、城の方にいるはずだけど──

「テレジアによると、対つい消しよう滅めつ反応炉を休止させているので、もう装置をまともに動かせるのは後、一度だけだそうです。対消滅反応炉を再稼働させられるかどうかも分かりませんし、要するにこれが『あちら側』に確実に帰れる最後の機会ってことで」

「…………」

　的まと場ばさんは一瞬、困ったような表情を浮かべていたけれど。

「私をここへ連れてきたのは……そのために？」

「的場さんはこっちに残る気はないでしょ？」

「そりゃまあ、そう──だが。慎しん一いち君、君は……」

「聞いての通りだよ」

　僕はそして背後にいる皆を──『あちら側』の生まれの皆を振り返った。

　美み埜の里りさん、光流ヒカルさん、そして礼れい人とさんだ。

「帰る人は急いでくださいね」

　三人は顔を見合わせ──それから。

「せっかくのファンタジー世界だってのに、観光もできなくて残念だよ。獣耳のねーちゃんとか、エルフのねーちゃんとかといちゃいちゃするとか、いろいろ夢が広がりまくりだったんだがなあ」

　そう言って頭を搔かきながら前に出たのは礼人さんである。

「すみませんね。それからいろいろありがとうございました」

「こっちこそ。貴重な経験させてもらえて楽しかった」

　片手を上げた礼人さんは僕らにそれぞれその手を振ると、改めて練兵場の地面に描かれた円の中に入っていく。

「ちなみに、こっちに来るときはエレベーター？　ゴンドラ？　使ってたけど、これってどうなるんだ？」

「一応、途中まで重力が働くみたいですし、慣性で地面に放り出されるかと」

「時空の狭はざ間まを永遠にさまようとか、そういうことにはならねえってわけだな」

　腕を組んで礼れい人とさんは唸うなる。

「それはそれで燃えるんだけどな。さまよえる日本人フライング・ジヤパニーズ──みたいな感じで」

　本当、何言ってんだかこの人も。

「私達も行くよ」

　的まと場ばさんが呟つぶやくように言ってきた。一緒にいる自衛隊員二人ももちろん、帰るつもりだろう。三人は礼人さんと同様に円の中に入りながら──的場さんが、肩越しに僕を振り返ってきた。

「慎しん一いち君、君は帰らないのかね？」

「……的場さんも、今までありがとうございました」

　僕は曖昧に笑って答えず、とりあえずそう礼を言った。

「こちらこそ。オタクというものはよく分かっていなかったし、オタク作品も、未いまだに分からないことだらけだけど……」

　それから的場さんはしばらく、言うべき言葉を探していたようだけど。

「そうだな。君達と仕事ができたことは、まあ……楽しかった」

　そもそも……オタクでもなんでもない的場さんからしてみれば、オタク作品で異世界侵略なんて、寝耳に水だっただろうし、分からないことだらけだっただろう。だからこそ僕や光流ヒカルさんが選ばれた。

　的場さんは的場さんで、きっと僕らみたいなオタクと日本政府の間で板挟みになって苦労したはずだ。僕らの側からすれば、半ば裏切られたような形になったこともある。でも最終的に的場さんは文句も言わず、偏見も差し挟まず、自分のすべき仕事を淡々とこなしてくれるようになった。彼がいたから僕らは好き勝手に文化交流ができたのだ。

　間違いなく功労者の一人である。

　そして──
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「──皇帝陛下」

　呼ばれて妾わらわは顔を上げた。

　場所はさきほどと同じ謁見の間だ。

　すでに〈憂国士団ベイドウナ〉の者どもは城の兵士達が連れていき、今は妾とガリウス、他数名の姿しかない。そして──少し離れたところからテレジアがこちらをまっすぐ眺めていた。

　機械の身体に心を移し、時代を超えて蘇よみがえったその女軍人。彼女は、肩越しに親指で練兵場のある方角を指して見せた。

「じきに最後の超空間通路が開く。だがこれは長く開いていられない。また次に開けるかどうかも分からない。だから事実上これが、ニッポンとの最後の行き来だと理解してくれ」

「もちろん、承知しておる」

　傍かたわらのガリウスが何かもの言いたげな視線を向けてくるのが分かったが、妾わらわは無視して強い口調で言った。

「何をいまさら？」

「止めるなら今のうちだって話だよ。あいつ、向こう側の家族からの映像メッセージ受け取ってたんだろ？　里心がついても当然──」

　テレジアは肩を竦すくめて言った。

「止める？　誰をじゃ？」

「…………ま、それならそれで、いいけどよ」

　とテレジアはまた肩を竦めて笑った。

「立場があるってのは辛つらいもんだよな、皇帝陛下」

「…………」

　まったくどいつもこいつも。

　黙り込んだ妾の肩に手を置いてくるのはガリウスだ。

「陛下が向こうに行かれるという選択肢もあります」

「……それでお前が皇帝か？」

「まあ順当に行けば」

「妾をニッポンに追い出せば、無血で帝位を手に入れるのも可能か。まったく……油断も隙もない奴じゃな？」

「お褒めの言葉と受け取っておきます」

　言って妾はガリウスと苦笑を交わす。

　もちろん──ガリウスは本気で妾から皇帝の座を奪うつもりはなかろう。そういう野望があったのならばとっくに実行に移していたはずで、だから、ガリウスの今の言葉はむしろ、『自分という予備がいるのだから、皇帝云うん々ぬんの立場は気にせず、お前は一人の娘としてやりたいようにやればよい』という意味だった。

「別れはとうに済ませた」

　妾は呟つぶやくように言った。

「今は彼奴きやつの決断を鈍らせぬように離れたところから見守ってやるのみじゃ」

「ご立派です。陛下──いや、ペトラルカ」

　わずかに腰を屈かがめたガリウスが微苦笑を浮かべてそう囁ささやいてきた。
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「──シンイチ様」

　ミュセルに名を呼ばれて振り返ると──紫の目に一杯涙を溜ためた彼女の姿を僕は見ることになった。ぎりぎり耐えているけれど、簡単な一押しで号泣しそう、そんな雰囲気が伝わってくる。

　僕は改めて目の前の『穴』に目を向けた。

　練兵場の地面に描かれた『円』にそって作り出された最後の超空間通路。

　一応、東京に──新宿御ぎよ苑えんに繫つないでもらっているはずなので、このまま飛び込んでも特に問題はないはずだ。すでに礼れい人とさん、的まと場ばさんと護衛の自衛官二人の姿はその中に消えて、ない。

　残るは僕と、光流ヒカルさんと、美み埜の里りさん、の三人だ。

　テレジアと事前にした打ち合わせでは、この超空間通路が閉じるまで残り時間は後──二分だ。『禁忌の鎧よろい』の防御力場に秒読みの数字が百分の一秒単位で出ている。

　そうこうしている間にも残り時間は百十秒。

　それは光流さんや美埜里さんも分かっているはずだ。

　そして──

「ミュセル」

　僕は今度はきちんと彼女に向き直って言った。

「いろいろ今までありがとう」

「シンイチ様──」

「本当、君がいてくれたから僕はこっちの世界で頑張れたんだよ。感謝してもしきれない。いや。それだけじゃないよ。僕のこと、必要だ、大事だって言ってくれたの、たぶん、君が最初で──だから、なんていうか、僕にとっては唯一無二の女ひ性とで」

　ああ、なんか照れるな。

　こういうときくらいはしれっとかっこいいこと言えれば良いのだけど。

　なんだかんだでやっぱり僕は駄目なオタクのままで。

　だから──

「だから本当にありがとうミュセル」

　僕は超空間通路に向かって一歩下がりながら言った。

「君が好きだ。大好きだよ」

　残り時間は五十秒。

「それから──」

「シンイチ様……！」

　ミュセルが飛び出してきた。

　……ってちょっと!?

　慌てて僕は彼女を受け止める。二人とも『禁忌の鎧よろい』を着たままだったので、がちんがちんと壮絶な音がして、抱擁と呼ぶにはかなり疑問が残る感じだったけれど。

　僕は一歩退ひいた程度で停まった。

「ミュセル……」

「どうか、どうか私も──」

「…………いやまあ、そういうわけだから」

　僕は溜ため息いきをついて言った。

「これからもよろしくね？」

「……え？」

　大粒の涙がこぼれ落ちる目を瞬しばたたかせてミュセルが声を漏らす。

　ちょうどその瞬間、僕のすぐ後ろで超空間通路が閉じる気配があった。

「…………」

　振り返って見ると、ぽっかりと空いていた穴なんて初めから存在していなかったかのように、平へい坦たんな地面が広がるだけだ。

　視線を横に転じてみると、相変わらず光流ヒカルさんと美み埜の里りさんもそこにいる。むしろ二人は面白いものでも見物するかのように僕とミュセルを眺めていた。

「あ……あの……シンイチ様……」

　ミュセルが呆ぼう然ぜんと緩んだ表情で僕の顔を見上げてくる。

「お帰りにならなくて……よかったのですか？」

「帰ると思った？」

「…………はい」

　ミュセルは目を伏せて言った。

　まあ僕もそうとられかねないような──最後の別れっぽい言い方をしたわけだけどさ。

　僕は改めて『禁忌の鎧よろい』を解除して脱ぎ、ミュセルにもこれを脱がせる。

　分解収納されていた僕らの服が再び復元されて、いつもの可愛かわいいメイドさん衣装のミュセルが僕の前に立つ。やっぱりミュセルはこの格好がよく似合う。

　僕は照れ隠しに頰ほおを搔かきながら──言った。

「……家族から届いたメッセージビデオ、あったじゃない？」

「はい。ですから……てっきり……」

　里心がついて僕が日本に帰っちゃうのだと思ったらしい。

　実際、日本政府が礼れい人とさんにわざわざあれを持たせて送り込んだのは、そういう効果を狙ってのものだっただろう。強制的に連れ帰るのが難しいのなら、自発的に帰ってくるように、搦からめ手てというか泣き落としというか、そういう手段に訴えよう──と。

　しかし……

　僕は生粋のオタク加か納のう慎しん一いちで、僕の家族は加納慎一の両親であり妹なのだ。

　だから当然──

「僕もてっきり、帰ってこいとか言われると思ったんだけどさ」

　言いながら僕は苦笑する。

　あのメッセージビデオを撮るにあたって、一応、日本政府は異世界のことや、ミュセル、ペトラルカ、エルビアのことなども、きちんと本当のことを説明したらしい。両親はすごく驚き、妹は呆あきれていたみたいだった。

　そして──

「『帰ってきたいなら帰ってこい。だがお前もオタクなら家族がどうのとか社会がどうのとか常識がどうのとか──つまんないこと言ってないで、いちばん萌もえる嫁に一切合切すべてを捧ささげるくらいの甲か斐い性しよう見せろ』とか言われて。いやもう、ひどい親だよね。そこは普通に『帰ってこい！　ここがお前の家なんだ！』とかなんとか言うべきでしょ」

「……は……はぁ」

　ミュセルは驚いた様子で目を瞬しばたたかせていたけれど。

「でも……すごく……『らしい』気がします……」

「かもね」

　と僕は笑った。

　それから僕はミュセルの手を摑つかんだ。

「シ……シンイチ様……!?」

　ミュセルが──エルフの血の特徴である尖とがり耳みみの先まで真っ赤っかになる。手を繫つないだことなんて今まで何度もあったはずだけど、まるで、初めてそうするかのように照れて、恥ずかしがって、あたふたと視線をさまよわせて。

　ああ。もう本当に可愛かわいいなあこの子！

「まあその……ええと」

　ここまでやっといて──と言われそうだけど、ここから先の言葉がどうにも出てこない。

　はいはい。ヘタレですよ。しょうがないじゃん。駄目オタなんだから。

「僕の──その……よ……よ……」

「…………よ？」

　首を傾かしげるミュセル。

　真っ赤になりながらも、彼女は僕の言葉を待ってくれている。

　言え。言うんだ加か納のう慎しん一いち。今だ、今こそ告白だ、告げろシンイチ、言え言えシンイチ、言うぞ怪傑……いやそうじゃなくて。

　僕の二次──いや、二次はいらない、僕の嫁になってくださいと！

「──ああもう苛いら々いらする！」

　と叫んだのはもちろん、僕でもミュセルでもなくて。

　横で僕達を眺めていた光流ヒカルさんだった。

　彼は地団駄を踏むようにして僕達のところにやってきて──

「この期に及んで何を恥ずかしがってるんですか、貴方あなたは！　いいから早くがっつり告白しなさいよ!?」

「ちょっ……な、なんだよ、光流さんこそ！」

「私がなんなんですか!?」

　若干、光流さんがたじろいだように見えて僕は確信した。

　そうか、やっぱりか、よっしゃ、見切ったッ！

「エルビアに告──」

「黙りなさいこのヘタレオタ!!」

「へ？　アタシがどうかしたっすか!?」

「なんでもありません！」

「いやでも今、アタシの名前──ヒカル様？」

「順番で言えばどう考えてもまず慎一さんの問題を片付けるべきでしょう！　私の告白はその後でいいんです！」

「告白？　え？」

　などと、光流さんとエルビアを巻き込んでもう無茶苦茶。

　浪ろ漫まんの欠片かけらもありゃしないわけで。

　まあでも僕ららしいといえばらしい──

「でも、あの、ヒ、ヒカル様も……帰らなくてよかったんすか……？」

「帰ってほしかったんですか？」

「へ!?　ち、違うっすけど！」

「帰るつもりがあるなら、この体でここに来ていませんよ」

　そう言われて僕らは、光流さんの体が今も義体アバターであることを思い出した。綾あや崎さき光流本人の身体は屋敷に残されたままだろう。となるとこの義体だけ超空間通路に飛び込んでも意味はない。

「ミノリ様も──」

　とミュセルが苦笑したまま僕らを眺めている美み埜の里りさんを見て言った。

　そう。彼女もまた残ったままだ。

　こっちにはＢＬがないというのに。いったいどういう心境の変化なのやら。

　まあ彼女は『あちら側』に家族も親戚もいない天涯孤独の身の上だそうだから、僕らに比べるとこっちに残るハードルは低かったのかもしれないけれど。あ。でも自衛官なんだから命令違反になったりするんだろうか。退職届とか出したのかな？

　そんなことを考えていると──

「ミノッ、ミノリぜんぜええええ！」

　と、突如そんな声が聞こえてきた。

　振り向くと、先の的まと場ばさんと同様、周囲のエルダント兵達をかき分けるようにして、凸でこ凹ぼこコンビ──もとい、長身の少年と短たん軀くの少女が駆け寄ってくるのが見えた。

　言うまでもなくロイクとロミルダだ。

　ロイクは半泣きの状態で美み埜の里りさんに駆け寄った。

「帰らなかったんですか!?　よかったんですか!?」

　美埜里さんが好き好き大好きなロイクとしては、彼女が帰らなかったことについては純粋に喜んでいた。だがロイクは美埜里さんの趣味嗜し好こうをよく知っているわけで──

「もうこっちの世界にＢＬないんですよ!?」

　とロイクの隣でロミルダが代わりにそう言った。

　何やら彼女は困ったような、弱ったような、複雑な表情である。ロイク同様に手放しで美埜里さんがこちらに残ったことを喜んでいないというか──素直に喜べていないというか、そんな感じだった。

　ああ。これはあれか。

　美埜里さんがいなくなったらロイクが自分に振り向くんじゃないかとかそんなふうに思ってたわけか。もちろん、ロイクの話を別にすれば、ロミルダも美埜里さんのことが大好きで、だから喜びたいけど喜べなくて、でもってそんなふうに思う自分がまた嫌でどうにも……って感じか。複雑である。

「あー、まあ、ねえ」

　と美埜里さんが困ったように──でも少し楽しそうに、笑う。

　その笑顔に後悔の色は見えなかった。

「ＢＬは誰かに描いてもらえばいいしね」

　まあ確かにエドアルドの小説やキャナルの漫画等々──この世界でも『描き手』は徐々に育ちつつはあるけれど。だからってある意味、極致というか極端というか、そういうＢＬの市場が熟成するのってしばらくかかりそうな気もするけど。

「それにほら」

　美埜里さんは人差し指を立てて言った。

「私には慎しん一いち君とガリウスさんの今後を見守らないといけないって使命があるから」

「ないですから！　そんな使命ないですから！」

　思わず突っ込む僕に──美み埜の里りさんを含めて、その場にいるみんなが笑った。

　そして──

「おい、ロミルダ。なんだよその顔」

「何だとは何よ？」

「ミノリ先生達が残ってくれたこと嬉うれしくないのか!?」

「う、嬉しいわよ！　でも」

「でも？　でも何だよ？」

「何でもないわよ！　別にミノリ先生が帰ったらロイクがこっちを振り向くんじゃないかとか思ってないから！」

「──え？」

「──え？」

　思わず聞き返す皆と──きょとんと目を瞬しばたたかせるロミルダ本人。

「ち、ちちち、違！　わ、わわ、私は別にこんな奴のことなんてどうでもいいし！　本当に！　す、好きなんかじゃないんだから！」

　おお……なんて立派なツンデレでしょう。

　真っ赤になって喚わめくロミルダに、さすがのロイクも顔を赤らめて──

「い、いや、あの、それは……」

　僕に言えた義理じゃないけど、あんだけ一緒に行動していてみじんもロミルダの気持ちに気付いてなかったんかい、君も。

　まあそこが微ほほ笑えましいというか甘酸っぱくていいんだけども！

　しかし何この告白大会。

　僕のミュセルへ告白する勢いというか、場の空気を借りてって感じか。あれだな。卒業式で先輩に告白する後輩とかそんな。

　まったく僕にどうこう言えた義理じゃない人ばっかである。

　でも──

「……シンイチ様」

　囁ささやくように言ってミュセルが僕の隣に寄り添ってくれる。

　彼女の手が僕の手を握ってくるのを感じながら、僕は言った。

「えっと、僕の嫁になってください」

「…………はい……！」

　お互いにドタバタするロイクとロミルダを眺めながらで、互いの顔を見ながらではないのだけれど──若干の照れはまだ残っていたけれど。

　ここに残って良かった。本当に良かった。
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　僕のいるべき場所はここだ。今こそ本当にここが僕の居場所になった。

　今度こそすんなりと僕は──そう思うことができたのだった。





[image: ]






　手持ち無沙汰だった私、的まと場ば甚じん三ざぶ郎ろうはふと──窓の外へと目を向けた。

　気け怠だるくも優しい橙だいだい色いろの光が事務所内に差し込んでくる。

　私は目を細めながらも窓の向こうの風景を見み遣やる。遠くに幾つも建ち並ぶビル群と、その間を埋めるように生い茂る緑……目に映るのは見慣れた東京の、それも永なが田た町ちようのそれだ。

　この『常識的な』景色を見ていると、異世界の出来事がすべて夢だったのではないかとさえ思えてくる。

　あれだけ、あちらとこちらを行き来して、防衛省だ文化庁だと、さまざまな部署と折衝して、もろもろの品を手配して──とやたらに忙しかった日々から一転、退勤までの退屈な時間を持てあますような閑職へと回された今だからこそ、よけいにそんな気持ちになるのかもしれない。

　今では頻発する揉もめ事ごとに神経をすり減らすこともなく、のんびりと給料泥棒の汚名を被かぶり続つづける日々だ。

　あれから──およそ半年。

　超空間通路は閉じられて消滅し、頻発していた地震も噓うそのように起きなくなった。

　超空間通路閉鎖直後こそ、いろいろと日本とアメリカの間であったが……あまりにもお互いに決まりが悪いというか、面目の立たない出来事であったため、すったもんだの挙げ句、異世界の存在自体がなかったことになった。

　そうしてすべては元通りに動き始めた。

　世界は今日も退屈で平和でそして孤独である。

　いや……国民の大半がこの日本の片隅で繫つながっていた異世界のことなど最初から知らぬままで、元通りも何もない。多くの者にとっては何ら変化のない退屈な日常のままだったことだろう。

　──数名の日本人がこの地球上のこの時間から消えてしまったことを除けば。

　そう。最初に『たとえいなくなっても世間に影響が出ない人間』を私は選んだ。だからこれは当然の結果だ。これからも日本では、平和という名の永い永い倦けん怠たいと停滞の時間が流れていくことだろう。

　それが本来の姿であるとでもいうかのように。

「…………異世界……か」

　やはりあれは──もろもろの出来事も、彼らの存在も、すべて幻だったのかもしれない。代わり映えのしない景色をぼんやりと眺めながら、しかし、その幻をひどく懐かしんでいる自分に、私は気付いていた。





終章　萌える侵略者







　そそり立つビルとビルの谷間を私は必死に駆けていた。

　できるだけ人目につかない細い路地を選んだうえ、物陰から物陰へと縫うようにして。

　だが分かっていた──何もかも無駄だということは。

「はっ……はあっ……はあっ……はっ……」

　追う側は大人数だし、いろいろと小道具を持っている。犬を使っている場合もある。何より彼らは私のような獲物を狩り慣れていた。『犯罪者を狩る』という大義名分を掲げて何でもやり放題だ。豊富に経験を積んだ奴らは本当に厄介だった。

「はっ……はっ…………はあっ…………」

　駄目だ。もう走れない。

　私は目に付いた裏路地へと飛び込んだ。ひときわ細いその路地ならば追っ手をやり過ごせるかもしれないと思ったのだ。万に一つもそんなことはないと……分かってはいたけれど。

「これだけは……これだけは……！」

　私は腕に抱いていたそれを強く抱きしめた。

「これだけは……守らなきゃ……！」

　それは薄っぺらい冊子だ。

　オフセット印刷の──同人誌。

「絶対にこれだけ……は……！」

　私の呟つぶやきに被かぶるようにして銃声が鳴り響いた。

　先日の国会で、文化庁が指定した思想犯に関しては現場の判断で射殺を許可するという法案が可決された。文化警察の連中は大手を振って腰に銃を提さげ、当然とばかりにオタク達を撃ち殺し始めた。

　どうしてこんなことに……古参の活動家達はそう言ってよく嘆いていた。

　彼らはまだ日本が平和だった時代、自由に好きな作品を論じ、同人誌を作れた時代を知っているのだ。アニメは大人向けから子供向けまで毎週百本以上が放送され、漫画も数えきれないほどの作品が出版されていたという。中には漫画のような挿絵を付けて、冒険活劇や恋愛を描いた小説──ライトノベルと呼ばれるものもあったのだとか。

　オタクにとっての黄金時代。

　永い永いそれは──しかしある年を境に唐突に終了した。

　日本とアメリカの関係がこじれ始めたのをきっかけに、左派の議員が台頭し……彼らは覇権主義を唱えて支配域を拡大していた中国に、この国を売り渡したのだ。表向きは経済協力だの何だのと適当な理屈がついていたけれど、気がついてみればわずかに十年あまりで日本は中国の属国と化した。

　結果──表現活動は大幅に規制され、公に制作を許された政府賛美の作品以外は厳密に取り締まられることになった。同時に過去に大量に蓄積されていたこの日本のアニメや漫画や小説やゲーム……それらはすべて警察によって没収され、焼き払われた。二十一世紀の焚ふん書しよ坑こう儒じゆだと政府の横暴に異を唱えていた人達も、残らず逮捕、あるいは殺された。

　この国のオタク文化はもう死んだも同然だ。

　だけど……細々とそれらを隠れて保存し、後世に伝えようとするオタク達がいた。

　彼らは隠語として『活動家』と呼ばれ、二十一世紀前半まで大量に作られていたもろもろの作品を保存し、あるいは再現し、奪還し、そして同人誌を作ってそれらの作品の素晴らしさを訴えようとした。

　私の腕の中にあるのもそんな中の一冊だ。

　作品への愛と情熱が詰まった貴重な同人誌。今の時代にオフセット印刷をするのは、銃器や麻薬を密売するのよりも難しいだろう。それでも抑え難い気持ちで活動家達はこれを作り、志を同じくする者達に届けてきた。

　萌もえは本能だ。

　私のようなオタク黄金時代を知らない小娘ですら、偶然ながらそうした同人誌を見て、かつての漫画を、アニメを、小説を、ゲームを知って、心が震えた。これが見たかった。これが読みたかった。本当にそう思ったのだ。

　だから私は、地下で秘密裏に行われていた同人誌即売会へ初めて参加した。

　そこでは日頃、弾圧されたオタク達が集まり、好きなものを誰憚はばかることなく好きだと主張し、萌えを、燃えを、自由に語り合っていた。

　私はそこで旧ふるいアニメを題材にしたＢＬ同人誌を一冊買った。

　ちなみにその同人誌の描き手はすでにこの世にいないという。『不自然な恋愛を扇動し国家に貢献しない価値観を流布した』という理由で逮捕された末に、獄中で死んだと聞かされた。かろうじて実家の部屋に残されていた原稿を、友人の活動家が本にしたのがこの同人誌なのだという。

　私は泣いた。

　萌えは死なない。作者がたとえ滅びようともその心は受け継がれていく。この私が同人誌を手にしたように。いかに弾圧されようとそれは人間の本能に根ざす根源的な欲求だ。

　しかし……




『──逃げろ！　手入れだ!!』




　文化警察の武装教化部隊が突入してきて同人誌即売会は阿あ鼻び叫きよう喚かんの戦場となった。

　どこをどう逃げたのか分からない。

　ただ気がつけば私は一冊だけ買ったＢＬ同人誌を胸にこうして走っていたのだ。

　他の人達はどうなっただろうか？　彼らが必死の想いで作った同人誌は、すべて没収されて焼かれてしまったのだろうか？　復刻された抱き枕は？　キャラストラップは？　コスプレ写真集のディスクは？

　みんなみんな……焼かれてしまったのだろうか？

「うぅ……」

　半泣きになりながら、私は同人誌を抱き締めて震えることしかできない。

　無力だ。どうしようもなく無力だ。

　私はゴミ箱の陰で己の不ふ甲が斐いなさを呪った。

　そのとき──

「──いたぞ！」

　叫び声がビルの谷間に響く。

　愕がく然ぜんとして顔を上げると、文化警察の武装教化部隊が銃を手にこちらに走ってくるところだった。

　駄目だ。とても逃げきれない。

　命が惜しければ連中の目の前でこの同人誌を破り捨てて火を点つけるしかない。そうして二度と萌もえだの受けだの攻めだのリバだのを口にせず、清潔で品行方正な人生を送りますという誓約書を書いて、強制労働を数年間こなすしかないのだ。

　しかし──

「……っ……」

　私は唇を嚙かみ締しめ、せめてこの同人誌だけは守ろうと身を丸める。

　無駄と分かっていてもそうせざるを得なかった。心の奥底からわき出てくる衝動がそれ以外の選択を私に許さなかったのだ。

　駄目だ。殺される。

　私は覚悟を決めて──

「…………？」

　──しかし。

　何も起こらない。文化警察の警官達はいつまで待っても私に手を掛けてはこなかった。

「なん……で……？」

　恐る恐る私は目を開けて顔を上げる。

　すると──そこには。

「え……」

　文化警察の警官達が倒れているのが見えた。

　そしてその向こうに──佇たたずむ人影が幾つか。

　外がい套とうのようなものを着て、頭部もフードですっぽり覆い隠しているために、人相はもちろん、性別すらよく分からない。ただ普通の人達でないのは分かった。こういう人相がよく分からない格好で出歩く人間は、今の日本ではまずいない。顔認証システムによる国民の管理に都合が悪いからと、国家が禁じているのだ。

　彼らは何か小瓶のようなものをあちこちに投げていたけれど──

「精霊の散布はそのくらいで──」

「……しかし話に聞いてはいましたが……少し見ない間にずいぶんと鬱陶しいことになっていますね。ここ、本当に二十一世紀半ばの日本なんですか？」

「残念だけどそうみたいだよ」

「ものの見事に言論統制、思想統制、創作の許認可制──クメール・ルージュでもないでしょうに」

「まあ、だからこそ僕らの『里帰り』の意味もあるんだけどね」

　そんな、何だかよく分からない会話が聞こえてくる。

　そして──

「あ、そうだ。ミュセル──あの子の様子見てあげて」

「──はイ」

　その中の一人が私のところへ駆け寄ってくる。

　咄とつ嗟さに私は逃げようとしたけれど、もう膝が笑って立つことすらおぼつかなかった。

「ひっ……」

「あの、ご安心くださイ。危害を加えたりハ、いたしませン」

　小さく悲鳴を上げる私に、その人物は──どこか妙な訛なまりを含んだ日本語でそう語りかけてきた。外国の人だろうか。声は明らかに女性のものだった。

「怪け我がをしていますネ」

　と言ってその女性は私の前で片膝をつく。

　彼女に言われるがままに見れば、逃げる途中でどこかに引っかけたのか、左腕の肘の辺りに、けっこう大きな傷ができていた。興奮していて痛みに気付かなかったのだろう。

「じっとしていテ。治しまス」

　そう言って女性が手をかざすと──

「え……!?」

　奇妙なことが起こった。

　彼女の手の影が落ちている私の肘周り……そこに長々と刻まれた傷が、消えていく。血が止まり、薄い皮膚が傷の上に張って、ものの十数秒で傷そのものが見えなくなった。

　治すと女性は言っていたけれど、これは……本当にこんなことが？

「な、何これ……!?」

「──ねえ」

　呆ぼう然ぜんと自分の腕を見ていると治療してくれた女性とは別の声に話しかけられた。

　慌てて顔を上げて見回すと、周囲を外がい套とう姿すがたの人達に囲まれている。

「それ──」

　とこれまた女性らしき声で尋ねながら、一人が指さしてくるのは、私が驚いて取り落としてしまった同人誌だった。落とした拍子に袋から出てしまったのだろう、表紙が半分ばかり見えている。

　迂う闊かつに見られたらそれだけで通報されそうな絵だ。

　なのに──

「『反逆の零』よね？」

「え？　し、知ってるんですか？」

　もともとは二十一世紀前半に作られていたアニメだ。私が持っていたＢＬ同人誌はそれを題材にしたもので──いや、そんなことは今はどうでもいい。

「当然でしょ。基礎教養よ」

「基礎教養……」

「でも私の知ってる零と、衣装とかもろもろ違う気がするんだけど……」

「え、でもこれ三期の衣装で……」

「三期!?」

　その人は被かぶっていた外套のフードを勢いよく脱ぐと、いきなり私に顔を近付けてきた。

　眼鏡を掛けた、穏やかそうな雰囲気の女性だ。黒髪に黒い瞳で顔立ちも日本人の、大和やまと撫なで子しこそのものといった雰囲気に見える。ただし──眼鏡の奥の両目だけが、ぎらぎらと獣のように輝いていたけれど。

　何なのこの人。

「どういうこと？　主人公が死んで二期が終わったのに、その続きがあるの？」

「え、あの……」

「ちょっとそこのところ詳しく……」

　そんなこと言われても私もくだんの三期を直接見ているわけじゃない。

「また病気が……エルビア、お願いできる？」

「ハイッス」

　外套姿の一人が仲間に何やら言うと──別の一人が、興奮している眼鏡の女性の襟首を摑つかんでそのままずるずると私から引き離した。その際、眼鏡の女性が暴れたせいか、引きずっている方の外がい套とうのフードもずれて、中の顔が露あらわになった。

　ちょっと日焼けした感じの、可愛かわいらしくて健康的そうな顔……はいいとして。

　短めに髪を整えられたその頭部──左右にある種の犬のような垂れ耳が生えているのだ。

「え、え……!?」

　コスプレ？

　でも──

「というかシンイチさん。皆フード被かぶったままだから怯おびえてるんじゃないですか？」

　と獣耳の女性を『エルビア』と呼んだ人がそう言いながら、自分のフードを下ろす。

　中から出てきたのは──すごく綺き麗れいな人だった。髪を伸ばしているので男か女かよく分からないのだけれど、声の調子からすれば男性なのだろうか。

　そして──

「それもそうだね。ミュセル、どう？」

「はイ。今終わったところでス」

　私の怪け我がを治してくれていた女性が、背後に立っていた外套の人に応える。

『ミュセル』と呼ばれた彼女は、私から手を離し、他の者と同じようにフードを外した。

　ツインテールの、可愛らしい少女の顔がそこから覗のぞく。けれどやはり、注目すべきはそこじゃなかった。先ほどの少女のような垂れ耳こそなかったものの、彼女の耳は、人間ではありえないほど尖とがっている。

「エルフ……？」

　もしくは悪魔か。

　どちらももう禁制の同人誌でしか名前すら見ることができない存在だけれど。

　思わず呟つぶやいた私に──ミュセルと呼ばれていた彼女は、にっこりと笑った。

「はイ。ハーフエルフ、でス」

「は、はーふ……？」

　私はただただ呆ぼう然ぜんとこの不思議な人達を見上げることしかできない。

　本当に何者なのだろうか、この人達は？

　突然現れて──文化警察を倒して、私を助けてくれた。魔法みたいな力を使い、手を翳かざすだけで傷を治すうえ、獣耳やらエルフ耳やら……

「あ、あなた達は、いったい……？」

「ふっ…………」

　一人がどこか得意げな表情で一歩前に出る。

　さきほどハーフエルフの女の人を『ミュセル』と呼んだ人物だ。年齢は二十代半ばくらいだろうか。この人は、顔立ちや体つきは平凡な日本人そのものなのだけれど──

「僕は加か納のう慎しん一いち」

　彼は笑顔でそう言った。

「地球は狙われている」

「……はい？」

　唐突に何を言い出すのだろうかこの人は。

「え、えっと……誰に？」

「僕に」

「え……？」

　ますます意味が分からない。

　しかし私が困惑する様子が面白いのか、彼は私に向けて手を差し伸べながらこう言った。

「侵略に来ました。どうかよろしく」







　…………この後。

　文化の『密輸』を主武器とする『異世界からの侵略者』と文化警察との争いは、日本という国家に満ちていた閉塞感をこじ開け、国家体制すらひっくり返し……結果として日本を再び世界に冠たるコンテンツ国家へと再興させることになるのだが。
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　それはまた、別の物語である。





おしまい







あとがき




　どうも、[image: ]さかきです。

『アウトブレイク・カンパニー　萌える侵略者』最終巻をお届けいたします……！




　まずはここまでおつきあいいただいた読者の方々と、色々ご迷惑をおかけしてしまった担当編集者のＷさん、そして相方（と敢えて言わせていただきますが）として妥協の無い素晴らしい絵をつけてくださった、ゆーげんさんに感謝を。




　アニメ化からはもうかなりの時間が経過してしまいましたが、スタッフ、キャストの方々にも改めて感謝を。




　山程ライトノベルが刊行されて（私自身山程書いてきて）、その九割が続刊すら難しく消えていく中で、十巻を超える巻数を重ね、コミカライズ、ドラマＣＤ、アニメ、フィギュア、と色々な形に派生した本作は幸運な作品でありました。




　私自身が特に意識していた訳ではありませんが、「異世界に行ってこっちの世界の知識でチートする」という流行のネタに偶然乗っかった事も、ここまで続いた理由でありましょう。

　私は基本的に理屈でお話を組み立てるというか、販売戦略やら何やらまで想定して企画を立てる事が多いのですが、結果として続く、アニメ化まで行く作品というのは、私の小賢しい考えだけで成功する訳ではなく、何かプラスアルファの偶然要素が絡む事が多いんですよね。




　講談社ラノベ文庫のローンチタイトル扱いだった事も。担当編集者がベテランのコミック編集者で、当初、自分がライトノベル編集の経験が無い事を自覚した上で、ライトノベルに関して謙虚かつ、研究熱心な姿勢で取り組んできた事も。元々私のラノベの読者だったゆーげんさんがイラストを引き受けてくださった事も。アシスタントとしてＢＬに通じた文里荒城がうちに来た事も。

　アニメ化の際、（恐らく）アニメの出来が良かった為に、かなりの売り上げの伸びを示し、私の本の電子版では恐らく初めて、紙の本に匹敵する（あるいはそれ以上の）売り上げになった事も。




　全て有機的に絡んでここまで来る事が出来たのだなあと。




　小説作品は、一見、小説家個人の力だけで創り上げられるものであると思われがちですが、多くの人の助力によって成り立ち、その結果としての成功がある──というのはよく言われることです。『アウトブレイク・カンパニー』はその意味で、分かりやすいというか、典型的でありました。




　有り難い事です。




　さて、以下はネタバレを含みますので未読の方はご注意ください。










　[image: ]さかき一いち郎ろう作品として見た場合、慎しん一いちの様なばりばりオタク全開の主人公は珍しいのですが（脇キャラには多い）、なんだかんだで非常に書きやすく、小ネタを仕込むのがやたら楽しかった記憶があります。




　その一方でミュセルは、変に奇をてらわず、あざとい位に健気なメイドさんとして設定した訳ですが、なんだか途中から微妙にヤンデレ風味も入ってきて（あるいはアニメの影響なのか？　から鍋とか）、書きやすいし面白いんだけど、驚かされる事も多かったキャラクターでありました。




　ペトラルカも、やっぱりミュセルとの対比も込めてツンデレ王女、もとい女帝様にした訳ですが、立場的に後半になればなるだけ慎一と絡む機会が減っていったのがちと残念だったと。そんな作者の焦りを反映してか、意外にドギツいシーン多いんですよね、ペトラルカって。




　エルビアはほぼ想定通り。

　強いて言えばゆーげんさんのデザインが予想外の垂れ耳だった事から、むしろ犬っぽさが強調され、途中で揺らぐ事が無かった印象ですかね。




　美み埜の里りさんは何処からどう見ても当初の設定通りで最後まで行ってくれました。

　なんだかんだで便利というか、話を回すのに一役買ってくれる良い脇キャラでありました。なんとなくですが、後日談として自衛隊という職を失った彼女、ＢＬ仲間のガリウスの所に永久就職として嫁入り（偽装？）している気がします。




　光流ヒカルは完全に当初の企画書にはいなかったキャラで、しかも書けば書くだけ印象が作者の中でも変わっていったキャラでありました。『ヤな奴』として出てきたキャラが、紆余曲折経て主人公の頼もしい仲間になるのはよくあるパターンですが、エルビアとの関係は正直、『禁忌の鎧よろい』話のプロットを組むまで考えてませんでしたし。




　ガリウスも実は、企画当初は色々裏設定も考えてたんですが、巻を重ねれば重ねるだけ裏設定と乖かい離りしてしまい、まあ、現状の様な形に。

　個人的にアニメで三木眞一郎さんに演じて貰ったのが、なんというか、凄くハマったキャラでありました。

　ドラマＣＤの脚本で、ガリウスが『なんというご褒美……』と呟くシーン、三木さんのアドリブで『有り難き幸せッ……！』に変更されてたんですが、こういうのって声優さんがキャラを理解していないと出来ないですよね。




　ブルーク一家は、まあ、途中色々悩みましたが、この様な形に。

　ちなみにシェリスに関してはかなり人間寄りの美少女、もとい美人妻バージョンのデザインもゆーげんさんが試作的に起こしてくれていたのですが、さすがにブルークと違い過ぎるので、はっきりリザードマン的な女性に。

　マーニャ達は、なんとなくのイメージですが、アニメの『ス●ィッチ』みたいな印象で見ておりました。というか、爬虫類って嫌う人も多いんですが、とりあえず小型の爬虫類って目が円つぶらで可愛いんですよね……。




　的まと場ばさんは的場さんで、ジョーカーというかとても便利なキャラで、やはり描いていて揺らぐ事は殆ど無く。初期コンセプトである、偽悪キャラ、どす黒くなりきれない灰色官僚、というのを描けたかなあとも思っています。




　ロイク、ロミルダ、この辺りは企画書にはいなかったキャラクターですが、エルダント帝国を描く上で──特に異世界、亜人種、というものの象徴的な存在として色々と役だってくれました。




　……って書いているときりないですが（ザハール、アマテナ、クラーラ、ジジレア、ロロン、テレジア、ファルメル、慎しん一いちの家族、等々）彼等の時間はこの最終巻の後も続いていく訳で、『多分こうなるんだろうな』的な感じで想像していただけると、作者としては嬉しい限り。

　終章で出てくる『侵略者』について、子供世代にする──というのも考えたのですが、これも想像の余地を狭めるという事で止めました。

　慎しん一いちとミュセルがくっつくのは既定路線なのでさておき、他のキャラ達のその後、というのが皆さんの頭の中で進んで行ってくれればと。




　最後にもう一度、皆様、ありがとうございました。




　また別の、似て非なる物語でお会いできれば幸いです。





２０１７年７月５日
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本作品は、二〇一七年八月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







アウトブレイク・カンパニー

萌もえる侵しん略りやく者しや18




二〇一七年九月一日発行
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